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3月 21日(木)・22日(金)・25日(月)
26日(火)11時～28日(木)11時 ２～４年次履修科目登録・前期登録訂正
29日(金)9時～4月2日(火)12時

4月 1日(月)～4日(木) 健 康 診 断
1日(月) 10時 国際英語学科、人文学科、数理科学科 入 学 式
        14時 国際社会学科、心理・コミュニケーション学科 入 学 式
 2日(火)11時～3日(水)11時
 2日(火)～5日(金)
録画配信 始 業 講 演
 5日(金) ＊
 5日(金)11時～8日(月)15時
 5日(金)11時～8日(月)15時
 8日(月) 前 期 授 業 開 始
10日(水)11時～11日(木)11時
19日(金)11時～22日(月)11時
26日(金)

　卒業論文・Final Presentation題目届出期限
30日(火) 創 立 記 念 日 　＜休業日＞

5月  6日(月)(振替休日) 授 業 日
31日(金)

6月 17日(月)～23日(日) 前 期 宗 教 週 間
24日(月)～28日(金) ＊ 前 期 定 例 学 生 大 会
25日(火)16時
　      (6月18日(火)より受付開始)   卒業論文・Presentation Essay提出期限

7月 15日(月)(海の日) 授 業 日
24日(水)・25日(木) 前 期 補 講 日
26日(金) 前 期 授 業 終 了
29日(月)～8月2日(金) 前 期 試 験 期 間

8月  5日(月)～9月19日(木) 夏 期 休 暇
9月  2日(月)11時～5日(木)11時 後 期 登 録 訂 正

 10日(火)11時～11日(水)11時 後期追加登録１回目
13日(金)11時～17日(火)11時 後期追加登録２回目
19日(木)11時 前期末卒業者卒業式
20日(金) 後 期 授 業 開 始
23日(月)(振替休日) 授 業 日

10月  4日(金)11時～10月7日(月)11時
14日(月)(スポーツの日) 授 業 日
14日(月)～18日(金) 後 期 宗 教 週 間

11月  4日(月)(振替休日) 授 業 日
 9日(土)・10日(日) ＊ 大 学 祭 　＜**前後の日休講＞
14日(木)16時 転学科・転専攻願い出期限
　　　　(11月1日(金)より受付開始)
25日(月)～29日(金) ＊ 後 期 定 例 学 生 大 会

12月 7日(土)10時 転学科・転専攻試験
16日(月)16時 卒業論文・Presentation Essay提出期限
　　　　(12月9日(月)より受付開始)
17日(火) 1時限 後 期 補 講 日 　＜3・4・5時限は通常授業＞
         2時限 ク リ ス マ ス 礼 拝 　＜2時限のみ休講＞
24日(火) 3・4・5時限 臨 時 休 講 (1・2時限：授業　3・4・5時限：休講)

24日(火) 冬期休暇前授業終了
26日(木)～1月5日(日) 冬 期 休 暇

1月  6日(月) 授 業 再 開
20日(月) 後 期 授 業 終 了
21日(火)・22日(水)・23日(木) 後 期 補 講 日
24日(金)～30日(木) 後 期 試 験 期 間

3月 13日(木)10時　　国際英語学科、人文学科、 卒 業 礼 拝
14日(金)10時　　数理科学科 卒 業 式
17日(月)10時　　国際社会学科、 卒 業 礼 拝
18日(火)10時　　心理・コミュニケーション学科、人間科学科 卒 業 式

１時限　　  9：00　～　10：30

礼　拝　　 10：35　～　10：50

２時限　　 10：55　～　12：25

時
間
割

３時限　  1：15　～　 2：45

４時限　  2：55　～　 4：25

５時限　  4：35　～　 6：05

2025年

・＊印は学友会関係
・**11月8日(金)、11日(月)は、大学祭の準備、後片付けのため終日休講
・国民の祝日、その振替休日及び12月25日クリスマスは休業

　　　ただし、5月6日(月)振替休日、7月15日(月)海の日、9月23日(月)振替休日、
　　　10月14日(月)スポーツの日、11月4日(月)振替休日は授業日とする

新入生オリエンテーション

学友会オリエンテーション
２～４年次追加登録２回目
１年次履修科目登録・前期登録訂正

１年次追加登録
履修登録科目取消期間
前期末卒業者

卒業論文・Final Presentation題目届出期限

前期末卒業者　

後期履修登録科目取消期間

２～４年次追加登録１回目

2024年度　東京女子大学　現代教養学部　学年暦
2024年 

上級生オリエンテーション

TOEIC IPテスト（2024年度1年次入学者・国際英語学科3年次対象）
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東京女子大学
現代教養学部
2024年度 授業・補講・試験カレンダー 補講日 試験期間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 5/31(金)　卒業論文・Final Presentation題目届出期限

日 月 火 水 木 金 土

1 6/17(月)～23(日)　前期宗教週間

2 3 4 5 6 7 8 6/24(月)～28(金)　前期定例学生大会

9 10 11 12 13 14 15 6/25(火)16時　前期末卒業者

16 17 18 19 20 21 22 　　　　 　   卒業論文・Presentation Essay提出期限

23/30 24 25 26 27 28 29 　             （6/18(火)より受付開始）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 7/24(水)・25(木)　前期補講日

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 7/29(月)～8/2(金)　前期試験期間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 9/19(木)11時　前期末卒業者卒業式

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

8
月 8/5(月)～9/19(木)　夏期休暇

9
月 9/2(月)11時～5(木)11時　後期登録訂正※

9/20(金)　後期授業開始

9/23(月)振替休日は授業を行う

※履修登録に関する日程の詳細はP.3学年暦 参照

 
6
月

7
月

7/15(月)海の日は授業を行う

7/26(金)　前期授業終了

5
月

5/6(月)振替休日は授業を行う

授業期間

4
月

4/8（月）前期授業開始

4/30（火）創立記念日＜休業日＞

3/21(木)・22(金)・25(月) 上級生オリエンテーション

3/26(火)11時～28(木)11時 ２～４年次履修科目登録・前期登録訂正※

3/29(金)9時～4/2(火)12時 TOEIC IPテスト(2024年度１年次入学者・国際英語学科3年次対象)

4/1(月)～4(木)           健康診断（年次・学科を指定する）

4/1(月) 入学式

4/2(火)～5(金) 新入生オリエンテーション(4/5(金):学友会オリエンテーション)

動画配信 始業講演

4/5(金)11時～8(月)15時 1年次履修科目登録・前期登録訂正※

4/8(月)                               前期授業開始

4/26(金)       前期末卒業者卒業論文・Final Presentation題目届出期限

4/30(火)                             創立記念日＜休業日＞

※履修登録に関する日程の詳細は 学年暦 参照
※履修登録に関する日程の詳細はP.3学年暦 参照
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 10/14(月)～18(金)　後期宗教週間

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8
* 9

10 11
* 12 13 14 15 16 11/11(月)　*終日休講<大学祭片付け> 

17 18 19 20 21 22 23 11/14(木)16時　転学科・転専攻願い出期限(11/1(金)より受付開始) 

24 25 26 27 28 29 30 11/25(月)～29(金)　後期定例学生大会

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17♢ 18 19 20 21

22 23 24※ 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1/6(月)　後期授業再開

5 6 7 8 9 10 11 1/20(月)　後期授業終了

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 1/24(金)～30(木)　後期試験期間

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

2
月

3
月

　
12
月 12/7(土)10時　転学科・転専攻試験

12/16(月)16時　卒業論文・Presentation Essay提出期限
　　　　　　　　　　　(12/9(月)より受付開始)
12/17(火)1時限　            ◇後期補講日
12/17(火)2時限　            ◇2時限のみ休講＜クリスマス礼拝＞
12/17(火)3・4・5時限　     ◇授業
※12/24(火)   3・4・5時限のみ休講（1・2時限は通常授業）
　 12/24(火)　冬期休暇前授業終了
 
12/26(木)～1/5(日)　冬期休暇

1
月

1/21(火)・22(水)・23(木)　後期補講日

10/14(月)スポーツの日は授業を行う

　
11
月 11/4(月)振替休日は授業を行う

11/8(金)　  *終日休講<大学祭準備>

　
10
月

3/13(木)10時 卒業礼拝 国際英語学科、人文学科、

3/14(金)10時 卒業式 数理科学科

3/17(月)10時 卒業礼拝 国際社会学科、

3/18(火)10時 卒業式 心理・コミュニケーション学科、

人間科学科
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カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

東京女子大学では、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）に掲げる

能力を身につけるために、以下の方針に基づいて、全学共通カリキュラムと学科科目

を２つの柱とするリベラルアーツ教育を行います。 

 

【教育課程の編成】 

1.広範で多様な基礎的知識と基本的な学習能力の獲得のために、「リベラル・スタ  

ディーズ」、「グローバル・シティズンシップ・スタディーズ」、「AI・データサ

イエンス・スタディーズ」の 3つの科目群からなる全学共通カリキュラムを編成す

る。 

2.専門的な方法論と知識を学ぶために、学科科目を体系的かつ順次的に編成する。 

3.授業科目の到達目標・内容に応じた多様な形態の授業科目（講義科目、演習科目、

実習科目）を配置する。 

 

【教育内容・方法】 

4.実践的な議論を通じて、知識の活用能力、論理的思考力、問題発見・解決能力、コ

ミュニケーション能力、他者を尊重し協働できる力を養うために、全学年を対象に、

参加型の少人数教育を行う。 

5.本学における学修の基盤となる基礎学力及び学習方法を習得し、主体的な学びの姿

勢を養うために、アクティブ・ラーニングによる初年次教育を行う。 

6.女性の自己確立とキャリア探求の基礎をつくるために、女性学・ジェンダー的視点

に立つ教育を行う。 

7.自分の専攻分野以外の学問領域への関心を広げ、学際的視点を養う全学共通の教育

プログラムとして、日本語教員養成課程、Global Citizenship Program、副専攻を

設置する。 

8.教育成果の段階的な測定とそれに基づく適切な学習指導を行うため、4年次学生を、

卒業研究を行うことが可能な者と位置づけ、全学科で 3年次から 4年次への進級条

件を設ける。 

 

【学修成果の評価】 

9.学士課程の集大成としての卒業研究（卒業論文、Final Presentation、講究）を全

学科必修とし、目標とする能力を身につけることができたかを、ルーブリックを用

いて評価する。 

10.本学のリベラルアーツ教育の学修成果について、直接的指標と間接的指標を用い

て、多角的観点から評価を行う。 

 

 

6



 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

東京女子大学は、建学の精神であるキリスト教精神に基づくリベラルアーツ教育に

より、「専門性をもつ教養人」として人類・社会の問題解決に貢献し得る女性を育て

るために、以下の能力を身につけ、かつ、学則に定める所定の単位を修得した学生に、

卒業を認定し、学位（学士）を授与します。 

 

1.人間・社会・自然に対する理解を深め、広範で多様な知識を身につけている。 

2.自分の専攻分野に関する方法論と専門知識を身につけ、さらに自分の専攻分野に隣

接する分野について基本的な内容を理解している。 

3.知識を活用し、論理的思考力に基づいて、問題を発見し、解決する能力を身につけ

ている。 

4.他者の表現を適切に理解し、自らの考えを論理的に表現し、建設的な議論を行うこ

とができるコミュニケーション能力を身につけている。 

5.異なる考えや意見を受け入れる力を身につけ、多文化共生社会への理解を深め、他

者を尊重し協働できる力を身につけている。 

6.主体的に学び続け、自己を確立し、自らのキャリアを構築する姿勢を身につけてい

る。 
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〔2018 年度から 2023 年度入学者に適用〕 

東京女子大学履修規程 
（2003年 1月 8日制定） 

第１章 総  則 

（目 的） 

第１条 この規程は、東京女子大学（以下「本学」という。）における履修に関する事項を定める

ことを目的とする。 

第２章 履修の方法 

（履修の方法） 

第２条 履修する授業科目は、教育課程及びこの規程に従い、各人が決定するものとする。 

第３条 卒業までに単位を修得しなければならない科目と単位数については、別表第１ア又はイ(卒

業に必要な最低単位数) 及び別表第１の２（学科及び専攻の履修要件）に定める。 

２ 自由選択科目は、別表第１ア又はイ第６号の定めにより履修する。 

第４条 履修する授業科目は、登録しなければならない。 

２ 同一授業科目が複数クラス開講されている場合は、履修するクラスも含め登録しなければなら

ない。 

３ 履修登録を行わない授業科目は、単位を修得することができない。 

第５条 履修登録を行った授業科目は、責任をもって履修しなければならない。 

第６条 履修に関して、アドバイザーの助言を受けることができる。 

（履修登録単位数） 

第７条 1学期の履修登録単位数は、原則として 1単位以上とする。ただし、第 31条又は第 32条

に基づき当該学期のすべての授業科目の登録を取消した場合については、この限りではない。 

２ 第 29条及び第 30条に基づく登録の訂正、取消、変更等の結果、1学期の登録単位数を 0単位

とすることは認めない。 

第８条 年間の履修登録単位数は、原則として44単位以下とする。ただし、第 44条に基づき算出

された前年度のＧＰＡ(Grade Point Average/成績平均点数)が 3.0以上である者は、44単位を超

えて履修することができる。 

第９条 次の科目は、前条に定める 44単位外で履修することができる。 

心理・コミュ
ニケーション
学科科目 

心理演習、心理実習 

教 職 課 程 
科目 

各教科の指導法、教育課程論、道徳教育の理論と方法、総合的な学習の時

間の指導法、特別活動論、生徒・進路指導論、教育相談、教育方法論（ICT

の活用を含む）、教育実習事前事後指導、教育実習、教職実践演習（中・高） 

学 芸 員 課 程 
科目 博物館実習１、博物館実習２、博物館実習３ 
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２ 編入学者及び学士入学者は、教職課程科目及び学芸員課程科目の全科目を前条に定める 44単

位外で履修することができる。 

第 10条 次の各号の授業科目の単位は、第８条に定める 44単位に含むものとする。 

（1） 他学科の学科科目の単位 

（2） 本学と日本国内の他の大学との協定に基づき、当該大学において履修する授業科目の単位の

うち次のもの 

ア 武蔵野地域５大学(亜細亜大学、成蹊大学、東京女子大学、日本獣医生命科学大学、武蔵野 

 大学)の単位互換協定に基づき、本学以外の各大学において履修する授業科目の単位 

イ 東京外国語大学との単位互換協定に基づき、東京外国語大学において履修する授業科目の 

単位 

（3） 再履修する授業科目の単位 

（4） 前期末に不合格となった授業科目(前期の授業科目で不合格のもの及び通年の授業科目で中

間成績がＸ(評価不能)で不合格となったもの)の単位 

第 11条 次の各号の授業科目の単位は、第８条に定める 44単位には含まないものとする。 

（1） 第 29条及び第 30条に基づき履修登録を取消した授業科目の単位 

（2） 第 31条に基づき休学により履修登録を取消した授業科目の単位 

（3） 第 32条及び第 33条に基づきやむをえない事由により履修登録を取消した授業科目の単位 

（4） 第 34条に基づき学外学修の単位認定により履修登録を取消した授業科目の単位 

２ 第 60条第 1項第 1号ウ、第 2号、第 3号、第 4号、第 5号、第 6号に基づき認定された単位は、

第 8条に定める 44単位には含まないものとする。 

３ 第 61条に基づき認定された単位は、第 8条に定める 44単位には含まないものとする。 

第 12条 1年次に履修する自学科科目の単位数は、20単位以下とする。 

（履修年次） 

第 13条 必修科目及び選択必修科目は、教育課程に示された履修年次に履修し、その単位を修得し

なければならない。ただし、不合格、留学、休学、編入学、学士入学等の理由で履修を要する場

合は、この限りではない。 

２ 指定された履修年次に単位を修得できなかった必修科目及び選択必修科目は、原則として、次

の学期又は学年に再履修しなければならない。ただし、当該授業科目の再履修によらず、他の授

業科目の履修をもってその必修要件を満たす場合は、この限りではない。 

３ 前期又は後期に履修クラスが指定されている必修科目及び選択必修科目については、前期の科

目を同一年度の後期に再履修することはできない。 

第 14条 選択科目は、原則として、教育課程に示された履修年次以上の者が、履修することができ

る。ただし、当年度の指定により、履修年次が限定されている授業科目については、示された履

修年次以外の者は、履修することができない。 

（履修学科の指定） 

第 15条 教育課程に学科又は専攻の指定が示されている授業科目については、指定された学科又は

専攻以外の者は履修することができない。 
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（他学科の学科科目の履修） 

第 16条 他学科の学科科目は、設置する学科の定める履修条件に従い、履修することができる。 

第 17条  削除 

（単位互換協定に基づく他大学の授業科目の履修） 

第 18条 次の各号の単位互換協定に基づき、本学以外の各大学において開講する授業科目は、在学

中に合わせて 16単位を超えない範囲で履修することができる。 

(1) 武蔵野地域５大学（亜細亜大学、成蹊大学、東京女子大学、日本獣医生命科学大学、武蔵野

大学）の単位互換協定（２年次以上の学生対象） 

 (2) 東京外国語大学との単位互換協定（３年次以上の学生対象） 

２ 前項の規定による履修は、各大学が定める履修条件に従うものとする。 

３ 第１項の規定による履修をもって、本学の必修科目及び選択必修科目の単位を満たすことはで

きない。 

（同一授業科目の重複履修） 

第 19条 既に単位を修得した科目と同一の授業科目は、重ねて履修することができない。 

２ 前項の規定にかかわらず、第二外国語の読解Ａ、読解Ｂ、作文と文法及び会話、並びにギリシ

ア語及びラテン語の中級については、同一の授業科目を重ねて履修することができる。 

（学科共有の授業科目の履修） 

第 19条の 2 以下の各号の学科共有の授業科目については、所属する学科の授業科目として履修し

なければならない。 

(1) 国際英語学科及び人文学科の「Japanese Culture & Literature」、「比較文化Ａ」、「比較文化

Ｂ」、「表象文化Ａ」及び「表象文化Ｂ」 

(2) 国際英語学科及び心理・コミュニケーション学科の「第二言語習得基礎論Ａ」、「第二言語習

得基礎論Ｂ」、「言語の多様性と普遍性Ａ」及び「言語の多様性と普遍性Ｂ」 

(3) 人文学科及び国際社会学科の「法学概論」、「政治学概論」、「ミクロ経済学入門」、「マクロ経

済学入門」、「社会学概論Ⅰ」、「社会学概論Ⅱ」、「世界遺産学Ａ」、「世界遺産学Ｂ」、「人文地

理学」、「自然地理学」及び「地誌学」 

(4) 人文学科及び心理・コミュニケーション学科の「日本語学（表記・語彙）Ａ」、「日本語学（表

記・語彙）Ｂ」、「日本語学（文法・談話）Ａ」、「日本語学（文法・談話）Ｂ」、「社会言語学

Ａ」、「社会言語学Ｂ」、「言語情報処理Ⅰ」及び「言語情報処理Ⅱ」 

(5) 人文学科及び数理科学科の「文理融合演習Ａ」及び「文理融合演習Ｂ」 

(6) 国際社会学科及び数理科学科の「経済数学」、「ゲームの理論」及び「経営ファイナンス論」 

２ 前項で履修した科目を他学科の科目として重ねて履修することはできない。 

（教育職員の資格取得のための履修） 

第 20条 教職課程科目は、教育職員の資格を得ようとする者が履修することができる。 

２ ２年次以上で教職課程科目（「教職論」を除く。）を履修するには、２年次始めの定められた期

間に所定の教職課程登録を行わなければならない。 

３ 教職課程登録を行った者は、所定の課程履修費を納入しなければならない。 

４ 教育職員の資格取得のために履修すべき科目及び単位数については、別の定めによる。 
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（学芸員の資格取得のための履修） 

第 21条 学芸員課程科目は、学芸員の資格を得ようとする者が履修することができる。 

２ 学芸員課程科目を履修するには、２年次始めの定められた期間に所定の学芸員課程登録を行わ

なければならない。 

３ 学芸員課程登録を行った者は、所定の課程履修費を納入しなければならない。 

４ 学芸員資格取得に関する事項は、東京女子大学学芸員資格取得に関する内規の定めによる。 

（公認心理師の資格取得のための履修） 

第 21条の 2 心理・コミュニケーション学科の公認心理師特設科目は、公認心理師の資格を得よう

とする者が履修することができる。 

２ 前項の科目を履修するには、２年次始めの定められた期間に所定の公認心理師課程登録を行わ

なければならない。 

３ 公認心理師課程登録を行った者は、所定の課程履修費を納入しなければならない。 

４ 公認心理師の資格取得のために履修すべき科目及び単位数については、別の定めによる。 

第 22条  削除 

（日本語教員養成課程の履修） 

第 23条 日本語教員養成課程を履修するには、２年次始めの履修登録時に所定の日本語教員養成課

程登録を行わなければならない。 

２ 日本語教員養成課程を修了するには、日本語教員養成課程登録を行い、教育課程に従い、所定

の 40単位以上を修得しなければならない。 

３ 日本語教員養成課程を修了した者には、卒業時に日本語教員養成課程修了証を交付する。 

（キャリア・イングリッシュ課程の履修） 

第 23条の 2 本学にキャリア・イングリッシュ課程を置く。 

第 23条の 3 キャリア・イングリッシュ課程を履修するには、所定の選考を経て、２年次始めの履 

修登録時に所定のキャリア・イングリッシュ課程登録を行わなければならない。 

２ キャリア・イングリッシュ課程登録を行った者は、所定の課程履修費を納入しなければならない。 

第 23 条の 4 キャリア・イングリッシュ課程を修了するには、キャリア・イングリッシュ課程登録を

行い、教育課程に従い、所定の 42単位以上を修得しなければならない。 

２ キャリア・イングリッシュ課程を修了した者には、卒業時にキャリア・イングリッシュ課程修了

証を交付する。 

（副専攻の課程の履修） 

第 24条 本学に次の副専攻の課程を置く。 

(1)  キリスト教学副専攻 

 (2)  女性学･ジェンダー副専攻 

 (3)  比較文化副専攻 

 (4)  データサイエンス副専攻 

第 25条 副専攻の課程を履修するには、２年次又は３年次始めの履修登録時に所定の副専攻登録を

行わなければならない。 

２ 第 24条第 1項第 1号から第 3号に定める副専攻の課程の複数登録は、許可しない。 

３ 副専攻の変更は、３年次始めの履修登録時に１回に限り許可する。 

第 26条 副専攻の課程を修了するには、副専攻登録を行い、当該副専攻の教育課程に従い、所定の 
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22 単位以上を修得しなければならない。 

２ 副専攻の課程を修了した者には、卒業時に副専攻修了証を交付する。 

第３章 履修科目の登録 

（履修科目の登録方法及び登録時期） 

第 27条 履修科目の登録は、毎学年始めの定められた期間に、その年度に履修する授業科目を所定

の手続きにより、教育研究支援部学務課（以下「学務課」という。）に届け出ることによって行

わなければならない。 

２ 後期のみの授業科目についても、原則として、学年始めの履修科目登録期間に登録するものと

する。 

第 28条 前条の規定にかかわらず、次の者については、後期始めの所定の期間に履修科目の登録を

行うことができる。 

（1） 前期のみ休学し、後期に復学する者 

（2） 神戸女学院大学と本学との単位互換協定に基づく特別聴講学生として、神戸女学院大学に前

期のみ派遣され、後期に本学における履修を再開する者 

（3） 東京女子大学学則（以下「学則」という。）第27条の 2により留学した者で、後期に本学に

おける履修を再開する者 

(4) 前期末卒業を申告した者で、第 84条の規定を満たすことができずに、後期に履修する者 

（履修登録の訂正、削除、追加及び変更） 

第 29条 履修登録の訂正、削除、追加及び変更は、次の各号に定める期間及び授業科目に限り認め

るものとし、所定の手続きにより、学務課に届け出ることによって行わなければならない。 

（1） 履修科目登録期間又は前期登録訂正期間  すべての授業科目 

（2） 後期登録訂正期間  後期のみの授業科目、後期に実施される集中講義による授業科目 

２ あらかじめ履修クラスが指定されている必修科目又は選択必修科目については、クラスの変更

を認めない。 

３ 履修者制限が行われた授業科目については、クラスの変更及び履修者制限後の追加登録を認め

ない。 

第 30条 履修登録の内容が次の各号に該当する場合は、前条に定める所定の手続により訂正しなけ

ればならない。 

（1） 第７条から第 16条、第 19条から第 22条、第 76条、第 77条のいずれかに違反した場合 

（2） 教育課程に定める履修条件に違反した場合 

（3） 履修者制限が行われた授業科目で、履修登録を認められていない授業科目を届け出た場合 

（休学による履修登録の取消） 

第 31条 履修登録後に休学した場合は、履修登録したすべての授業科目を取消すものとする。た

だし、履修期間が終了している授業科目は除く。 

（やむをえない事由による履修登録の取消） 

第 32条 当該学期の休学手続期限後に、病気、負傷等で授業に出席することができなくなった場

合は、所定の手続により、履修中のすべての授業科目の登録を取消すことができる。 
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２ 前項の規定により履修登録の取消を申告する者は、事由を記し保証人が連署した所定用紙を 

次の期限までに学務課に提出しなければならない。 

(1） 前期申告期限  ６月末日まで 

（2） 後期申告期限  冬期休暇前授業終了日まで 

３ 履修登録の取消の事由が病気又は負傷の場合には、医師の診断書を添付しなければならない。 

第 33条 病気、負傷等で特定の科目の授業に出席することができなくなった場合は、所定の手続

により、履修中の当該授業科目の登録を取消すことができる。 

２ 前項の規定により履修登録の取消を申告する者は、事由を記し保証人が連署した所定用紙を次

の期限までに学務課に提出しなければならない。 

（1） 前期申告期限  ６月末日まで 

（2） 後期申告期限  冬期休暇前授業終了日まで 

３ 履修登録の取消の事由が病気又は負傷の場合には、医師の診断書を添付しなければならない。 

（学外学修の単位認定による履修登録の取消） 

第 34条 第 60条第 1項第 5号オからコに基づき、入学後に学外学修により第二外国語の単位を認

定された者が、認定に係る資格等を取得した学期に当該認定科目を履修中の場合は、所定の手続

により、当該科目の履修登録を取消すことができる。 

２ 前項の規定により履修登録の取消を申告する者は、所定用紙を次の期限までに学務課に提出し

なければならない。 

（1） 前期申告期限  ６月末日まで 

（2） 後期申告期限  冬期休暇前授業終了日まで 

第 35条  削除 

第４章 試験及び単位修得 

（試験の種類） 

第 36条 履修した科目の単位の認定は、試験による。 

２ 履修登録を行っていない授業科目は、試験を受けることができない。 

第 37条 試験の種類は、学年暦の前期又は後期の定められた期間に実施する試験（以下「定期試験」

という。）及び定期試験以外の方法（リポート、授業時に行う随時の試験等）とする。 

２ 単位は、定期試験、定期試験以外の方法又はそれらの組み合わせによって認定される。 

３ 卒業論文の試験方法は、論文審査及び口述試験による。 

４ 国際英語学科の Final Presentation の試験方法は、Presentation Essayに基づく口頭発表の

審査による。 

（学費未納者の扱い） 

第 38条 学則第 32条に定める授業料及び教育充実費を未納の者は、学則第14条第 3項に定める試

験を受けること及び卒業論文又は Presentation Essay を提出することができない。ただし、や

むをえない事情により延納又は分納の手続を行った場合はこの限りではない。 

（定期試験） 

第 39条 定期試験は、担当者が指定する科目について、前期又は後期の定められた期間に定期試験 
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時間割に組み入れて行う。 

２ 定期試験は、次の各号に従い、受験するものとする。 

(1)  定期試験は、指定された日時及び教室で受験しなければならない。 

 (2)  受験の際には、身分証明書を机上に置き、監督者の確認を受けなければならない。 

 （3） 受験に当たっては、すべて監督者の指示に従わなければならない。 

 (4)  試験時間の１/２以上遅刻した者は、受験できない。 

 (5)  受験者は、試験開始後試験時間の１/２以上を経過しないと退室できない。 

 (6)  受験者は、必ず答案を提出しなければならない。 

 (7)  氏名及び学生番号を記入していない答案は、無効とすることがある。 

（リポートによる試験） 

第 40条 リポートによる試験については、担当者の定めた期限までに、担当者の定めた方法により

提出しなければならない。 

（成績評価） 

第 41条 授業科目の成績評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｆの５段階で行い、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｆ

を不合格とする。 

２ 出席不良等により成績評価不能の場合は、Ｘとする。 

３ 成績評価の基準及び100点法の目安は、以下のとおりとする。 

４ 成績評価の結果、合格した者には、単位を与える。 

５ 通年の授業科目の中間成績がＸ(評価不能)の場合は、単位を与えない。 

第 42条 前期のみ又は後期のみの授業科目は、それぞれの期末に成績評価を行う。 

２ 通年の授業科目は、前期末に中間成績の評価を行った上で、後期末に成績評価を行う。ただし、

次の授業科目については、中間成績の評価を行わない。 

学 科 科 目 

国際英語学科 卒業論文、Final Presentation 

人文学科 卒業論文 

国際社会学科 卒業論文 

心理・コミュ

ニケーション

学科 

心理実習、日本語教育実習、卒業論文 

数理科学科  数学講究、情報理学講究 

学芸員課程科目 博物館実習３ 

３ 集中講義による授業科目は、後期末に成績評価を行う。 

第 43条 成績は、履修終了後の定められた期間に学務課から各人に交付する。 

２ 通年の授業科目の中間成績は、前期末の定められた期間に学務課から各人に交付する。 

（ＧＰＡの算出） 

第 44条 第 41条の規定による成績評価に対し、次の方法でＧＰＡ(Grade Point Average/成績平均 

  

合 否 合  格 不合格 

評 価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｆ Ｘ 

100点法
の目安 

100～90 89～80 79～70 69～60 59～０ 評価不能 

評価基準 
特に優秀な
成績 

優れた成績 
要求を満た
す成績 

合格と認められ
る最低の成績 

不合格 評価不能 
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点数)を算出する(小数点以下第三位を四捨五入)。ただし、通年科目の中間成績は、含まない。 

    Ｓの単位数×4.0＋Ａの単位数×3.0＋Ｂの単位数×2.0＋Ｃの単位数×1.0 

          登録単位数（不合格Ｆ及び評価不能Ｘを含む） 

第 45条 次の各号の授業科目の単位は、前条におけるＧＰＡ算出の対象としない。 

（1） 心理・コミュニケーション学科科目、教職課程科目及び学芸員課程科目のうち、第 9条に定め

る授業科目の単位 

（2） 第 29条及び第 30条に基づき履修登録を取消した授業科目の単位 

（3） 第 31条に基づき休学により履修登録を取消した授業科目の単位 

（4） 第 32条及び第 33条に基づきやむをえない事由により履修登録を取消した授業科目の単位 

（5） 第 34条に基づき学外学修の単位認定により履修登録を取消した授業科目の単位 

（6） 第 60条に基づく認定単位 

（7） 第 61条に基づく認定単位 

第 46条 ＧＰＡは、成績表に付記して各人に通知する。 

（追 試 験） 

第 47条 やむをえない理由により定期試験に欠席した場合は、追試験を願い出ることができる。 

２ 定期試験以外の方法（リポート、定期試験期間以外に行う随時の試験等）については、追試験

を願い出ることはできない。 

３ 当該授業への欠席が多い場合又はリポート未提出の場合等は、追試験を認めないことがある。 

４ 定期試験開始後試験時間の 1/2未満の遅刻については、追試験を願い出ることができない。 

第 48条 追試験を願い出る者は、当該科目の試験実施日の翌日から起算して１週間以内に、所定用

紙に事由等を記入し、次の書類を添付して、学務課に提出しなければならない。 

（1） 病気の場合  医師の診断書、証明書等（病名、欠席日等が明記され医師による証明がある

もの） 

(2)  交通機関の事故の場合  遅延証明書等 

(3)  大学院受験、就職試験受験の場合  受験証明書等 

(4)  (1)、(2)及び(3)以外の場合  客観的な証明及び保証人による理由書 

２ 追試験を願い出るときは、所定の追試験料を納入しなければならない。 

第 49条 追試験の成績は、減点する場合がある。 

第 50条   削除 

第 51条 コミュニティ拠点実習（キャリア構想）、コミュニティ拠点実習（キャリア実践）、コミュ

ニティ拠点実習(地域構想)、コミュニティ拠点実習（地域実践）、心理実習、教育実習又は博物

館実習の期間が定期試験と重複した場合は、所定の手続により追試験を願い出ることができる。

ただし、追試験料は免除し、追試験の成績も減点しない。 

第 52条 武蔵野地域５大学（亜細亜大学、成蹊大学、東京女子大学、日本獣医生命科学大学、武蔵

野大学）の単位互換協定及び本学と東京外国語大学との単位互換協定に基づき、本学以外の各大

学において履修する授業科目の定期試験が、本学の授業科目の定期試験と重複した場合は、他大

学の授業科目を受験し、本学の授業科目については、所定の手続により追試験を受けるものとす 

る。ただし、追試験料は免除し、追試験の成績も減点しない。 

第 53条 追試験は、前期の定期試験に対しては８月下旬から９月中旬の指定日に、後期の定期試験 
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に対しては２月中旬から３月末の指定日に行う。 

（再 試 験） 

第 54条 卒業に必要な科目が不合格となった場合は、当該科目に合格すればその年度に卒業できる

見込の者に限り、条件を満たせば、願い出により教授会の審議を経て、再試験を受けることがで

きる。 

２ 再試験を願い出るときは、所定の再試験料を納入しなければならない。 

３ 第 1項の規定による当該科目に合格すればその年度に卒業できる見込の者に、以下の者を含む。 

後期の授業科目の追加登録及び卒業に必要な前期の授業科目の合格により、再びその年度に

卒業できる見込となる者 

４ 前項の規定による者は、再試験を願い出るときに、後期登録訂正期間に授業科目を追加登録す

る意思を示さなければならない。 

第 55条 当該授業への欠席が多い、試験未受験又はリポート未提出等の場合は、再試験を認めない

ことがある。 

第 56条 再試験を認める科目数は、卒業する年度の履修科目のうち、年間３科目以内とする。 

第 57条 再試験を認める授業科目の成績は、Ｆとする。ただし、当該授業担当者が第 41条第 3項

の 100点法の目安において 50点に満たないと評価した授業科目については、再試験を認めない。 

第 58条 再試験の対象となる授業科目は、次のとおりとする。 

（1） 前期末に行う再試験 

卒業に必要な前期の授業科目 

  卒業に必要な後期の授業科目の履修条件として指定されている前期の授業科目 

（2） 年度末に行う再試験 

  卒業に必要な後期の授業科目及び通年の授業科目 

  卒業に必要な集中講義による授業科目 

２ 次の科目は、再試験の対象とはしない。 

挑戦する知

性 科 目 
早稲田大学連携科目 

デ―タ科学入門α、デ―タ科学入門

β、デ―タ科学入門γ、デ―タ科学入

門δ、データ科学実践、 

回帰と分類のデータ科学、時系列構造

のデータ科学、潜在構造のデータ科学 

学 科 科 目 

国際英語学科 卒業論文、Final Presentation 

人文学科 卒業論文 

国際社会学科 卒業論文 

心理・コミュニケーション学科 日本語教育実習、卒業論文 

数理科学科  数学講究、情報理学講究 

第 59条 再試験の成績は、Ｃ又はＦとする。 

（学外学修の単位認定） 

第 60条 学則第 15条の２に基づき、次の単位及び学修について、合わせて60単位を超えない範囲

で、本学における授業科目の履修により修得したものとみなし、単位を与えることができる。た

だし、単位認定については、所定の手続による。 
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（1） 本学と日本国内の他の大学との協定に基づき、当該大学において履修した授業科目の単位。

ただし、次のア及びイの単位認定は、合わせて16単位までとする。 

ア 武蔵野地域５大学（亜細亜大学、成蹊大学、東京女子大学、日本獣医生命科学大学、武

蔵野大学）の単位互換協定に基づき、本学以外の各大学において履修した授業科目の単位 

イ 東京外国語大学との単位互換協定に基づき、東京外国語大学において履修した授業科目 

の単位 

ウ 神戸女学院大学との協定に基づき、神戸女学院大学において履修した授業科目の単位 

（2） 学則第 27条の２に定める留学により、外国の大学において履修した授業科目の単位。ただ

し、単位認定については東京女子大学外国留学に関する規程及び東京女子大学国際英語学科

海外研修（スタディ・アブロード）に関する規程の定めによる。 

（3）本学が外国の大学とあらかじめ協議の上当該大学において実施する語学研修及び教養講 

座における学修、並びに本学があらかじめ認めた外国の大学が実施する語学研修における 

学修。参加者が所定の成績を修めた場合、この学修を次の科目を履修したものとみなし、 

単位を与えることができる。ただし、この号に定める単位認定は卒業までに各科目 1 回 

とし、単位認定の対象とする語学研修の研修先大学については別に定める。 

 

(4)  他大学又は短期大学を中途退学又は卒業し 1年次に入学する者が、本学に入学する前に在学

した大学又は短期大学において履修した授業科目の単位。ただし、単位認定については、別の

定めにより、入学時に行う。 

(5)  文部科学大臣が別に定める技能審査等における成果に係る学修のうち次のもの。ただし、単

位認定については、別表第２(技能審査等における成果に係る学修の単位認定)による。 

  ア 財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定  

  イ Educational Testing Service が実施する TOEFL（Test of English as a Foreign Language） 

  ウ Educational Testing Service が実施するTOEIC（Test of English for International 

Communication） 

  エ British Councilが実施する IELTS（International English Language Testing System） 

  オ 財団法人ドイツ語学文学振興会が実施するドイツ語技能検定試験 

  カ 財団法人フランス語教育振興協会が実施する実用フランス語技能検定試験 

研修の種類 認定科目及び認定単位数 

語学研修 

英語研修 
外国語科目 第一外国語 選択科目 

｢Intensive English｣ 2 単位 

ドイツ語研修 
外国語科目 第二外国語 選択科目 

 「ドイツ語（会話）」 1 単位 

フランス語研修 
外国語科目 第二外国語 選択科目 

 「フランス語（会話）」 1 単位 

スペイン語研修 
外国語科目 第二外国語 選択科目  

「スペイン語（会話）」 1 単位 

中国語研修 
外国語科目 第二外国語 選択科目 

「中国語（会話）」 1 単位 

韓国語研修 
外国語科目 第二外国語 選択科目 

「韓国語（会話）」 1 単位 

教養講座 ケンブリッジ教養講座 
挑戦する知性科目 選択科目 

｢ケンブリッジ教養講座｣  2 単位 
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  キ 財団法人日本スペイン協会が実施するスペイン語技能検定試験 

  ク 財団法人日本中国語検定協会が実施する中国語検定試験 

  ケ 財団法人韓国教育財団が実施する韓国語能力試験 

  コ ハングル能力検定協会が実施する｢ハングル｣能力検定試験 

(6)  本学が外国の大学と協定の上実施するプログラムにおいて本学以外の大学で履修した授業

科目の単位。ただし、単位認定については当該大学の認定した単位数とは別に、その実質的履

修時間数を考慮し、学則第 11条の定めにより行う。 

２ 前項第 5号の規定により、入学前の学外学修について単位認定を申告する者は、所定用紙を入

学年度の履修科目登録期間開始日の前日までに学務課に提出しなければならない。 

３ 前項により認定された単位は、入学年度の修得単位とする。 

４ 第 1項第 5号の規定により、入学後の学外学修について単位認定を申告する者は、所定用紙を 

次の期限までに学務課に提出しなければならない。 

資格等取得時期 認定願提出期限 

前年度の10月1日から履修科目登録期間開始日

の前日までに取得した資格等 
履修科目登録期間開始日の前日まで 

履修科目登録期間開始日から9月30日までに取

得した資格等 
9月 30日まで 

５ 前項の期日が、土曜日、日曜日又は国民の祝日にあたる場合は、その前日を期日とする。 

６ 第 4項の規定により認定された単位は、願い出年度の修得単位とする。 

７ 第 4項の規定にかかわらず、4年次学生については、後期の定期試験期間の最終日の翌日から 

当年度の年度末までは、単位認定を申告することができない。 

８ 第 1項第 3号の規定により認定された単位は、夏期の学修によるものについては願い出年度、

春期の学修によるものについては願い出年度の翌年度の修得単位とする。 

第 61条 編入学者又は学士入学者が、本学に入学する前に在学し、入学資格を判定した大学又は短

期大学等において履修した授業科目の単位のうち、本学の単位に当てられると認められるものを、

本学の単位に換算して数えることができる。ただし、単位認定については別の定めによる。 

 

第５章 進  級 

（進級の時期） 

第 62条 進級の時期は、学年の初めとする。 

（進級の条件） 

第 63条 次の学年に進級するには、同一学年を前期から後期の順で２学期間在学し、前期及び後期

とも 1単位以上の授業科目の登録がなければならない。 

第 64条 次の各号に該当し、前条の要件を満たすことができない場合は、進級を許されず、もとの

学年に留められる。 

（1）休学した場合 

(2) 第 32条に基づき当該学期のすべての授業科目の登録を取り消した場合 

第 65条 前年度末までに、86単位（卒業に必要な単位に数えられないものを除く｡）以上を修得し

ていない者は、４年次への進級を許されない。 
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２ 前項の規定による86単位には、次の授業科目を含めなければならない。 

国

際

英

語

学

科 

国際英語 
専攻 

自専攻科目のうち次の 2科目計 4単位 

 3年次演習（国際英語）Ⅱ、Third-Year Research Writing Ⅱ 

人

文

学

科 

哲学専攻 
自専攻科目のうち次の4 科目計 8単位 

哲学の基本問題、哲学の歴史的展開、哲学 2年次演習Ⅰ、哲学 2年次演習Ⅱ 

日本文学 
専攻 

自専攻科目のうち次の1 科目 2 単位 

日本文学演習Ⅱ 

歴史文化 
専攻 

自専攻科目のうち次の1 科目 2 単位 

歴史文化演習Ⅱ 

国 

際 

社 

会 

学 

科 

 

国際関係 
専攻 

自専攻科目のうち次の4 科目計 8 単位 

基礎演習(国際関係)、2 年次演習(国際関係)Ⅰ、2 年次演習(国際関係)Ⅱ、 

3 年次演習(国際関係)Ⅱ 

経済学専攻 
自専攻科目のうち次のいずれか 1 科目 2 単位 

「3 年次演習(経済学)Ⅰ」又は「3 年次演習(経済学)Ⅱ」 

社会学専攻 
自専攻科目のうち次のいずれか 1 科目 2 単位 

「3 年次演習(社会学)Ⅰ」又は「3 年次演習(社会学)Ⅱ」 

コミュニティ
構想専攻 

自専攻科目のうち次のいずれか１科目２単位 

 「3年次演習（コミュニティ構想）Ⅰ」又は「3年次演習（コミュニティ構想）Ⅱ」 

心

理

・

コ

ミ

ニ

ケ

シ

ン

学

科 

心理学 
専攻 

自専攻科目のうち次の4 科目計 7単位 

心理学統計法 1、心理学実験演習ⅠA、心理学実験演習ⅠB、心理学特殊実験演習 

コミュニ 
ケーション 
専攻 

次の①②の 3科目計 6単位 

① 情報処理科目のうち次の2科目計4単位 

情報処理技法(リテラシ)Ⅰ、情報処理技法（リテラシ）Ⅱ 

② 自専攻科目のうち次のいずれか1科目2単位 

「3 年次演習(コミュニケーション)Ⅰ」又は「3 年次演習(コミュニケーション)Ⅱ｣ 

数 

理 

科 

学 

科 

数学専攻 

次の①②の 10科目計 16単位 

① 自学科科目のうち次の8科目計 12単位 

微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅰ、微分積分学演習Ⅱ、 

線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、線形代数学演習Ⅰ、線形代数学演習Ⅱ  

② 自専攻科目のうち次の 2科目計 4単位 

「１年次演習(数学)」、「3年次演習（数学）」 

情報理学 
専攻 

次の①②の 11科目計 18単位 

① 自学科科目のうち次の8科目計 12単位 

微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ、微分積分学演習Ⅰ、微分積分学演習Ⅱ、 

線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、線形代数学演習Ⅰ、線形代数学演習Ⅱ 

② 自専攻科目のうち次の 3科目計 6単位 

「１年次演習(情報理学)」、「2年次演習（情報理学）」、「3年次演習（情報理学）」 
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第６章 学科及び専攻の変更  

（学科の変更） 

第 66条 学科の変更（以下「転学科」という。）は、選考の上、学年初めに限り許可することがあ

る。 

２ 転学科は、教授会の審議を経て、学長がその意見を徴し許可する。 

３ 第 1項の規定にかかわらず、国際英語学科は２年次の受け入れは行わない。 

第 67条 願い出時に休学中の者は、転学科を願い出ることができない。 

第 68条 転学科を願い出る者は、所定の期限までに、必要書類を添えて転学科願を提出しなければ

ならない。 

２ 転学科願は、所定用紙に志望理由を記し、保証人が連署の上、アドバイザー、所属学科の専攻

主任及び学科主任の承認印を受けて学務課に提出するものとする。 

第 69条 転学科を願い出る者は、転学科の時期において次の単位数以上を修得していなければなら

ない。ただし、１年次及び２年次で転学科を願い出る者は、転学科の時期において進級する見込

の者でなければならない。 

（1） １年次で転学科を願い出る者  30単位 

（2） ２年次以上で転学科を願い出る者  62単位 

２ 修得単位が前項に定める単位に満たない場合は、転学科の許可は取消される。 

第 70条 転学科後の受入年次については、次のとおりとする。 

（1） １年次で転学科を願い出た者    ２年次 

（2） ２年次以上で転学科を願い出た者  ３年次 

第 71条 ～ 第 75条  削除 

（専攻の変更） 

第 75条の２ 所属学科内における専攻の変更（以下「転専攻」という。）は、選考の上、学年初め

に限り許可することがある。 

２ 転専攻は、教授会の審議を経て、学長がその意見を徴し許可する。 

第 75条の３ 願い出時に休学中の者は、転専攻を願い出ることができない。 

第 75条の４ 転専攻を願い出る者は、所定の期限までに、必要書類を添えて転専攻願を提出しなけ

ればならない。 

２ 転専攻願は、所定用紙に志望理由を記し、保証人が連署の上、アドバイザー、所属専攻の専攻

主任及び学科主任の承認印を受けて学務課に提出するものとする。 

第 75条の５ 転専攻を願い出る者は、転専攻の時期において次の単位数以上を修得していなければ

ならない。ただし、１年次及び２年次で転専攻を願い出る者は、転専攻の時期において進級する

見込の者でなければならない。 

（1） １年次で転専攻を願い出る者  30単位 

（2） ２年次以上で転専攻を願い出る者  62単位 

２ 修得単位が前項に定める単位に満たない場合は、転専攻の許可は取消される。 

第 75条の６ 転専攻後の受入年次については、次のとおりとする。 

（1） １年次で転専攻を願い出た者  ２年次 

（2） ２年次以上で転専攻を願い出た者  ３年次 
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第７章 卒業論文、Final Presentation、数学講究 及び 情報理学講究 

（卒業論文、Final Presentation、数学講究及び情報理学講究の履修） 

第 76条 卒業論文、Final Presentation、数学講究及び情報理学講究は、次のとおり、４年次に履

修しなければならない。 

国際英語学科 卒業論文 又は Final Presentation 

人文学科 卒業論文 

国際社会学科 卒業論文 

心理・コミュニケーション学科 卒業論文 

数理科学科 
数学専攻 数学講究 

情報理学専攻 情報理学講究 

２ 卒業論文又は Final Presentation を履修するには、第 27条に定める履修登録に加え、第 78

条に定める題目の届け出を行わなくてはならない。 

第 77条 前条の規定にかかわらず、４年次の履修登録時に、卒業しない旨の意思表示を行った者に

ついては、卒業論文、Final Presentation、数学講究又は情報理学講究の履修登録を認めない。 

（卒業論文の題目又は Final Presentation の題目） 

第 78条 卒業論文の題目又は Final Presentation の題目は、所定の期限までに、各専攻に届け出

なければならない。 

２ 卒業論文の題目又はFinal Presentationの題目は、当該専攻で審議承認の上、各学科主任を通

じて学務課に届けられるものとする。 

３ 卒業論文又は Final Presentation の履修登録を行った者が、卒業論文の題目又は Final 

Presentation の題目を届け出ない場合は、卒業論文又は Final Presentation の履修登録を取消

すものとする。 

（卒業論文又は Presentation Essay の提出） 

第 79条 卒業論文又はFinal Presentationにおける Presentation Essayは、所定の期限までに、

本人が学務課に提出しなければならない。 

２ 卒業論文又は Presentation Essay の提出は、教務委員会が予め定め周知した方法によるもの

とする。 

３ 卒業論文又は Presentation Essayを提出するには、提出方法に応じ定められた形式的要件をす

べて満たしていなければならない。 

４ 卒業論文又は Presentation Essay は、提出後に変更、訂正、追加、削除等を行うことはでき

ない。 

第 79条の２ 天災ほかやむを得ない事由により、前条第１項から第４項の規定を適用することが難

しいと教務委員会が判断した場合においては、この限りでない。前条に代わる提出方法、形式的

要件、提出後の扱いについては事前に教務委員会で審議し決定する。 

第 80条 卒業論文を提出した者は、所定の期日に口述試験を受けなければならない。 

第 81条 Presentation Essay を提出した者は、所定の期日に Final Presentation を行わなければ

ならない。 

第 82条 当該年度の卒業が単位の不足により不可能となった場合においても、当該年度に卒業論文

又は Presentation Essayを提出し、卒業論文又はFinal Presentation の単位を修得することが

できる。 
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第８章 卒  業 

第 83条 ４年以上在学し、第３条別表第１ア又はイに定める 130単位以上を修得したとき、卒業

が認められる。 

第 84条 ４年以上在学し、前期末に第３条別表第1ア又はイに定める 130単位（以下「卒業に必

要な単位」という。）を満たした場合は、前期末において卒業が認められる。 

２ 前期末卒業の対象となる者は、次の各号に該当する者とする。 

（1）卒業に必要な単位を前期科目の単位修得で満たすことができる者 

（2）前年度に卒業論文又は Final Presentationを履修し不合格となった者で、卒業に必要な単

位を卒業論文又は Final Presentation の単位修得で満たすことができる者 

（3）前年度に卒業論文又は Final Presentationを履修し不合格となった者で、卒業に必要な単

位を卒業論文又は Final Presentation の単位修得と前期科目の単位修得とで満たすことがで

きる者 

３ 前期末に卒業しようとする者は、学年始めの履修科目登録期間に、所定の手続により、前期末

に卒業する旨の申告を行わなくてはならない。 

４ 前項に定める申告を行っていない者については、前期末において卒業に必要な単位を満たした

場合も、前期末に卒業することはできない。 

第 85条 ２年次に編入学又は学士入学した者については、第 83条及び第 84条における「４年以

上」を「３年以上」と読み替える。ただし、学士入学した者の卒業所要単位は、別の定めによる。 

２ ３年次に編入学又は学士入学した者については、第 83条及び第 84条における「４年以上」を

「２年以上」と読み替える。ただし、学士入学した者の卒業所要単位は、別の定めによる。 

第９章 雑  則 

（規程の改廃） 

第 86条 この規程の改廃は、教授会の審議を経て、学長がその意見を徴し決定する。 

第 87条 この規程が改正されたときは、直ちに学生に告示しなければならない。 

附 則（2003年 1月 8日制定） 

１ この規程は、2003年 4月 1日から施行する。 

２ この規程は、2003年度以降に入学した者に適用する。 

３～４   略 

附 則   略 

附 則（2022年 2月 28日改正） 

この規程は、2022年 4月 1日から施行する。ただし、改正後の第 24条及び第25条は、2021年

度以降の入学者に適用し、2020年度以前に入学した者については、従前の規定を適用する。また、

改正後の別表第 1の 2（第 3条関係）については2022年度以降の入学者に適用し、2021年以前に

入学した者については、従前の規定を適用する。 

附 則(2023年 5月 17日改正) 

この規程は、2023年 7月 1日から施行する。 

附 則(2024年 3月 8日改正) 

この規程は、2024 年 4 月 1 日から施行する。ただし、改正後の規定は 2024 年度以降入学者に適用

し、2023年度以前に入学した者については従前の規定を適用する。 
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別表第 1ア（第３条関係）  卒 業 に必要 な最 低 単 位 数 〔2018 年度以降入学者に適用〕 

合計 130 単位 

全
学
共
通

 

 

(1)総合教養科目 
以下の①②の 10 科目計 18 単位 
 

《国際英語学科、人文学科、国際社会学科、心理・コミュニケーション学科》 
①8 科目計 16 単位 

「女性の生きる力」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の仕組みと問題」の 4 領域
から必ず各１科目 2 単位、「人間と自然科学」領域から必ず 2 科目計 4 単位を含め、8 科目計 16 単
位（「女性のウェルネス」はこの 16 単位には含まない）。「知のかけはし」領域から単位を修得し
た場合は、①の必修 16単位に含めることができる。 

 

ただし、哲学専攻、日本文学専攻、社会学専攻、心理学専攻、コミュニケーション専攻の学生につい
ては、下表に示す授業科目の単位を、①の必修 16 単位に含めることはできるが、当該領域の必修 2
単位に充当することはできない。 

学科・専攻 授業科目 領域 

人文学科 
哲学専攻 現代人の哲学 人間自身を知る 

日本文学専攻 日本の文学 人間の知的生産 

国際社会学科 社会学専攻 社会学と現代社会 人間社会の仕組みと問題 

心理・コミュニケ
ーション学科 

心理学専攻 
こころの科学 
こころと社会 
こどものこころ 

人間自身を知る 

コミュニケーション専攻 
統計のしくみ 
統計分析を学ぶ 

人間社会の仕組みと問題 

 

②「女性のウェルネス」領域の「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及び「女性のウェルネス・身体運動Ⅱ」
の 2 科目計 2 単位 
 

《数理科学科》 
①8 科目計 16 単位 

「女性の生きる力」、「人間と自然科学」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の仕組
みと問題」の 5 領域から必ず各１科目 2 単位を含め 8 科目計 16 単位（この 16 単位に含むことのでき
る「人間と自然科学」領域の科目は、2 科目計 4 単位までとする。また、「女性のウェルネス」はこの 16
単位には含まない）。 

 

ただし、下表に示す授業科目の単位を、①の必修 16 単位に含めることはできない。 

学科・専攻 授業科目 領域 

数理科学科 
数学専攻 
情報理学専攻 

代数と幾何の基礎 
代数と幾何の考え方とその応用 
微分と積分の基礎 
微分と積分の考え方とその応用 
確率統計の基礎 

人間と自然科学 

 

②「女性のウェルネス」領域の「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及び「女性のウェルネス・身体運動Ⅱ」
の 2 科目計 2 単位 

計 18 単位 

(2) キリスト教学科目 
｢キリスト教学Ⅰ(入門Ⅰ)｣､｢キリスト教学Ⅰ(入門Ⅱ)｣2 科目計 4 単位 及び 
｢キリスト教学Ⅱ｣（12 科目）の中からいずれか 1 科目 2 単位 

計 6 単位 

科
目 

(3) 外 国 語 科 目   

国際英語学科 

第一外国語･･･ 英語 1 年次必修 4 科目計 4 単位 、2 年次必修 2 科目計 2 単位 
及び選択必修 1 科目 1 単位 

第二外国語･･･ ｢ドイツ語初級｣､｢フランス語初級｣､｢スペイン語初級｣､ 
｢中国語初級｣､｢韓国語初級｣の中からいずれか 1 科目 4 単位 

計 11 単位 

 

人文学科 
国際社会学科 
心理・コミュニ 
ケーション学科 
数理科学科 

第一外国語･･･ 英語 1 年次必修 4 科目計 4 単位 、2 年次必修 4 科目計 4 単位 
及び選択必修 1 科目 1 単位 

第二外国語･･･ ｢ドイツ語初級｣､｢フランス語初級｣､｢スペイン語初級｣､ 
｢中国語初級｣､｢韓国語初級｣の中からいずれか 1 科目 4 単位 

計 13 単位 

(4) 情報処理科目     ｢情報処理技法（リテラシ）Ⅰ｣、「情報処理技法（リテラシ）Ⅱ」 
2 科目計 4 単位 

計 4 単位 
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(5) 学科科目(自学科)  必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて 

国際英語学科 64 単位  

人 文 学 科  64 単位 

自学科科目 64 単位には、以下の①②の科目の計 56 単位を含めなければならない。 
①｢人文学入門｣2 単位、「人文学総合講義」2 単位、｢人文学基礎演習｣2 単位、｢卒業論文｣
8 単位の 4 科目計 14 単位  

②自専攻科目（別表第 1 の 2の区分による） 計 42 単位 

国際社会学科 64 単位 

自学科科目 64 単位には、以下の①②の科目の計 54 単位を含めなければならない。 
①｢国際社会論｣2 単位、｢国際社会基礎演習｣2 単位、｢卒業論文｣8 単位の 3 科目 

計 12 単位  
②自専攻科目（別表第 1 の 2の区分による） 計 42 単位 

心理・コミュニ 
ケーション学科 

64 単位 

自学科科目 64 単位には、以下の①②の科目の計 56 単位を含めなければならない。 
①｢心理・コミュニケーション概論｣2 単位、「心理学概論」2 単位、｢コミュニケーション
概論Ⅰ｣2 単位、｢卒業論文｣8 単位の 4 科目計 14 単位  

②自専攻科目（別表第 1 の 2の区分による） 計 42 単位 
ただし心理・コミュニケーション学科の「心理演習」、「心理実習」の単位は含まない。 

数 理 科 学 科 72 単位 

自学科科目 72 単位には、以下の①②の科目の計 40 単位を含めなければならない。 
①｢微分積分学Ⅰ｣2 単位、｢微分積分学Ⅱ｣2 単位、｢微分積分学演習Ⅰ｣1 単位、 

｢微分積分学演習Ⅱ｣1 単位、｢線形代数学Ⅰ｣2 単位、｢線形代数学Ⅱ｣2 単位、｢線形代数
学演習Ⅰ｣1 単位、｢線形代数学演習Ⅱ｣1 単位の 8 科目計 12 単位 

②自専攻科目（別表第 1 の 2の区分による） 計 28 単位 

(6) 自由選択科目 

国際英語学科 27 単位 自由選択科目の単位として数えられるものは、下記の科目の単位である。 
ただし、上記(1)～(5)として修得する単位数は含めない。 
また、⑦において心理・コミュニケーション学科の「心理演習」、「心理実習」の単位は
含まない。 
① 総合教養科目 ② 挑戦する知性科目 ③ キリスト教学科目 
④ 外国語科目 ⑤ 日本語科目 ⑥ 情報処理科目 
⑦ 自学科の学科科目 ⑧ 他学科の学科科目  
⑨ 教職課程科目のうち次の科目 

｢教職論｣､｢教育原論｣､｢教育心理学｣､｢教育社会学｣､｢教育課程・教育方法論｣､
｢特別支援教育と社会福祉｣､｢特別支援教育｣ 

⑩ 学芸員課程科目のうち次の科目 
｢博物館概論｣､｢博物館資料論｣､｢博物館経営論｣､｢博物館資料保存論｣､｢博物館展
示論｣､｢博物館教育論｣､｢生涯学習論｣､｢博物館情報・メディア論｣ 

人 文 学 科  25 単位 

国際社会学科 25 単位 

心理・コミュニ 
ケーション学科 

25 単位 

数 理 科 学 科 17 単位 

注１ 上記の単位数を満たしても、所属学科の定める必修条件を満たさなければ、卒業できない。 
２ 外国人正規課程留学生の卒業に必要な最低単位数については、別表第１イに定める。 
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外国人正規課程留学生 

別表第１イ（第３条関係）  卒 業 に必要 な最 低 単位 数 〔2018 年度以降入学者に適用〕 

合計 130 単位 

全
学
共
通

 

 

(1)総合教養科目 
以下の①②の 10 科目計 18 単位 
 

《国際英語学科、人文学科、国際社会学科、心理・コミュニケーション学科》 
①8 科目計 16 単位 

「女性の生きる力」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の仕組みと問題」の 4 領域
から必ず各１科目 2 単位、「人間と自然科学」領域から必ず 2 科目計 4 単位を含め、8 科目計 16 単
位（「女性のウェルネス」はこの 16 単位には含まない）。「知のかけはし」領域から単位を修得した
場合は、①の必修 16単位に含めることができる。 

 

ただし、哲学専攻、日本文学専攻、社会学専攻、心理学専攻、コミュニケーション専攻の学生につい
ては、下表に示す授業科目の単位を、①の必修 16 単位に含めることはできるが、当該領域の必修 2
単位に充当することはできない。 

学科・専攻 授業科目 領域 

人文学科 
哲学専攻 現代人の哲学 人間自身を知る 

日本文学専攻 日本の文学 人間の知的生産 

国際社会学科 社会学専攻 社会学と現代社会 人間社会の仕組みと問題 

心理・コミュニケ
ーション学科 

心理学専攻 
こころの科学 
こころと社会 
こどものこころ 

人間自身を知る 

コミュニケーション専攻 
統計のしくみ 
統計分析を学ぶ 

人間社会の仕組みと問題 

 

②「女性のウェルネス」領域の「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及び「女性のウェルネス・身体運動Ⅱ」
の 2 科目計 2 単位 
 

《数理科学科》 
①8 科目計 16 単位 

「女性の生きる力」、「人間と自然科学」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の仕組
みと問題」の 5 領域から必ず各１科目 2 単位を含め 8 科目計 16 単位（この 16 単位に含むことのでき
る「人間と自然科学」領域の科目は、2 科目計 4 単位までとする。また、「女性のウェルネス」はこの 16
単位には含まない）。 

 

ただし、下表に示す授業科目の単位を、①の必修 16 単位に含めることはできない。 

学科・専攻 授業科目 領域 

数理科学科 
数学専攻 
情報理学専攻 

代数と幾何の基礎 
代数と幾何の考え方とその応用 
微分と積分の基礎 
微分と積分の考え方とその応用 
確率統計の基礎 

人間と自然科学 

 

②「女性のウェルネス」領域の「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及び「女性のウェルネス・身体運動Ⅱ」
の 2 科目計 2 単位 

計 18 単位 

(2) キリスト教学科目 
｢キリスト教学Ⅰ(入門Ⅰ)｣､｢キリスト教学Ⅰ(入門Ⅱ)｣2 科目計 4 単位 及び 
｢キリスト教学Ⅱ｣（12 科目）の中からいずれか 1 科目 2 単位 

計 6 単位 

 

科
目 

(3) 外 国 語 科 目  計 13 単位 

第一外国語･･･ 日本語 1 年次必修 2 科目計 8 単位  
第二外国語･･･ 次の科目から指定する 5 単位 

第一外国語（英語）1 年次必修 4 科目計 4 単位及び選択必修科目から 1 科目    
1 単位 

 

(4) 情報処理科目     ｢情報処理技法（リテラシ）Ⅰ｣、「情報処理技法（リテラシ）Ⅱ」 
2 科目計 4 単位 

計 4 単位 

(5) 学科科目(自学科)  必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて 

国際英語学科 64 単位  

人 文 学 科  64 単位 

自学科科目 64 単位には、以下の①②の科目の計 56 単位を含めなければならない。 
①人文学入門｣2 単位、「人文学総合講義」2 単位、｢人文学基礎演習｣2 単位、｢卒業論文｣ 
8 単位の 4 科目計 14 単位  

②自専攻科目（別表第 1 の 2の区分による） 計 42 単位 

国際社会学科 64 単位 

自学科科目 64 単位には、以下の①②の科目の計 54 単位を含めなければならない。 
①｢国際社会論｣2 単位、｢国際社会基礎演習｣2 単位、｢卒業論文｣8 単位の 3 科目 

計 12 単位  
②自専攻科目（別表第 1 の 2の区分による） 計 42 単位 
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心理・コミュニ 
ケーション学科 

64 単位 

自学科科目 64 単位には、以下の①②の科目の計 56 単位を含めなければならない。 
①｢心理・コミュニケーション概論｣2 単位、「心理学概論」2 単位、｢コミュニケーション
概論Ⅰ｣2 単位、｢卒業論文｣8 単位の 4 科目計 14 単位  

②自専攻科目（別表第 1 の 2の区分による） 計 42 単位 
ただし心理・コミュニケーション学科の「心理演習」、「心理実習」の単位は含まない。 

数 理 科 学 科 72 単位 

自学科科目 72 単位には、以下の①②の科目の計 40 単位を含めなければならない。 
①｢微分積分学Ⅰ｣2 単位、｢微分積分学Ⅱ｣2 単位、｢微分積分学演習Ⅰ｣1 単位、 

｢微分積分学演習Ⅱ｣1 単位、｢線形代数学Ⅰ｣2 単位、｢線形代数学Ⅱ｣2 単位、｢線形代数
学演習Ⅰ｣1 単位、｢線形代数学演習Ⅱ｣1 単位の 8 科目計 12 単位 

②自専攻科目（別表第 1 の 2の区分による） 計 28 単位 

(6) 自由選択科目 

国際英語学科 25 単位 自由選択科目の単位として数えられるものは、下記の科目の単位である。 
ただし、上記(1)～(5)として修得する単位数は含めない。 
また、⑦において心理・コミュニケーション学科の「心理演習」、「心理実習」の単位は
含まない。 
① 総合教養科目 ② 挑戦する知性科目 ③ キリスト教学科目 
④ 外国語科目 ⑤ 日本語科目 ⑥ 情報処理科目 
⑦ 自学科の学科科目 ⑧ 他学科の学科科目  
⑨ 教職課程科目のうち次の科目 

｢教職論｣､｢教育原論｣､｢教育心理学｣､｢教育社会学｣､｢教育課程・教育方法論｣､ 
｢特別支援教育と社会福祉｣､｢特別支援教育｣ 

⑩ 学芸員課程科目のうち次の科目 
｢博物館概論｣､｢博物館資料論｣､｢博物館経営論｣､｢博物館資料保存論｣､｢博物館展
示論｣､｢博物館教育論｣､｢生涯学習論｣､｢博物館情報・メディア論｣ 

人 文 学 科  25 単位 

国際社会学科 25 単位 

心理・コミュニ 
ケーション学科 

25 単位 

数 理 科 学 科 17 単位 

注１ 上記の単位数を満たしても、所属学科の定める必修条件を満たさなければ、卒業できない。 
２ 総合教養科目の卒業に必要な単位数の一部をそれぞれ下欄の挑戦する知性科目の単位をもって代えることができ

る。 

領  域 挑戦する知性科目 

人間自身を知る  2 単位 ｢日本事情Ｃ｣ 2 単位 

人間の知的生産  2 単位 ｢日本事情Ｂ｣ 2 単位 

人間の知的生産  2 単位 ｢日本事情Ｄ｣ 2 単位 

人間社会の仕組みと問題  2 単位 ｢日本事情Ａ｣ 2 単位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表第１の２（第３条関係）  学科及び専攻の履修要件〔2018 年度以降入学者に適用〕 
 
⇒「教育課程（７）学科科目」参照 
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別表第２（第 60 条第 1項第 5号関係） 

技能審査等における成果に係る学修の単位認定 〔2018 年度から 2023 年度入学者に適用〕 

（1） 第一外国語(英語)の単位認定 

注 TOEFL iBT テストは Test Data スコアのみを認定の対象とします。 My BestTM は認定の対象としません。 
 

(２) 第二外国語の単位認定 

外国語 技能審査等の種類 基準 
認定科目及び認定単位数 

入学前に資格を取得した場合 入学後に資格を取得した場合 

ドイツ語 
ド イ ツ 語 技 能 
検定試験 

３級 該当言語の初級 4 単位 
 
 
 

ドイツ語初級 
フランス語初級 
スペイン語初級 
中国語初級 
韓国語初級 

該当言語の初級 4 単位。 
ただし、単位を未修得の場合 
に限り認定する。 
 

ドイツ語初級 
フランス語初級 
スペイン語初級 
中国語初級 
韓国語初級 

フランス語 
実用フランス語 
技能検定試験 

３級 

スペイン語 
スペイン語技能 
検定試験 

４級 

中 国 語 中国語検定試験 ３級 

韓 国 語 

韓国語能力試験 ２級 
 
入学時の前期履修登録期間開
始日前に申請すること 

資格取得直後の前期履修登録 
期間開始日前又は9月30日ま
でに申請すること 
（土曜日、日曜日又は国民の
祝日にあたる場合は、その前
日とする。） 

｢ハングル｣能力 
検定試験 

４級 

注 編入学者及び学士入学者のうち次の者については、上記単位認定の対象とはしない。 

①２年次に編入学又は学士入学した者 

②３年次に編入学した者で、第 61 条により第二外国語必修４単位を認定された者 

③３年次に学士入学した者 

技能審査等の種類 基 準 
認定科目及び認定単位数 

入学前に資格を取得した場合 入学後に資格を取得した場合 

実用英語技能検定 1 級 
第一外国語必修科目8科目8単位 第一外国語必修科目8科目8単位 

のうち、未修得の単位 

TOEFL (iBT) 95 以上 

Communication Skills A 
Communication Skills B 
Reading ⅠA 
Reading ⅠB 
Discussion Skills A 
Discussion Skills B 
Reading ⅡA 
Reading ⅡB 

 
入学時の前期履修登録期間開始
日前に申請すること 

Communication Skills A 
Communication Skills B 
Reading ⅠA 
Reading ⅠB 
Discussion Skills A 
Discussion Skills B 
Reading ⅡA 
Reading ⅡB 

 
資格取得直後の前期履修登録 
期間開始日前又は 9 月 30 日
までに申請すること 
（土曜日、日曜日又は国民の
祝日にあたる場合は、その前
日とする。） 

TOEIC  

1305 以上 

(L&R 945 以上及び

S&W360 以上) 

IELTS(アカデミッ

ク・モジュール) 
7.0 以上 

実用英語技能検定 準 1 級 
第一外国語必修科目のうち、1年次 
必修の4科目4単位 

次の第一外国語必修科目4科目 
4単位のうち、未修得の単位 

TOEFL 

 (iBT) 72以上 Communication Skills A 
Communication Skills B 
Reading ⅠA 
Reading ⅠB  

Communication Skills A 
Communication Skills B 
Reading ⅠA 
Reading ⅠB  

 95 未満 

TOEIC  

1095以上1305未満

(L&R785 以上及び

S&W310 以上) 

 
入学時の前期履修登録期間開始
日前に申請すること 

資格取得直後の前期履修登録 
期間開始日前又は 9 月 30 日
までに申請すること 
（土曜日、日曜日又は国民の
祝日にあたる場合は、その前
日とする。） IELTS(アカデミッ

ク・モジュール) 
5.5 以上 7.0 未満 
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東京女子大学試験における不正行為及びその懲戒に関する規程 

（2003 年 1 月 8 日制定） 

第１章 総 則 

（趣 旨） 

第１条 この規程は、東京女子大学学則（以下「学則」という。）第 49 条に基づき、東京女子大学学

生懲戒規程第４条第 1項第４号に掲げる試験において不正行為を行った者の懲戒に関する事項を定

める。 

第２章 不正行為の対象 

（不正行為の対象となる試験） 

第２条 学則第 14 条に定めるすべての試験を対象とする。 

（不正行為に該当する行為） 

第３条 次の各号に該当する行為は、不正行為とする。 

(1)  他人に代わり受験すること又は他人を代わりに受験させること。 

(2)  他人の答案を見ること又は他人に答案を見せること。 

(3)  持ち込みを許可されていない所持品を持ち込むこと。 

(4)  参照を許可されていない教科書、参考書、ノート、その他を参照すること。 

(5)  所持品、机、身体、その他に問題に関する内容を書き込み、それを参照できる状態で受験する

こと。 

(6)  口頭、動作、その他の手段による解答の伝達又は受信 

(7)  持ち込みの許可、不許可にかかわらず、試験場において教科書、参考書、ノート、その他を貸

借すること。 

(8)  試験監督者の指示に反する行為を行うこと。 

(9)  その他試験監督が不正行為と現認した行為 

(10) 卒業論文、Presentation Essay、リポート等における剽窃 

(11) その他上記に類する行為 

第３章 不正行為に対する懲戒処分等 

（懲戒処分内容の決定） 

第４条 懲戒処分内容については、教務委員会及び学生委員会の合同委員会の議並びに教授会の議を

経て学長が決定する。 

（懲戒処分内容） 

第５条 不正行為を行った者の懲戒は、訓戒、停学及び退学の３種とする。 

２ 不正行為を再度行った場合は、退学とする。 

第６条 不正行為が行われた授業科目の成績評価を「Ｘ（評価不能）」とする。 

２ 不正行為を行った者は、二度と不正行為を繰り返さない旨の誓約書を学長に提出しなければなら

ない。 

３ 不正行為を行った者の保証人に処分を通知するものとする。 

４ 懲戒により「停学」及び「退学」となった場合は、原簿（卒業者成績簿）に記録する。 
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（懲戒の公示） 

第７条 懲戒は、学長名で公示するものとする。 

第４章 雑 則 

（規程の改廃） 

第８条  この規程の改廃は、教授会の審議を経て、学長がその意見を徴し決定する。 

第９条 この規程が改正されたときは、直ちに学生に告示しなければならない。 

附 則（2003 年 1 月 8 日制定） 

１ この規程は、2003 年 4 月 1 日から施行する。 

２ この規程は、全学生に適用する。 

附 則（2009 年 3 月 3 日改正） 

この規程は、2009 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（2015 年 3 月 11 日改正） 

この規程は、2015 年 4 月 1 日から施行する。 
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教  育  課  程 
〔2018 年度から 2023 年度入学者に適用〕 

 

表 示 の 説 明 

授業科目 

コード 

授業科目ごとに付された 6桁のコード（「2」＋5 桁の英数字 ） 

授業時間割には、授業ごとに付された｢時間割番号｣が記載されている。 

授 業 科 目 正式な授業科目名が教育課程に示されている。 
（授業時間割その他では省略した名称を用いる場合がある。） 
 

 

 

 

 

 

 

授 業 期 間 

(15 週単位) 
｢１｣････前期または後期の１学期間の授業を示す。 

｢２｣････通年の授業を示す。 

毎週授業時間 ｢２｣(2 時間)は、毎週１コマ(90 分)の授業を示す。（｢４｣は毎週２コマ） 

単 位 数 その授業科目を履修し試験に合格した場合、与えられる単位数 

（｢東京女子大学学則｣第 11 条参照） 

必修･ 

選択必修・

選択の別 

｢必修｣･･････卒業までに必ず単位を修得しなければならない必修科目 

｢選択必修｣･･決められた範囲の授業科目の中から選択して必ず単位修得しなけれ

ばならない科目（P.124 7.履修年次の項も確認してください） 

｢選択｣･･････各自の学習計画により選択履修する科目。卒業に必要な 130 単位の中

に含まれる。 

学科科目については、その学科に所属する学生にとっての必修科目、選択必修科目、 

選択科目の別を示す。 

教職課程、学芸員課程については、資格を取得するための必修科目、選択必修科目 

の別を示す。 

学科共通 / 

専攻の区分 

その科目を設置している学科・専攻を示す。 

 

専 攻 指 定 指定された専攻の学生のみが履修できることを示す。他専攻の学生は履修できない。 

履 修 年 次 

 

必修科目、選択必修科目･･･履修しなければならない年次を示す。 

選択科目･･･履修することが望ましい年次を示す。 

いずれも指定年次以上の学生は履修することができる。 

（P.136 3.履修年次の項も確認してください） 

備  考 クラス数、通年科目、開講計画(隔年開講等)等（開講計画は変更される場合がある｡） 

◆公認心理師課程・日本語教員養成課程・キャリア･イングリッシュ課程・副専攻の教育課程は、 

 190ページ以降のそれぞれの項目を参照 

授業科目名の記号･番号の見方 

〇〇〇〇Ａ、〇〇〇〇Ｂ : 内容の区別を示す。（履修の順序は定めない。） 

〇〇〇〇Ⅰ、〇〇〇〇Ⅱ : ゆるやかな段階履修を示す。 

（Ⅰが前期、Ⅱが後期に開講されている場合には、 

続けて履修することが望ましい。） 

〇〇〇〇１、〇〇〇〇２ : 段階履修を示す。 

（２を履修するには、１の単位修得が前提条件） 
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国際社会学科

　「日本事情Ａ」2単位　→　「人間社会の仕組みと問題」領域の2単位
　「日本事情Ｂ」2単位　→　「人間の知的生産」領域の2単位
　「日本事情Ｃ」2単位　→　「人間自身を知る」領域の2単位
　「日本事情Ｄ」2単位　→　「人間の知的生産」領域の2単位

(１)総合教養科目　〔2018年度から2023年度入学者に適用〕

注１ 総合教養科目は、以下の①②の10科目計18単位を必修とする。

≪国際英語学科、人文学科、国際社会学科、心理・コミュニケーション学科≫
①8科目計16単位
「女性の生きる力」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の仕組みと問題」の4領域から必
ず各1科目2単位、「人間と自然科学」領域から必ず2科目計4単位を含め8科目計16単位（「女性のウェル
ネス」はこの16単位には含まない）。
「知のかけはし」領域から単位を修得した場合は、①の必修16単位に含めることができる。

ただし、哲学専攻、日本文学専攻、社会学専攻、心理学専攻、コミュニケーション専攻の学生について
は、下表に示す授業科目の単位を、①の必修16単位に含めることはできるが、当該領域の必修2単位に
充当することはできない。

学科・専攻 授業科目 領域

人文学科 哲学専攻 現代人の哲学 人間自身を知る

日本文学専攻 日本の文学 人間の知的生産

統計のしくみ
人間社会の仕組みと問題

統計分析を学ぶ

②「女性のウェルネス」領域の「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及び「女性のウェルネス・身体運動Ⅱ」の2
科目計2単位

≪数理科学科≫
①8科目計16単位
「女性の生きる力」、「人間と自然科学」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の仕組みと
問題」の5領域から必ず各1科目2単位を含め8科目計16単位（この16単位に含むことのできる「人間と自然
科学」領域の科目は、2科目計4単位までとする。また、「女性のウェルネス」はこの16単位には含まない。）
「知のかけはし」領域から単位を修得した場合は、①の必修16単位に含めることができる。
ただし、下表に示す授業科目の単位を、①の必修16単位に含めることはできない。

社会学専攻 社会学と現代社会 人間社会の仕組みと問題

心理・コミュニ
ケーション学科

心理学専攻 こころの科学

人間自身を知るこころと社会

こどものこころ

コミュニケーション専攻

学科・専攻 授業科目 領域

数理科学科 数学専攻
情報理学専攻

代数と幾何の基礎

人間と自然科学

代数と幾何の考え方とその応用

微分と積分の基礎

微分と積分の考え方とその応用

確率統計の基礎

②「女性のウェルネス」領域の「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及び「女性のウェルネス・身体運動Ⅱ」の2
科目計2単位

　２ 外国人正規課程留学生は、挑戦する知性科目のうち次の科目の単位を、下記のとおり総合教養科目の
各領域の単位に代えることができる。
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女性の生きる力
2SK101 1 2 2 選択必修 1･2･3･4 2ｸﾗｽ

2SK102 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK103 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK104 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK105 1 2 2 選択必修 2単位必修 1･2･3･4

2SK106 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK107 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK108 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK109 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK110 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK111 1 2 2 選択必修 2･3･4

人間と自然科学
2SK201 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK202 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK203 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK204 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK205 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK206 1 2 2 選択必修 国際英語学科、人文学科、 1･2･3･4

2SK207 1 2 2 選択必修 国際社会学科、 1･2･3･4

2SK208 1 2 2 選択必修 心理・コミュニケーション学科 1･2･3･4

2SK209 1 2 2 選択必修 の学生は4単位必修、 1･2･3･4

2SK210 1 2 2 選択必修 数理科学科の学生は 1･2･3･4

2SK211 1 2 2 選択必修 2単位を必修としこの領域の 1･2･3･4

2SK212 1 2 2 選択必修 必修単位として数えること 1･2･3･4

2SK213 1 2 2 選択必修 のできる単位数は4単位 1･2･3･4

2SK214 1 2 2 選択必修 までとする。 1･2･3･4

2SK215 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK216 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK217 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK218 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK219 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK220 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK221 1 2 2 選択必修 2･3･4

人間自身を知る
2SK301 1 2 2 選択必修 1･2･3･4 3ｸﾗｽ

2SK302 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK303 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK304 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK305 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK306 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK307 1 2 2 選択必修 2単位必修 1･2･3･4

2SK308 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK309 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK310 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK311 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK312 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK313 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK314 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK315 1 2 2 選択必修 2･3･4

授業科
目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間

(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別

政治とジェンダー

国際協力とジェンダー

国際社会と女性の人権

現代の家族とジェンダー

女性のウェルビーイング

女性と福祉

履修年次 備　　考

女性学・ジェンダーを学ぶ

女性とジェンダーの歴史

キャリアデザインを描く

エネルギーと人類

宇宙の科学

地球の科学

地球環境の科学

自然環境と人間社会

生物と環境

女性と表現

総合教養演習（女性の生きる力）

自然科学のあゆみ

現代の科学と技術

くらしの中の物質

代数と幾何の基礎

代数と幾何の考え方とその応用

微分と積分の基礎

微分と積分の考え方とその応用

確率統計の基礎

生命と医療の科学

人類の誕生と進化

脳の科学

遺伝の科学

数学の世界

情報の数学

こころの進化

思考と論理

科学技術と倫理

現代人の哲学

西洋の哲学のあゆみ

東洋の哲学のあゆみ

総合教養演習（人間と自然科学）

こころの科学

こころと社会

こどものこころ

こころの健康

比較思想

宗教学

日本宗教史

宗教と現代社会

総合教養演習（人間自身を知る）
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授業科
目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間

(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 履修年次 備　　考

人間の知的生産
2SK401 1 2 2 選択必修 1･2･3･4 2ｸﾗｽ

2SK402 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK403 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK404 比較文学 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK405 1 2 2 選択必修 1･2･3･4 ﾁｪｰﾝﾚｸﾁｬｰ

2SK406 1 2 2 選択必修 1･2･3･4 2ｸﾗｽ

2SK407 1 2 2 選択必修 1･2･3･4 2ｸﾗｽ

2SK408 1 2 2 選択必修 1･2･3･4 2ｸﾗｽ

2SK409 1 2 2 選択必修 2単位必修 1･2･3･4

2SK410 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK411 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK412 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK413 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK414 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK415 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK416 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK417 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK418 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK419 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK420 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK421 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK422 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK423 1 2 2 選択必修 2･3･4

人間社会の仕組みと問題
2SK501 1 2 2 選択必修 1･2･3･4 3ｸﾗｽ

2SK502 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK503 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK504 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK505 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK506 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK507 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK508 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK509 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK510 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK511 1 2 2 選択必修 2単位必修 1･2･3･4

2SK512 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK513 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK514 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK515 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK516 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK517 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK518 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK519 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK520 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK521 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK522 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK523 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK524 1 2 2 選択必修 2･3･4

知のかけはし
2SK701 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK702 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK703 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK704 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

2SK705 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK706 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

ことばの世界

日本の文学

児童文学

比較文化

宗教音楽

音楽芸術

日本の伝統芸能

世界の地域と民族

ヨーロッパの歴史と文化

アメリカの歴史と文化

ラテンアメリカの歴史と文化

音楽史

美術論  ①と②を交互に開講
　①「美術論」「映像
     論」
　②「舞台芸術論」

映像論

舞台芸術論

日本文化史

総合教養演習（人間の知的生産）

日本国憲法

公共政策と法

市民社会と法

国際社会と人権

アジアの歴史と文化

民俗学

歴史の見方

現代史の諸相

アーカイブの世界

現代社会と教育

近現代日本の政治史

国際社会と日本

平和学

ヨーロッパの比較政治
交互に開講

アジアの比較政治

自治と行政

社会学と現代社会

地域社会論

社会保障と社会福祉

情報と社会

統計のしくみ

統計分析を学ぶ

エネルギー産業と国民生活

日本の産業と企業

日本経済のしくみ

グローバル経済のしくみ
交互に開講

アジアの経済事情

国際金融と貿易

総合教養演習（人間社会の仕組みと問題）

人文社会横断型A

人文社会横断型B

人文社会横断型C

人文社会横断型D

人文社会横断型E

人文社会横断型F
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授業科
目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間

(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 履修年次 備　　考

2SK707 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK708 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK709 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK710 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK711 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK712 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK713 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK714 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK715 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK716 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK717 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK718 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK719 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK720 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK721 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK722 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK723 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK724 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK725 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK726 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK731 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK732 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK733 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK734 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK735 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK736 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK737 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK738 1 2 2 選択必修 1･2･3･4
2SK739 1 2 2 選択必修 1･2･3･4

女性のウェルネス
2SK601 1 2 1 必修 1 27ｸﾗｽ

2SK602 1 2 1 必修 1 27ｸﾗｽ

講義

2SK611 1 2 2 選択 1･2･3･4

2SK612 1 2 2 選択 1･2･3･4

2SK613 1 2 2 選択 1･2･3･4

2SK614 1 2 2 選択 1･2･3･4

2SK615 1 2 2 選択 1･2･3･4

2SK616 1 2 2 選択 1･2･3･4

2SK617 1 2 2 選択 2･3･4

実習

2SK621 1 2 1 選択 2･3･4

2SK622 1 2 1 選択 2･3･4

2SK623 1 2 1 選択 2･3･4

2SK624 1 2 1 選択 2･3･4

2SK625 1 2 1 選択 2･3･4 2ｸﾗｽ

2SK626 1 2 1 選択 2･3･4 2ｸﾗｽ

2SK627 1 2 1 選択 2･3･4

2SK628 1 2 1 選択 2･3･4

2SK629 1 2 1 選択 2･3･4

2SK630 1 2 1 選択 2･3･4

人文社会横断型V
人文社会横断型W
人文社会横断型X

人文社会横断型Y

人文社会横断型Z
自然科学包含型A
自然科学包含型B
自然科学包含型C
自然科学包含型D
自然科学包含型E
自然科学包含型F
自然科学包含型G
自然科学包含型H
自然科学包含型I

人文社会横断型M
人文社会横断型N
人文社会横断型O
人文社会横断型P
人文社会横断型Q
人文社会横断型R
人文社会横断型S
人文社会横断型T
人文社会横断型U

栄養と健康

現代社会と身体

女性の健康科学

性と生命（セクソロジー）

女性の心身コンディショニング

スポーツＡ

女性のウェルネス・身体運動Ⅰ

女性のウェルネス・身体運動Ⅱ

からだの科学

発育と発達

人文社会横断型G
人文社会横断型H
人文社会横断型I
人文社会横断型J
人文社会横断型K
人文社会横断型L

身体表現Ｃ 「身体表現A」と交互に開講

フィジカルエクササイズA

フィジカルエクササイズＢ

フィジカルエクササイズＣ

身体表現Ａ 「身体表現C」と交互に開講

身体表現Ｂ

スポーツB

スポーツC

スポーツD
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2CC001 挑戦するリベラルアーツ 1 2 2 選択 1･2･3･4

2CC101 女性の起業 1 2 2 選択 1･2･3･4

2CC106 1 2 2 選択 1･2･3･4

2CC102 PBLキャリア構築講座 1 2 2 選択 2･3･4

2CC103 ニューヨーク国連研修 1 2 2 選択 2･3･4

2CC104 ケンブリッジ教養講座 2 2 2 選択 2･3･4

2CC105 英語特別プログラム 2 2 2 選択 2・3・4 通年科目 2ｸﾗｽ　

2CC121 日本事情Ａ* 1 2 2 選択 1

2CC122 日本事情Ｂ* 1 2 2 選択 1

2CC123 日本事情Ｃ* 1 2 2 選択 2

2CC124 日本事情Ｄ* 1 2 2 選択 2

2CC201 1 2 2 選択 2 2ｸﾗｽ

2CC202 1 2 2 選択 2 2ｸﾗｽ

2CC203 1 2 2 選択 3 2ｸﾗｽ

2CC204 1 2 2 選択 3 2ｸﾗｽ

2CC205 1 2 2 選択 4 3ｸﾗｽ

2CC206 1 2 2 選択 4 3ｸﾗｽ

2CC301 1 2 2 選択 2・3・4

2CC302 1 2 2 選択 2・3・4

2CC303 1 2 2 選択 3・4

＜早稲田大学連携科目＞

2CC401 0.5 2 1 選択 1･2･3･4

2CC402 0.5 2 1 選択 1･2･3･4

2CC403 0.5 2 1 選択 2･3･4

2CC404 0.5 2 1 選択 2･3･4

2CC405 0.5 2 1 選択 2･3･4

2CC406 0.5 2 1 選択 3･4

2CC407 0.5 2 1 選択 3･4

2CC408 0.5 2 1 選択 3･4

Total Presentation演習２**

＜以下の4科目は外国人留学生のみ履修できる＞

総合教養科目の「人間社会の
仕組みと問題」2単位に代替
外国人正規課程留学生は必修

（２）　挑戦する知性科目　〔2021年度以降入学者に適用〕

注 1　*印の科目は外国人留学生のみ履修できる。

履修年次 備　　考授業科目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別

＜以下の演習6科目はｷｬﾘｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ課程登録者のみ履修できる＞

討論演習Ⅱ**

Total Presentation演習１**

Critical Thinking演習**

総合教養科目の「人間の知的生
産」2単位に代替
外国人正規課程留学生は必修

総合教養科目の「人間自身を知
る」2単位に代替
外国人正規課程留学生は必修

総合教養科目の「人間の知的生
産」2単位に代替
外国人正規課程留学生は必修

2　*印の科目は外国人正規課程留学生は必修。
　　「日本事情Ａ」、「日本事情Ｂ」、「日本事情Ｃ」、「日本事情Ｄ」各2単位は、総合教養科目の下記領域の各2単位に
　　代えることができる。
　　　　「日本事情Ａ」→「人間社会の仕組みと問題」領域の2単位
　　　　「日本事情Ｂ」→「人間の知的生産」領域の2単位

5 　早稲田大学連携科目を履修するには、「情報処理技法（リテラシ）I」を履修していなければならない。
4　***印の科目を履修するには、所定のデータサイエンス副専攻課程登録を行っていなければならない。

　　　　「日本事情Ｃ」→「人間自身を知る」領域の2単位
　　　　「日本事情Ｄ」→「人間の知的生産」領域の2単位
3　**印の科目を履修するには、所定のキャリア・イングリッシュ課程登録を行っていなければならない。

データ科学入門α

データ科学入門β

データ科学入門γ

データ科学入門δ

データ科学実践

オンデマンド授業

女性のための金融リテラシー入門

オンデマンド授業

オンデマンド授業

オンデマンド授業

オンデマンド授業

オンデマンド授業

＜以下の講義3科目はデータサイエンス副専攻課程登録者のみ履修できる＞

文理融合データサイエンスⅠ***

文理融合データサイエンスⅡＡ***

文理融合データサイエンスⅡＢ***

本学の実施する海外研修の成果
により単位認定　　通年科目

発話・パフォーマンス演習**

討論演習Ⅰ**

回帰と分類のデータ科学 オンデマンド授業

時系列構造のデータ科学 オンデマンド授業

潜在構造のデータ科学 オンデマンド授業
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2CC001 挑戦するリベラルアーツ 1 2 2 選択 1･2･3･4

2CC101 女性の起業 1 2 2 選択 1･2･3･4

2CC106 1 2 2 選択 1･2･3･4

2CC102 PBLキャリア構築講座 1 2 2 選択 2･3･4

2CC103 ニューヨーク国連研修 1 2 2 選択 2･3･4

2CC104 ケンブリッジ教養講座 2 2 2 選択 2･3･4

2CC105 英語特別プログラム 2 2 2 選択 2・3・4 通年科目 2ｸﾗｽ　

2CC121 日本事情Ａ* 1 2 2 選択 1

2CC122 日本事情Ｂ* 1 2 2 選択 1

2CC123 日本事情Ｃ* 1 2 2 選択 2

2CC124 日本事情Ｄ* 1 2 2 選択 2

2CC201 1 2 2 選択 2 2ｸﾗｽ

2CC202 1 2 2 選択 2 2ｸﾗｽ

2CC203 1 2 2 選択 3 2ｸﾗｽ

2CC204 1 2 2 選択 3 2ｸﾗｽ

2CC205 1 2 2 選択 4 3ｸﾗｽ

2CC206 1 2 2 選択 4 3ｸﾗｽ

＜早稲田大学連携科目＞

2CC401 0.5 2 1 選択 1･2･3･4

2CC402 0.5 2 1 選択 1･2･3･4

2CC403 0.5 2 1 選択 2･3･4

2CC404 0.5 2 1 選択 2･3･4

2CC405 0.5 2 1 選択 2･3･4

2CC406 0.5 2 1 選択 3･4

2CC407 0.5 2 1 選択 3･4

2CC408 0.5 2 1 選択 3･4

4 早稲田大学連携科目を履修するには、「情報処理技法（リテラシ）I」を履修していなければならない。

潜在構造のデータ科学 オンデマンド授業

データ科学実践 オンデマンド授業

回帰と分類のデータ科学 オンデマンド授業

時系列構造のデータ科学 オンデマンド授業

データ科学入門β オンデマンド授業

データ科学入門γ オンデマンド授業

データ科学入門δ オンデマンド授業

オンデマンド授業

女性のための金融リテラシー入門

データ科学入門α オンデマンド授業

Total Presentation演習２**

＜以下の4科目は外国人留学生のみ履修できる＞

総合教養科目の「人間社会の
仕組みと問題」2単位に代替
外国人正規課程留学生は必修

（２）　挑戦する知性科目　〔2018・2019・2020年度入学者に適用〕

注 1　*印の科目は外国人留学生のみ履修できる。

履修年次 備　　考授業科目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別

＜以下の演習6科目はｷｬﾘｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ課程登録者のみ履修できる＞

本学の実施する海外研修の成果
により単位認定　　通年科目

発話・パフォーマンス演習**

討論演習Ⅰ**

討論演習Ⅱ**

Total Presentation演習１**

Critical Thinking演習**

総合教養科目の「人間の知的生
産」2単位に代替
外国人正規課程留学生は必修

総合教養科目の「人間自身を知
る」2単位に代替
外国人正規課程留学生は必修

総合教養科目の「人間の知的生
産」2単位に代替
外国人正規課程留学生は必修

2　*印の科目は外国人正規課程留学生は必修。
　　「日本事情Ａ」、「日本事情Ｂ」、「日本事情Ｃ」、「日本事情Ｄ」各2単位は、総合教養科目の下記領域の各2単位に
　　代えることができる。
　　　　「日本事情Ａ」→「人間社会の仕組みと問題」領域の2単位
　　　　「日本事情Ｂ」→「人間の知的生産」領域の2単位
　　　　「日本事情Ｃ」→「人間自身を知る」領域の2単位
　　　　「日本事情Ｄ」→「人間の知的生産」領域の2単位
3　**印の科目を履修するには、所定のキャリア・イングリッシュ課程登録を行っていなければならない。

　挑戦する知性科目の教育課程一部改正に伴い、2018年度に外国人留学生特別科目「日本事情Ａ」「日本事情Ｂ」の
単位を修得した者の単位を下記のとおり読み替える。

　　　　　　　　2018年度に修得した
　　　　　　　　　　2ZZ106「日本事情Ｂ」（2単位）の単位は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2CC122「日本事情Ｂ」(2単位）の単位とする。

　　　　　　　　2018年度に修得した
　　　　　　　　　　2ZZ105「日本事情Ａ」（2単位）の単位は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2CC121「日本事情Ａ」(2単位）の単位とする。
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2XX101 キリスト教学Ⅰ（入門Ⅰ） 1 2 2 必修 1 10ｸﾗｽ

2XX102 キリスト教学Ⅰ（入門Ⅱ） 1 2 2 必修 1 10ｸﾗｽ

2XX201 キリスト教学Ⅱ(旧約聖書の世界) 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX202 キリスト教学Ⅱ(新約聖書の世界) 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX203 キリスト教学Ⅱ（キリスト教と女性） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX204 キリスト教学Ⅱ（キリスト教の歴史） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX205 キリスト教学Ⅱ（日本のキリスト教） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX206 キリスト教学Ⅱ（世界のキリスト教） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX207 キリスト教学Ⅱ（キリスト教と社会） 1 2 2 選択必修 2単位必修 2・3・4

2XX208 キリスト教学Ⅱ（キリスト教と現代の宗教事情） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX209 キリスト教学Ⅱ（キリスト教と倫理） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX210 キリスト教学Ⅱ（キリスト教の思想） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX211 キリスト教学Ⅱ（キリスト教と芸術） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX212 キリスト教学Ⅱ（キリスト教と文学） 1 2 2 選択必修 2・3・4

2XX301 キリスト教学Ⅲ(聖書と文化) 1 2 2 選択 2・3・4

2XX302 キリスト教学Ⅲ(ｷﾘｽﾄ教の歴史と文化) 1 2 2 選択 2・3・4

2XX303 キリスト教学Ⅲ(ｷﾘｽﾄ教の思想と文化) 1 2 2 選択 2・3・4

(３)   キリスト教学科目  〔2018年度から2023年度入学者に適用〕

授業科目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 必修・選択必修・選択の別 履修年次 備　　考

１クラス

注１ 「キリスト教学Ⅲ」の各科目は、「キリスト教学Ⅰ（入門Ⅰ）」、「キリスト教学Ⅰ（入門Ⅱ）」及び「キリスト教学Ⅱ」を履修
した者が履修することができる。

　２ 必修単位を超えて修得した「キリスト教学Ⅱ」の単位は、自由選択科目の単位となる。
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2FF101 Communication Skills Ａ 1 2 1 必修 1 40クラス

2FF102 Communication Skills Ｂ 1 2 1 必修 1 40クラス

2FF103 ReadingⅠＡ 1 2 1 必修 1 40クラス

2FF104 ReadingⅠＢ 1 2 1 必修 1 40クラス

2FF105 Discussion Skills Ａ 1 2 1 必修 2 40クラス

2FF106 Discussion Skills Ｂ 1 2 1 必修＊ 2 33クラス

2FF107 ReadingⅡＡ　 1 2 1 必修 2 40クラス

2FF108 ReadingⅡＢ　 1 2 1 必修＊ 2 33クラス

2FF111 Speaking Skills A 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF112 Speaking Skills B 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF113 Listening and Presentation Ａ 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF114 Listening and Presentation Ｂ 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF115 Critical Reading and Discussion Ａ 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF116 Critical Reading and Discussion Ｂ 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF117 Journalistic English Ａ 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF118 Journalistic English Ｂ 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF119 Academic Writing A 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF120 Academic Writing B 1 2 1 選択必修 1単位必修 2・3・4

2FF121 English through Drama  A 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF122 English through Drama  B 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF131 Business English A 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF132 Business English B 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF133 Translation Ａ 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF134 Translation Ｂ 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF135 Tour Guide Interpreting A 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF136 Tour Guide Interpreting B 1 2 1 選択必修 2・3・4

2FF141 TOEIC講座 1 2 1 選択必修 1･2・3・4 6ｸﾗｽ

2FF142 TOEFL講座 1 2 1 選択必修 1･2･3･4 4ｸﾗｽ

2FF143 IELTS講座 1 2 1 選択必修 1･2･3･4 4ｸﾗｽ

2FF151 Basic Communicative English 1 4 2 選択 1

2FF152 Intensive English 2 2 2 選択 1・2・3・4

2FF161 日本語Ⅰ（入門）** 1 8 4 必修 1 週4コマ 外国人正規課程留学生は必修

2FF162 日本語Ⅱ（応用）** 1 8 4 必修 1 週4コマ 外国人正規課程留学生は必修

　６　 大学以外の教育施設等における知識及び技能審査（実用英語技能検定、TOEFL、TOEIC、IELTS）の成果に係る学修により
第一外国語の必修 8単位をすべて認定された者は、履修年次が２年次以上の選択必修科目を在籍する年次にかかわらず履
修することができる。

　７　 **印の科目は外国人留学生のみ履修できる。

　８　 外国人正規課程留学生は、**印の「日本語Ⅰ（入門）」及び「日本語Ⅱ（応用）」の2科目計8単位を第一外国語の必修８単位
とする。

３　 国際英語学科の学生は、「＊」印の「Discussion Skills B」「Reading ⅡB」の2科目計2単位の履修を免除する。

４　 「Basic Communicative English」は、入学時に実施するプレイスメントテストの結果に基づき、指示のあった者を履修対象とする。

　５　 本学に入学する前に在学した大学又は短期大学において修得した単位の認定により、又は大学以外の教育施設等における
知識及び技能審査（実用英語技能検定、TOEFL、TOEIC、IELTS）の成果に係る学修により第一外国語の１年次必修4単位
をすべて認定された者は、「Discussion Skills A」、「Discussion Skills B」、「Reading ⅡＡ」及び「Reading ⅡＢ」の4科目計4単
位を１年次に履修することができる。

　２　 ２年次、３年次に「ReadingⅡＢ」を履修するには、「ReadingⅠＡ」又は「ReadingⅠＢ」を1単位修得していなければならない。

3クラス

3クラス

English Proficiency Test Classes

週2コマ 2クラス

本学の実施する海外語学研修（英語）及び本学が
あらかじめ認めた外国の大学が実施する語学研修
（英語）の成果により単位認定
通年科目

注１　 ２年次、３年次に「ReadingⅡＡ」を履修するには、「ReadingⅠＡ」又は「ReadingⅠＢ」を1単位修得していなければならない。

＜以下の2科目は外国人留学生のみ履修できる＞

English for Specific Purposes

備　　考

5クラス

5クラス

5クラス

5クラス

5クラス

5クラス

4クラス

4クラス

3クラス

3クラス

(４)   外  国  語  科  目  〔2018年度から2023年度入学者に適用〕

ア.   第  一  外  国  語

授業科目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 履修年次
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2FF201 ドイツ語初級 2 4 4 選択必修 1 週2ｺﾏ  6ｸﾗｽ 通年科目

2FF202 フランス語初級 2 4 4 選択必修 1 週2ｺﾏ  7ｸﾗｽ 通年科目

2FF203 スペイン語初級 2 4 4 選択必修 ４単位必修 1 週2ｺﾏ 11ｸﾗｽ 通年科目

2FF204 中国語初級 2 4 4 選択必修 1 週2ｺﾏ 12ｸﾗｽ 通年科目

2FF205 韓国語初級 2 4 4 選択必修 1 週2ｺﾏ  8ｸﾗｽ 通年科目

2FF211 ドイツ語（読解）Ａ 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF212 ドイツ語（読解）Ｂ 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF213 ドイツ語（作文と文法） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期 10ｸﾗｽ

2FF214 ドイツ語（会話） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF221 フランス語（読解）Ａ 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF222 フランス語（読解）Ｂ 1 2 1 選択 2・3・4 前期又は後期

2FF223 フランス語（作文と文法） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期 12ｸﾗｽ

2FF224 フランス語（会話） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF231 スペイン語（読解）Ａ 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF232 スペイン語（読解）Ｂ 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF233 スペイン語（作文と文法） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期 10ｸﾗｽ

2FF234 スペイン語（会話） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF241 中国語（読解）Ａ 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF242 中国語（読解）Ｂ 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF243 中国語（作文と文法） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期 16ｸﾗｽ

2FF244 中国語（会話） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

2FF251 韓国語（読解）Ａ 1 2 1 選択 2・3・4 前期又は後期

2FF252 韓国語（読解）Ｂ 1 2 1 選択 2・3・4 前期又は後期

2FF253 韓国語（作文と文法） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期 10ｸﾗｽ

2FF254 韓国語（会話） 1 2 1 選択 2・3・4 前期･後期

イ.   第  二  外  国  語

授業科目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 履修年次 備　　考

注１　 ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語の各読解Ａ、読解Ｂ、作文と文法、会話を履修するには、同じ言
語の初級4単位を修得していなければならない。

　２　 ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語の各読解Ａ、読解Ｂ、作文と文法、会話は、同一授業科目を重
ねて履修することができる。

　３　 ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語の各初級は、第二外国語の必修科目として履修する以外に、第
三、第四、第五、第六の外国語として２年次から履修することができる。ただし、本学入学時に第二外国語の必修4
単位を認定された者は、１年次から履修することができる。

　７　 外国人正規課程留学生は、上記の定めによらず、次の科目から指定するいずれか5単位を第二外国語の必修とす
る。
　第一外国語（英語）の1年次必修4科目計4単位および選択必修科目から1科目1単位

　４　 本学に入学する前に在学した大学又は短期大学において修得した単位の認定により第二外国語の必修4単位を
認定された者は、認定された言語の読解Ａ、読解Ｂ、作文と文法、会話を在籍する年次にかかわらず履修すること
ができる。

　５　 大学以外の教育施設等における知識及び技能審査（ドイツ語技能検定試験、実用フランス語技能検定試験、スペ
イン語技能検定試験、中国語検定試験、韓国語能力試験、｢ハングル｣能力検定試験）の成果に係る学修により第
二外国語の初級4単位を認定された者は、認定された言語の読解Ａ、読解Ｂ、作文と文法、会話を在籍する年次に
かかわらず履修することができる。

　６　 第二外国語の必修科目として履修する以外の言語について一定の条件を満たすと認められた者は、注１に定める
読解Ａ、読解Ｂ、作文と文法、会話の履修条件及び在籍する年次にかかわらず、当該言語の読解Ａ、読解Ｂ、作文
と文法、会話を履修することができる。
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2FF301 ギリシア語初級１ 1 2 1 選択 1・2・3･4

2FF302 ギリシア語初級２ 1 2 1 選択 1・2・3･4

2FF303 ラテン語初級１ 1 2 1 選択 1・2・3･4

2FF304 ラテン語初級２ 1 2 1 選択 1・2・3･4

2FF305 ギリシア語中級 1 2 1 選択 2・3･4 隔年開講

2FF306 ラテン語中級 1 2 1 選択 2・3･4 隔年開講

３ ギリシア語、ラテン語の各中級は、同一授業科目を重ねて履修することができる。

2NN101 日本語表現法 1 2 2 選択 1・2限定 10ｸﾗｽ

2JJ101 情報処理技法（リテラシ）Ⅰ 1 2 2 必修 1 27ｸﾗｽ

2JJ102 情報処理技法（リテラシ）Ⅱ 1 2 2 必修 1 27ｸﾗｽ

2JJ201 情報処理技法（Cプログラミング）Ⅰ 1 2 2 選択 1･2・3・4 2ｸﾗｽ

2JJ202 情報処理技法（Cプログラミング）Ⅱ 1 2 2 選択 2・3・4 　

2JJ203 情報処理技法（Javaプログラミング）Ⅰ 1 2 2 選択 1･2・3・4 2ｸﾗｽ

2JJ204 情報処理技法（Javaプログラミング）Ⅱ 1 2 2 選択 2・3・4 　

2JJ205 情報処理技法（マルチメディアと表現）Ⅰ 1 2 2 選択 1･2・3・4 3ｸﾗｽ

2JJ206 情報処理技法（マルチメディアと表現）Ⅱ 1 2 2 選択 2・3・4 2ｸﾗｽ

2JJ207 情報処理技法（UNIXリテラシ） 1 2 2 選択 1･2・3・4

2JJ208 情報処理技法（統計解析） 1 2 2 選択 2・3・4 3ｸﾗｽ

2JJ209 情報処理技法（ネットワークとセキュリティ） 1 2 2 選択 2・3・4 　

2JJ210 情報処理技法（Webでの情報表現） 1 2 2 選択 2・3・4 　

2JJ301 コンピュータ･サイエンスⅠ 1 2 2 選択 1･2･3･4 　

2JJ302 コンピュータ･サイエンスⅡ 1 2 2 選択 1･2･3･4 　

ウ.   ギリシア語 ・ ラテン語

授業科目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 履修年次 備　　考

注１　 ｢ギリシア語初級２｣を履修するには、｢ギリシア語初級１｣1単位を修得していなければならない。
   ２　 ｢ラテン語初級２｣を履修するには、｢ラテン語初級１｣1単位を修得していなければならない。

授業科目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数

本学に入学する前に在学した大学又は短期大学において修得した単位の認定により「情報処理技法（リテラシ）Ⅰ」
2単位を認定された者は、情報処理科目の選択科目を在籍する年次にかかわらず履修することができる。

履修年次

注１ 

　２ 

必修・選択必修・選択の別 履修年次

授業科目ｺｰﾄﾞ 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 必修・選択必修・選択の別

備　　考

備　　考

(５)   日本語科目  〔2018年度から2023年度入学者に適用〕

         (６)   情 報 処 理 科 目　〔2018年度から2023年度入学者に適用〕

情報処理科目の選択科目を履修するには、「情報処理技法（リテラシ）Ⅰ」を履修していなければならない。ただし、
「コンピュータ･サイエンスⅠ」及び「コンピュータ･サイエンスⅡ」は、当該履修条件にかかわらず履修することができ
る。
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授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考

基盤講義

211001 国際英語と女性の生き方 1 2 2 選択 国際英語 1

211002 異文化理解Ａ 1 2 2 選択 国際英語 2・3

211003 異文化理解Ｂ 1 2 2 選択 国際英語 2・3

211004 Japanese Culture ＆ Literature 1 2 2 選択 国際英語 2・3 日本文学専攻と共有

211005 英語グローバル人材論 1 2 2 必修 国際英語 2 3クラス

211006 English Studies 基礎論（文学研究） 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211007 English Studies 基礎論（批評研究） 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211008 English Studies 基礎論（文化研究） 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211009 English Studies 基礎論（言語と社会） 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211010 English Studies 基礎論（言語の構造） 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211011 英語教育基礎論Ａ 1 2 2 選択必修 4単位必修 国際英語 2

211012 英語教育基礎論Ｂ 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211013 第二言語習得基礎論Ａ 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3 コミュニケーション専攻と共有

211014 第二言語習得基礎論Ｂ 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3 コミュニケーション専攻と共有

211015 言語の多様性と普遍性Ａ 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3 コミュニケーション専攻と共有

211016 言語の多様性と普遍性Ｂ 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3 コミュニケーション専攻と共有

211017 翻訳基礎論 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211018 通訳基礎論 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211019  Professional English 基礎論 1 2 2 選択必修 国際英語 2

特殊講義

211101 英語文化リソース論 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3・4

211102 テーマ研究（ジェンダー研究） 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3・4

211103 テーマ研究（英米文学） 1 2 2 選択必修 2単位必修 国際英語 2・3・4

211104 テーマ研究（英語と世界文学） 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3・4

211105 テーマ研究（英語教育と第二言語習得） 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3・4

211106 テーマ研究（Professional English） 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3・4

211107 比較文化Ａ 1 2 2 選択 国際英語 2・3・4 日本文学専攻と共有

211108 比較文化Ｂ 1 2 2 選択 国際英語 2・3・4 日本文学専攻と共有

211109 表象文化Ａ 1 2 2 選択 国際英語 2・3・4 日本文学専攻と共有

211110 表象文化Ｂ 1 2 2 選択 国際英語 2・3・4 日本文学専攻と共有

211111 英語文学（演劇） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学演習（演劇）」と交互に開講

211112 英語文学（小説） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学演習（小説）」と交互に開講

211113 英語文学（詩） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学演習（詩）」と交互に開講

211114 英語文学（児童文学） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学演習（児童文学）」と交互に開講

211115 英語文学（比較文学） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学演習（比較文学）」と交互に開講

211116 英語文学（映像と言語表現） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学演習（映像と言語表現）」と交互に開講

211117 イギリス文学史Ⅰ 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4

211118 イギリス文学史Ⅱ 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4

211119 アメリカ文学史Ⅰ 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4

211120 アメリカ文学史Ⅱ 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4

211121 英語文化研究特論Ａ 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3・4

211122 英語文化研究特論Ｂ 1 2 2 選択必修 4単位必修 国際英語 2・3・4

211123 英語学（意味論） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学演習(意味論）」と交互に開講

211124 英語学（語用論） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学演習（語用論）」と交互に開講

211125 英語学（音韻論） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学演習（音韻論）」と交互に開講

211126 英語学（形態・統語論） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学演習(形態・統語論）」と交互に開講

211127 英語学（社会言語学） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学演習(社会言語学）」と交互に開講

211128 英語学（英語史） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4

211129 英語指導法 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3

211130 児童英語指導法 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3

211131 第二言語習得研究法 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3

211132 翻訳学特論 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3・4

211133 通訳学特論 1 2 2 選択必修 国際英語 2・3・4

基盤演習

211201 １年次演習（国際英語） 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 1 7クラス

211202 Study Abroad 基礎演習 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 1 7クラス

211203 First-Year English SeminarⅠ 1 4 4 必修 国際英語 国際英語 1 週2コマ　7クラス

211204 First-Year English SeminarⅡ 1 4 4 必修 国際英語 国際英語 1 週2コマ　7クラス

211205 Second-Year English Seminar 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 2 7クラス

211206 Research Project for Study Abroad 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 2 7クラス

（７）学　科　科　目

授業科目 必修・選択必修・選択の別

（ア）国際英語学科

  ＊国際英語学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目合わせて64単位を修得しなければならない。

　＊１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

「比較文化

Ａ・Ｂ」と

「表象文化

Ａ・Ｂ」を

交互に開講
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授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

211207 英語音声学 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211208 英文法 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211209 English Studies 入門演習Ⅰ 1 2 2 選択必修 国際英語 1 3クラス

211210 English Studies 入門演習Ⅱ（文学） 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211211 English Studies 入門演習Ⅱ（文化） 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211212 English Studies 入門演習Ⅱ（言語） 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211213 英語教育入門演習 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211214 児童英語教育入門演習 1 2 2 選択必修 　　　　6単位必修 国際英語 1

211215 第二言語習得入門演習 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211216 Classroom English 入門演習 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211217 Professional English 入門演習Ａ 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211218 Professional English 入門演習Ｂ 1 2 2 選択必修 国際英語 1

211219 Public Speaking 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211220 翻訳入門演習 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211221 通訳入門演習 1 2 2 選択必修 国際英語 2

211222 Study Abroad English 2～10 選択必修 4単位必修＊ 国際英語 国際英語 2・3

211223 Study Abroad Academics 2～16 選択必修 国際英語 国際英語 2・3

211224 Study Abroad English(Integrated Skills)A 1 2 1 選択 国際英語 国際英語 2 最大7クラス

211225 Study Abroad English(Integrated Skills)B 1 2 1 選択 国際英語 国際英語 2 最大7クラス

211226 Study Abroad Academics(Advanced Academic English) 1 2 2 選択 国際英語 国際英語 2 最大7クラス

発展演習

211301 時事英語 1 2 2 選択 国際英語 2・3・4

211302 Critical Thinking 1 2 2 選択 国際英語 国際英語※ 2・3・4

211303 ３年次演習（国際英語）Ⅰ 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 3 7クラス

211304 ３年次演習（国際英語）Ⅱ 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 3 7クラス

211305 Third-Year Research Writing Ⅰ 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 3 7クラス

211306 Third-Year Research Writing Ⅱ 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 3 7クラス

211307 英語文学演習（演劇） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学（演劇）」と交互に開講

211308 英語文学演習（小説） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学（小説）」と交互に開講

211309 英語文学演習（詩） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学（詩）」と交互に開講

211310 英語文学演習（児童文学） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学（児童文学）」と交互に開講

211311 英語文学演習（比較文学） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学（比較文学）」と交互に開講

211312 英語文学演習（映像と言語表現） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語文学（映像と言語表現）」と交互に開講

211313 英語学演習（意味論） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学（意味論）」と交互に開講

211314 英語学演習（語用論） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学（語用論）」と交互に開講

211315 英語学演習（音韻論） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学(音韻論)」と交互に開講

211316 英語学演習（形態・統語論） 1 2 2 選択必修 国際英語 3・4 「英語学(形態・統語論）」と交互に開講

211317 英語学演習（社会言語学） 1 2 2 選択必修 6単位必修 国際英語 3・4 「英語学（社会言語学）」と交互に開講

211318 児童英語教育演習 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211319 第二言語習得演習 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211320 Classroom English 演習 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211321 翻訳演習Ａ 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211322 翻訳演習Ｂ 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211323 通訳演習Ａ 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211324 通訳演習Ｂ 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211325 Professional English 演習Ａ 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211326 Professional English 演習Ｂ 1 2 2 選択必修 国際英語 3

211327 ４年次演習（国際英語）Ⅰ 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 4 13クラス

211328 ４年次演習（国際英語）Ⅱ 1 2 2 必修 国際英語 国際英語 4 13クラス

211401 卒業論文 2 8 選択必修 8単位必修 国際英語 国際英語 4 通年科目

211402 Final Presentation 2 8 選択必修 国際英語 国際英語 4 通年科目

注 １ １年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

２ 「＊」印の選択必修4単位は特別の理由によりStudy Abroadを免除することを学科が認めた場合は、学科の指定する科目の単位に

　 代えることができる。

３ 国際英語学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目合わせて64単位を修得しなければならない。

４ 国際英語学科の学生が４年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち所定の科目の単位を含む86単位を

 　修得しなければならない。

５ ※「Critical Thinking」は、キャリア・イングリッシュ課程を登録している人文学科、国際社会学科、心理・コミュニケーション学科、

　 数理科学科の学生で必要が認められた場合は、専攻指定にかかわらず履修することができる。

卒業論文
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（イ）人文学科

　＊人文学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて64単位を修得しなければならない。

　＊１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

授業科目ｺｰﾄﾞ
授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考

基盤講義

220001 人文学入門 1 2 2 必修 （人文学科） 哲・日・歴 1 ３クラス

221001 哲学の基本問題 1 2 2 選択 哲学 1

221002 哲学の歴史的展開 1 2 2 選択 哲学専攻は必修 哲学 1

221003 哲学概論 1 2 2 選択 哲学 2

221004 倫理学概論 1 2 2 選択 哲学 2・3

221005 美学概論 1 2 2 選択 哲学専攻は2単位必修 哲学 2・3

221006 キリスト教学概論 1 2 2 選択 哲学 2・3

221007 古代ギリシア哲学史 1 2 2 選択 哲学 2・3

221008 中世ヨーロッパ哲学史 1 2 2 選択 哲学 2・3

221009 西洋近代哲学史 1 2 2 選択 哲学 2・3

221010 西洋現代哲学史 1 2 2 選択 哲学専攻は６単位必修 哲学 2・3

221011 東洋思想史 1 2 2 選択 哲学 2・3

221012 美学史 1 2 2 選択 哲学 2・3

221013 キリスト教史 1 2 2 選択 哲学 2・3

222001 日本語学入門 1 2 2 選択 日本文学 1

222002 日本古典文学入門 1 2 2 選択 日本文学専攻は必修 日本文学 1

222003 日本近現代文学入門 1 2 2 選択 日本文学 1

222004 漢文学入門 1 2 2 選択 日本文学 1

222005 日本語学概論Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222006 日本語学概論Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222007 日本語史概論Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222008 日本語史概論Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222009 日本文学概論（古典）ＡⅠ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222010 日本文学概論（古典）ＡⅡ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3 　　「日本文学概論（古典）ＡⅠ・ＡⅡ」と

222011 日本文学概論（古典）ＢⅠ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3 　　「日本文学概論（古典）ＢⅠ・ＢⅡ」を

222012 日本文学概論（古典）ＢⅡ 1 2 2 選択 日本文学専攻は12単位必修 日本文学 1・2・3 　　交互に開講

222013 日本文学概論（近現代）Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222014 日本文学概論（近現代）Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222015 日本の文化（芸能）Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222016 日本の文化（芸能）Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3 　　「日本の文化（芸能）Ⅰ・Ⅱ」と

222017 日本の文化（古典文化）Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3 　　「日本の文化（古典文化）Ⅰ・Ⅱ」を

222018 日本の文化（古典文化）Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3 　　交互に開講

222019 漢文学概論Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222020 漢文学概論Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 1・2・3

222021 Japanese Culture ＆ Literature 1 2 2 選択 日本文学 2・3 国際英語専攻と共有

223001 日本史概論Ⅰ 1 2 2 選択 歴史文化 1・2

223002 日本史概論Ⅱ 1 2 2 選択 歴史文化 1・2

223003 アジア史概論Ⅰ 1 2 2 選択 歴史文化専攻は必修 歴史文化 1・2

223004 アジア史概論Ⅱ 1 2 2 選択 歴史文化 1・2

223005 西洋史概論Ⅰ 1 2 2 選択 歴史文化 1・2

223006 西洋史概論Ⅱ 1 2 2 選択 歴史文化 1・2

223007 日本史の理論と方法 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223008 アジア史の理論と方法 1 2 2 選択 歴史文化専攻は2単位必修 歴史文化 2・3

223009 西洋史の理論と方法 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

220002 宗教史 1 2 2 選択 （人文学科） 1・2・3

220003 法学概論 1 2 2 選択 （人文学科） 1・2・3 国際関係専攻と共有

220004 政治学概論 1 2 2 選択 （人文学科） 1・2・3 国際関係専攻と共有

220005 ミクロ経済学入門 1 2 2 選択 （人文学科） 1・2・3 経済学専攻と共有

220006 マクロ経済学入門 1 2 2 選択 （人文学科） 1・2・3 経済学専攻と共有

220007 社会学概論Ⅰ 1 2 2 選択 （人文学科） 哲・歴 2・3 社会学専攻と共有

220008 社会学概論Ⅱ 1 2 2 選択 （人文学科） 哲・歴 2・3 社会学専攻と共有

特殊講義

220101 人文学総合講義 1 2 2 必修 （人文学科） 哲・日・歴 3 3クラス

221101 現代哲学の課題と方法 1 2 2 選択 哲学 2・3・4

221102 現代科学とテクノロジーの哲学 1 2 2 選択 哲学 2・3・4

221103 応用倫理学の展望 1 2 2 選択 哲学 2・3・4

221104 女性と生命倫理 1 2 2 選択 哲学 2・3・4

221105 西洋の美学 1 2 2 選択 哲学専攻は10単位必修 哲学 2・3・4

221106 日本と東洋の美学 1 2 2 選択 哲学 2・3・4

221107 芸術と社会 1 2 2 選択 哲学 2・3・4

221108 キリスト教の思想・文化 1 2 2 選択 哲学 2・3・4

221109 日本思想史 1 2 2 選択 哲学 2・3・4

授業科目 必修・選択必修・選択の別

　＊自学科科目64単位には、以下の①②の科目の計56単位を含めなければならない。
　　　　①｢人文学入門｣2単位、｢人文学総合講義｣2単位、「人文学基礎演習」2単位、｢卒業論文｣8単位の4科目計14単位
　　　　②自専攻科目　計42単位
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授業科目ｺｰﾄﾞ
授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

222101 日本語学（表記・語彙）Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 コミュニケーション専攻と共有

222102 日本語学（表記・語彙）Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 コミュニケーション専攻と共有

222103 日本語学（文法・談話）Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 コミュニケーション専攻と共有

222104 日本語学（文法・談話）Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 コミュニケーション専攻と共有

222105 日本語史（古代・中世語）Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222106 日本語史（古代・中世語）Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　「日本語史（古代・中世語）Ａ・B」と

222107 日本語史（中世・近世語）Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　「日本語史（中世・近世語）Ａ・B」を

222108 日本語史（中世・近世語）Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

222109 社会言語学Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 コミュニケーション専攻と共有

222110 社会言語学Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 コミュニケーション専攻と共有

222111 比較文化Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222112 比較文化Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222113 表象文化Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222114 表象文化Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222115 日本古代文学Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222116 日本古代文学Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

222117 日本中古文学Ａ 1 2 2 選択 日本文学専攻は4単位必修 日本文学 2・3・4

222118 日本中古文学Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

222119 日本中世文学Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222120 日本中世文学Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

222121 日本近世文学Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222122 日本近世文学Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

222123 日本近代文学Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222124 日本近代文学Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　「日本近代文学A・B」と

222125 日本近代文学Ｃ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　「日本近代文学C・D」を

222126 日本近代文学Ｄ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

222127 日本現代文学Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222128 日本現代文学Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　「日本現代文学Ａ・B」と

222129 日本現代文学Ｃ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　「日本現代文学C・D」を

222130 日本現代文学D 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

222131 日本文化学Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222132 日本文化学Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

222133 中国の文学と文化Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4

222134 中国の文学と文化Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3・4 　　交互に開講

220102 書道 1 2 2 選択 （人文学科） 日 3 2クラス

223101 日本古代史料論 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223102 日本中世史料論 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223103 日本近世史料論 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223104 日本近現代史料論 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223105 日本古代史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223106 日本中世史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223107 日本近世史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223108 日本近現代史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223109 オリエント史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223110 中国史 1 2 2 選択 歴史文化専攻は8単位必修 歴史文化 2・3・4

223111 インド史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223112 イスラーム史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223113 ギリシア・ローマ史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223114 イギリス史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223115 ドイツ史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223116 フランス史 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223117 西洋前近代史Ａ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223118 西洋前近代史Ｂ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　交互に開講

223119 西洋近現代史Ａ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223120 西洋近現代史Ｂ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　交互に開講

223121 考古学（日本） 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223122 考古学（アジア） 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　①と②を交互に開講

223123 考古学（西洋） 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　①「考古学（日本）」「考古学（アジア）」

223124 美術史（日本） 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　　「考古学（西洋）」

223125 美術史（アジア） 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　②「美術史（日本）」「美術史（アジア）」

223126 美術史（西洋） 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　　「美術史（西洋）」

223127 グローバル・ヒストリーＡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223128 グローバル・ヒストリーＢ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　交互に開講

223129 カルチュラル・ヒストリーＡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223130 カルチュラル・ヒストリーＢ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　交互に開講

223131 世界遺産学Ａ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4

223132 世界遺産学B 1 2 2 選択 歴史文化 2・3・4 　　交互に開講　　　　　 コミュニティ構想専攻と共有

コミュニティ構想専攻と共有

歴史文化専攻は4単位必修

国際英語専攻と共有

国際英語専攻と共有

国際英語専攻と共有

国際英語専攻と共有

「比較文化Ａ・Ｂ」と
「表象文化Ａ・Ｂ」を
交互に開講
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授業科目ｺｰﾄﾞ
授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

220103 人文地理学 1 2 2 選択 （人文学科） 2・3 国際社会学科と共有

220104 自然地理学 1 2 2 選択 （人文学科） 2・3 国際社会学科と共有

220105 地誌学 1 2 2 選択 （人文学科） 2・3 国際社会学科と共有

基盤演習

220201 人文学基礎演習 1 2 2 必修 （人文学科） 哲・日・歴 1 7クラス

221201 哲学２年次演習Ⅰ 1 2 2 選択 哲学専攻は必修 哲学 哲 2

221202 哲学２年次演習Ⅱ 1 2 2 選択 哲学 哲 2

221203 キリスト教学演習Ａ 1 2 2 選択 哲学 2・3

221204 キリスト教学演習Ｂ 1 2 2 選択 哲学 2・3 　　交互に開講

222201 古典文学基礎演習（くずし字） 1 2 2 選択 日本文学 1・2

222202 古典文学基礎演習（解釈） 1 2 2 選択 日本文学 1・2

222203 日本古典文学演習（講読）Ａ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222204 日本古典文学演習（講読）Ｂ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222205 現代日本語演習Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222206 現代日本語演習Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222207 日本語史演習Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222208 日本語史演習Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222209 社会言語学演習Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222210 社会言語学演習Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222211 日本古代文学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222212 日本古代文学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本古代文学演習ＡⅠ・AⅡ」と

222213 日本古代文学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本古代文学演習BⅠ・BⅡ」を

222214 日本古代文学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222215 日本中古文学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222216 日本中古文学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本中古文学演習ＡⅠ・AⅡ」と

222217 日本中古文学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本中古文学演習BⅠ・BⅡ」を

222218 日本中古文学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222219 日本中世文学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222220 日本中世文学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本中世文学演習ＡⅠ・AⅡ」と

222221 日本中世文学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本中世文学演習BⅠ・BⅡ」を

222222 日本中世文学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222223 日本近世文学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222224 日本近世文学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本近世文学演習ＡⅠ・AⅡ」と

222225 日本近世文学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本近世文学演習BⅠ・BⅡ」を

222226 日本近世文学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222227 日本文化演習ＡⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222228 日本文化演習ＡⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本文化演習ＡⅠ・AⅡ」と

222229 日本文化演習ＢⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本文化演習BⅠ・BⅡ」を

222230 日本文化演習ＢⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222231 日本近現代文学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222232 日本近現代文学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本近現代文学演習ＡⅠ・AⅡ」と

222233 日本近現代文学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本近現代文学演習BⅠ・BⅡ」を

222234 日本近現代文学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222235 日本近現代文学演習ＣⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222236 日本近現代文学演習ＣⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本近現代文学演習CⅠ・CⅡ」と

222237 日本近現代文学演習ＤⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「日本近現代文学演習DⅠ・DⅡ」を

222238 日本近現代文学演習ＤⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222239 漢文学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222240 漢文学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「漢文学演習ＡⅠ・AⅡ」と

222241 漢文学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　「漢文学演習BⅠ・BⅡ」を

222242 漢文学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 　　交互に開講

222243 古典籍調査 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222244 言語調査Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222245 言語調査Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222246 言語情報処理Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 コミュニケーション専攻と共有

222247 言語情報処理Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 2・3 コミュニケーション専攻と共有

222248 創作と批評（創作）Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222249 創作と批評（創作）Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222250 創作と批評（批評）Ⅰ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

222251 創作と批評（批評）Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 2・3

223201 文献・資料演習（日本古代）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（日本古代）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223202 文献・資料演習（日本古代）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（日本古代）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223203 文献・資料演習（日本古代）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223204 文献・資料演習（日本古代）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223205 文献・資料演習（日本中世）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（日本中世）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223206 文献・資料演習（日本中世）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（日本中世）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223207 文献・資料演習（日本中世）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223208 文献・資料演習（日本中世）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

日本文学専攻は10単位必修

歴史文化専攻は8単位必修
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授業科目ｺｰﾄﾞ
授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

223209 文献・資料演習（日本近世）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（日本近世）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223210 文献・資料演習（日本近世）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（日本近世）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223211 文献・資料演習（日本近世）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223212 文献・資料演習（日本近世）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223213 文献・資料演習（日本近現代）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（日本近現代）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223214 文献・資料演習（日本近現代）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（日本近現代）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223215 文献・資料演習（日本近現代）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223216 文献・資料演習（日本近現代）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223217 文献・資料演習（アジア史）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（アジア史）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223218 文献・資料演習（アジア史）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（アジア史）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223219 文献・資料演習（アジア史）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223220 文献・資料演習（アジア史）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223221 文献・資料演習（西洋古代）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（西洋古代）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223222 文献・資料演習（西洋古代）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（西洋古代）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223223 文献・資料演習（西洋古代）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223224 文献・資料演習（西洋古代）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223225 文献・資料演習（西洋中世）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（西洋中世）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223226 文献・資料演習（西洋中世）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（西洋中世）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223227 文献・資料演習（西洋中世）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223228 文献・資料演習（西洋中世）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223229 文献・資料演習（西洋近世）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（西洋近世）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223230 文献・資料演習（西洋近世）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（西洋近世）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223231 文献・資料演習（西洋近世）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223232 文献・資料演習（西洋近世）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223233 文献・資料演習（西洋近現代）ＡⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（西洋近現代）ＡⅠ・ＡⅡ」と

223234 文献・資料演習（西洋近現代）ＡⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 「文献・資料演習（西洋近現代）ＢⅠ・ＢⅡ」を

223235 文献・資料演習（西洋近現代）ＢⅠ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3 交互に開講

223236 文献・資料演習（西洋近現代）ＢⅡ 1 2 2 選択 歴史文化 2・3

223237 オーラル・ヒストリー 1 2 2 選択 　　　　　　　 歴史文化 2・3

発展演習

221301 西洋古代・中世哲学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4

221302 西洋古代・中世哲学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「西洋古代・中世哲学演習ＡⅠ・AⅡ」と

221303 西洋古代・中世哲学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「西洋古代・中世哲学演習BⅠ・BⅡ」を

221304 西洋古代・中世哲学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　交互に開講

221305 西洋近代哲学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4

221306 西洋近代哲学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「西洋近代哲学演習ＡⅠ・AⅡ」と

221307 西洋近代哲学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「西洋近代哲学演習BⅠ・BⅡ」を

221308 西洋近代哲学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 ＊ 哲学 3・4 　　交互に開講

221309 現代哲学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4

221310 現代哲学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「現代哲学演習ＡⅠ・AⅡ」と

221311 現代哲学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「現代哲学演習BⅠ・BⅡ」を

221312 現代哲学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　交互に開講

221313 倫理学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4

221314 倫理学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「倫理学演習ＡⅠ・AⅡ」と

221315 倫理学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「倫理学演習BⅠ・BⅡ」を

221316 倫理学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　交互に開講

221317 東洋・日本思想史演習ＡⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4

221318 東洋・日本思想史演習ＡⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「東洋・日本思想史演習ＡⅠ・AⅡ」と

221319 東洋・日本思想史演習ＢⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「東洋・日本思想史演習BⅠ・BⅡ」を

221320 東洋・日本思想史演習ＢⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　交互に開講

221321 美学演習ＡⅠ 1 2 2 選択 哲学 3・4

221322 美学演習ＡⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　「美学演習ＡⅠ・AⅡ」と

221323 美学演習ＢⅠ 1 2 2 選択 ＊ 哲学 3・4 　　「美学演習BⅠ・BⅡ」を

221324 美学演習ＢⅡ 1 2 2 選択 哲学 3・4 　　交互に開講

221325 文理融合演習Ａ 1 2 2 選択 哲学 2・3・4 数理科学科と共有

221326 文理融合演習Ｂ 1 2 2 選択 哲学 2・3・4 交互に開講 数理科学科と共有

222301 日本文学演習Ⅰ 1 2 2 選択 　　　日本文学専攻は必修 日本文学 日 3 8クラス

222302 日本文学演習Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 日 3 8クラス

223301 歴史文化演習Ⅰ 1 2 2 選択 　　　歴史文化専攻は必修 歴史文化 歴 3 9クラス

223302 歴史文化演習Ⅱ 1 2 2 選択 歴史文化 歴 3 9クラス

特殊演習

221401 人文学特殊演習（哲学）Ⅰ 1 2 2 選択 　　　哲学専攻は必修 哲学 哲 4 4クラス

221402 人文学特殊演習（哲学）Ⅱ 1 2 2 選択 哲学 哲 4 4クラス

222401 人文学特殊演習（日本文学）Ⅰ 1 2 2 選択 　　　日本文学専攻は必修 日本文学 日 4 8クラス

222402 人文学特殊演習（日本文学）Ⅱ 1 2 2 選択 日本文学 日 4 8クラス

223401 人文学特殊演習（歴史文化）Ⅰ 1 2 2 選択 　　　歴史文化専攻は必修 歴史文化 歴 4 9クラス

223402 人文学特殊演習（歴史文化）Ⅱ 1 2 2 選択 歴史文化 歴 4 7クラス

卒業論文

220501 卒業論文 2 8 必修 （人文学科） 哲・日・歴 4 通年科目

注１　１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

　２　基盤講義の「社会学概論Ⅰ」、「社会学概論Ⅱ」及び特殊講義の「書道」を履修するには、所定の教職課程登録を行っていなければならない。

　３　哲学専攻の学生は、発展演習の「＊」印の範囲において10単位を修得しなければならない。

　４　人文学科の学生は、自学科科目のうち、必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて64単位を修得しなければならない。

　５　人文学科の学生が４年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち所定の科目の単位を含む86単位を修得しなければならない。

選択必修

前頁参照
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　＊国際社会学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて64単位を修得しなければならない。

　＊１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考

入門

230001 国際社会論 1 2 2 必修 （国際社会学科）
国・経・
社・構 1

231001 国際関係論Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 1・2

231002 国際関係論Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係専攻は必修 国際関係 1・2

231003 文化人類学Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 1・2

231004 文化人類学Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 1・2

232001 ミクロ経済学入門 1 2 2 選択 経済学 1 人文学科と共有

232002 マクロ経済学入門 1 2 2 選択 経済学 1 人文学科と共有

232003 初級ミクロ経済学 1 2 2 選択 経済学専攻は必修 経済学 1

232004 初級マクロ経済学 1 2 2 選択 経済学 1

232005 経営学入門 1 2 2 選択 経済学 1

233001 社会学概論Ⅰ 1 2 2 選択 社会学専攻は必修 社会学
国・経・
社・構 1 人文学科と共有

233002 社会学概論Ⅱ 1 2 2 選択 社会学
国・経・
社・構 1 人文学科と共有

234001 コミュニティ構想論 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2 交互に開講

234002 コミュニティ政策論 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2

234003 コミュニティとジェンダー 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2 交互に開講

234004 グローバル共生とコミュニティ 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2

基礎講義

231101 政治学概論 1 2 2 選択 国際関係 1・2 人文学科と共有

231102 法学概論 1 2 2 選択 国際関係 1・2 人文学科と共有

231103 日本史概論 1 2 2 選択 国際関係 1・2

231104 東洋史概論 1 2 2 選択 国際関係 1・2

231105 西洋史概論 1 2 2 選択 国際関係専攻は６単位必修 国際関係 1・2

231106 東アジア社会基礎論 1 2 2 選択 国際関係 1・2 交互に開講

231107 東南アジア社会基礎論 1 2 2 選択 国際関係 1・2

231108 アメリカ社会基礎論 1 2 2 選択 国際関係 1・2

231109 国際関係史 1 2 2 選択 国際関係 1・2

232101 統計学 1 2 2 選択 経済学 1・2

232102 経済史 1 2 2 選択 経済学 2

232103 経済学史 1 2 2 選択 経済学 2

232104 経済数学 1 2 2 選択 経済学 2 数理科学科と共有

232105 中級ミクロ経済学 1 2 2 選択 経済学専攻は10単位必修 経済学 2

232106 中級マクロ経済学 1 2 2 選択 *1 経済学 2

232107 公共経済学 1 2 2 選択 経済学 2

232108 経済政策 1 2 2 選択 経済学 2

232109 経営管理論 1 2 2 選択 経済学 2

232110 経営組織論 1 2 2 選択 経済学 2

233101 社会学史Ⅰ 1 2 2 選択 社会学 2

233102 社会学史Ⅱ 1 2 2 選択 社会学専攻は必修 社会学 2

233103 社会調査法Ａ 1 2 2 選択 社会学 2

234101 コミュニティと文化 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2・3 交互に開講

234102 コミュニティと情報メディア 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2・3

234103 ジェンダーと法 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2・3 交互に開講

234104 市民参加と法 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2・3

234105 余暇ツーリズム論 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2・3 交互に開講

234106 ツーリズムとジェンダー 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2・3

234107 コミュニティ計測法基礎 1 2 2 選択 コミュニティ構想 1・2 「都市フィールドワーク」と交互に開講

234108 実践的研究計画法(研究計画） 1 2 2 選択 コミュニティ構想
国・経・
社・構 1・2・3・4

234109 実践的研究計画法(研究構想） 1 2 2 選択 コミュニティ構想
国・経・
社・構 1・2・3・4

（ウ）国際社会学科

授業科目 必修・選択必修・選択の別

コミュニティ構想専攻は4単位必修

コミュニティ構想専攻は6単位必修

コミュニティ構想専攻は2単位必修

　＊自学科科目64単位には、以下の①②の科目の計54単位を含めなければならない。
　　　　①｢国際社会論｣2単位、｢国際社会基礎演習｣2単位、｢卒業論文｣8単位の3科目　計12単位
　　　　②自専攻科目　計42単位
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授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

応用講義

231201 ジェンダー国際関係論Ａ 1 2 2 選択 国際関係 2・3 交互に開講

231202 ジェンダー国際関係論Ｂ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231203 人間の安全保障 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231204 日本政治外交史Ａ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231205 日本政治外交史Ｂ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231206 朝鮮政治外交史Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231207 朝鮮政治外交史Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231208 中国政治外交史Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231209 中国政治外交史Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231210 アメリカ史Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231211 アメリカ史Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 2・3

231212 国際関係法Ａ 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231213 国際関係法Ｂ 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231214 国際機構論 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231215 国際関係（日米） 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4 交互に開講

231216 国際関係（日朝） 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231217 国際関係（日中） 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4 交互に開講

231218 日本政治思想史 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231219 現代韓国論 1 2 2 選択 国際関係専攻は８単位必修 国際関係 2・3・4 交互に開講

231220 韓国政治・経済論 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231221 現代中国論 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4 交互に開講

231222 香港・台湾論 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231223 現代アメリカ政治論 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231224 現代アメリカの動態 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231225 南アジア社会特論 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4 交互に開講

231226 イスラム社会特論 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231227 民族誌特論Ａ 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4 交互に開講

231228 民族誌特論Ｂ 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231229 宗教人類学 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4 交互に開講

231230 政治人類学 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231231 人種・民族・国民 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4 交互に開講

231232 人権・人道の人類学 1 2 2 選択 国際関係 2・3・4

231233 国際政治経済Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231234 国際政治経済Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231235 比較政治学Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231236 比較政治学Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231237 アジア国際関係論Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231238 アジア国際関係論Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231239 近現代日本研究（政治・外交）Ａ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231240 近現代日本研究（政治・外交）Ｂ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231241 朝鮮研究Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231242 朝鮮研究Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231243 中国研究Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231244 中国研究Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係専攻は６単位必修 国際関係 3・4

231245 アメリカ研究（政治・外交）Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231246 アメリカ研究（政治・外交）Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231247 アメリカ研究（社会史）Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231248 アメリカ研究（社会史）Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231249 日米比較研究Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231250 日米比較研究Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231251 周縁世界とグローバル化Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231252 周縁世界とグローバル化Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231253 東アジアの文化と社会 1 2 2 選択 国際関係 3・4

231254 民族と世界 1 2 2 選択 国際関係 3・4
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授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

232201 国際経済学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232202 開発経済学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232203 計量経済学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232204 環境経済学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232205 労働経済学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232206 金融論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232207 財政学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232208 日本経済論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232209 ゲームの理論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 数理科学科と共有

232210 産業組織論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 交互に開講

232211 都市・地域経済学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232212 ジェンダーの経済学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 交互に開講

232213 女性起業論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232214 福祉の経済学 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 交互に開講

232215 現代経済論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232216 アメリカ経済論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 交互に開講

232217 EU経済論 1 2 2 選択 経済学専攻は4単位必修 経済学 2・3・4

232218 アジア経済論 1 2 2 選択 *1 経済学 2・3・4 交互に開講

232219 中国経済論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232220 日本経済史 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 交互に開講

232221 経営史 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232222 保険論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232223 証券論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 　　①と②を交互に開講

232224 中小企業論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 　　①「保険論」「中小企業論」

232225 経済法 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 　　　「企業法」

232226 企業法 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 　　②「証券論」「経済法」

232227 労働法 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 　　　「労働法」

232228 経営戦略論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232229 マーケティング 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

332201 消費者行動論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

332202 人的資源管理論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232230 簿記論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232231 財務会計 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 交互に開講

232232 管理会計 1 2 2 選択 経済学 2・3・4

232233 ロジスティクス論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 交互に開講

232234 経営ファイナンス論 1 2 2 選択 経済学 2・3・4 数理科学科と共有

233201 社会調査法Ｂ 1 2 2 選択 社会学 2・3・4

233202 社会調査法Ｃ 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 隔年開講

233203 社会統計学Ⅰ 1 2 2 選択 社会学 2・3・4

233204 社会統計学Ⅱ 1 2 2 選択 社会学 2・3・4

233205 家族社会学Ⅰ 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　①と②を交互に開講

233206 家族社会学Ⅱ 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　①「家族社会学Ⅰ・Ⅱ」

233207 地域社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　②「地域社会学」「都市社会学」

233208 都市社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4

233209 現代社会論 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　①と②を交互に開講

233210 日本社会論 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　①「現代社会論」「日本社会論」

233211 政治社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　②「政治社会学」「公共社会学」

233212 公共社会学 1 2 2 選択 社会学専攻は14単位必修 社会学 2・3・4

233213 労働社会学Ⅰ 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　①と②を交互に開講

233214 労働社会学Ⅱ 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　①「労働社会学Ⅰ・Ⅱ」

233215 産業社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　②「産業社会学」「組織社会学」

233216 組織社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4

233217 ライフコースの社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　①と②を交互に開講

233218 福祉社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　①「ライフコースの社会学」「福祉社会学」

233219 臨床社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　②「臨床社会学」「文化社会学」

233220 文化社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4

233221 比較社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　①と②を交互に開講

233222 多文化の社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　①「比較社会学」「多文化の社会学」

233223 国際社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4 　　　②「国際社会学」「グローバル化の社会学」

233224 グローバル化の社会学 1 2 2 選択 社会学 2・3・4
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授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

234201 コミュニティと心理学 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 交互に開講

234202 コミュニティとリーダーシップ 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4

234203 ソーシャル・キャピタル論 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 交互に開講

234204 ソーシャル・サポート 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4

234205 公共生活と法 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 交互に開講

234206 まちづくりと法 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4

234207 地域共生とツーリズム 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 交互に開講

234208 地域共生とイノベーション 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4

234209 コミュニティとリスク 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 交互に開講

234210 ホスピタリティ論 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4

234211 コミュニティ・デザイン論 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 交互に開講

234212 グローバル化とまちづくり 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4

234213 世界遺産学A 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 　　交互に開講　　　　　   　歴史文化専攻と共有

234214 世界遺産学B 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4                                  歴史文化専攻と共有

234215 コミュニティ調査法A 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3

234216 コミュニティ調査法B 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3

234217 コミュニティ計測法Ａ 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 交互に開講

234218 コミュニティ計測法Ｂ 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4

234219 都市フィールドワーク 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2・3・4 「コミュニティ計測法基礎」と交互に開講

230201 人文地理学 1 2 2 選択 （国際社会学科） 2・3 人文学科と共有

230202 自然地理学 1 2 2 選択 （国際社会学科） 2・3 人文学科と共有

230203 地誌学 1 2 2 選択 （国際社会学科） 2・3 人文学科と共有

基礎演習

230301 国際社会基礎演習 1 2 2 必修 （国際社会学科）
国・経・
社・構 1 13クラス

231301 基礎演習（国際関係） 1 2 2 選択 国際関係専攻は必修 国際関係 国 1 6クラス

232301 基礎演習（経済学） 1 2 2 選択 経済学専攻は必修 経済学 経 1 3クラス

233301 基礎演習（社会学） 1 2 2 選択 社会学専攻は必修 社会学 社 1 2クラス

234301 基礎演習（コミュニティ構想） 1 2 2 選択 コミュニティ構想専攻は必修 コミュニティ構想 構 1 2クラス

231302 ２年次演習（国際関係）Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係専攻は必修 国際関係 国 2 7クラス

231303 ２年次演習（国際関係）Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 国 2 7クラス

232302 ２年次演習（経済学）Ⅰ 1 2 2 選択 経済学専攻は必修 経済学 経 2 6クラス

232303 ２年次演習（経済学）Ⅱ 1 2 2 選択 経済学 経 2 6クラス

332301 アクティブラーニング実習（経済経営）１ 1 2 2 選択 経済学 経 2・3・4

332302 アクティブラーニング実習（経済経営）２ 1 2 2 選択 経済学 経 2・3・4

233302 ２年次演習（社会学）Ⅰ 1 2 2 選択 社会学専攻は必修 社会学 社 2 4クラス

233303 ２年次演習（社会学）Ⅱ 1 2 2 選択 社会学 社 2 4クラス

234302 ２年次演習（コミュニティ構想）Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニティ構想専攻は必修 コミュニティ構想 構 2 4クラス

234303 ２年次演習（コミュニティ構想）Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニティ構想 構 2 4クラス

発展演習

231401 国際関係

232401 経済学 6クラス

233401 選択 社会学専攻は必修 社会学

234401 コミュニティ構想

231402   *1 国際関係

232402 経済学 6クラス

233402 選択 社会学専攻は必修 社会学

234402 コミュニティ構想

234403 コミュニティ拠点実習（キャリア構想） 1 2 2 選択 *2 コミュニティ構想 2 2クラス

234404 コミュニティ拠点実習（キャリア実践） 1 2 2 選択 コミュニティ構想 3 2クラス

234405 コミュニティ拠点実習（地域構想） 1 2 2 選択 コミュニティ構想 2 2クラス

234406 コミュニティ拠点実習（地域実践） 1 2 2 選択 コミュニティ構想 3 2クラス

234407 コミュニティ調査実習(企画・立案・設計） 1 2 2 選択 コミュニティ構想 3・4

234408 コミュニティ調査実習（実査と分析） 1 2 2 選択 コミュニティ構想 3・4

231403 ３年次演習（国際関係）Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係専攻は必修 国際関係 国 3 11クラス

231404 ３年次演習（国際関係）Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 国 3 11クラス

232403 ３年次演習（経済学）Ⅰ 1 2 2 選択 経済学専攻は必修 経済学 経 3 7クラス

232404 ３年次演習（経済学）Ⅱ 1 2 2 選択 経済学 経 3 7クラス

233403 ３年次演習（社会学）Ⅰ 1 2 2 選択 社会学専攻は必修 社会学 社 3 5クラス

233404 ３年次演習（社会学）Ⅱ 1 2 2 選択 社会学 社 3 5クラス

234409 ３年次演習（コミュニティ構想）Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニティ構想 構 3 5クラス

234410 ３年次演習（コミュニティ構想）Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニティ構想 構 3 5クラス

231405 ４年次演習(国際関係)Ⅰ 1 2 2 選択 国際関係専攻は必修 国際関係 国 4 11クラス

231406 ４年次演習(国際関係)Ⅱ 1 2 2 選択 国際関係 国 4 11クラス

232405 ４年次演習(経済学)Ⅰ 1 2 2 選択 経済学専攻は必修 経済学 経 4 7クラス

232406 ４年次演習(経済学)Ⅱ 1 2 2 選択 経済学 経 4 7クラス

233405 ４年次演習(社会学)Ⅰ 1 2 2 選択 社会学専攻は必修 社会学 社 4 5クラス

233406 ４年次演習(社会学)Ⅱ 1 2 2 選択 社会学 社 4 5クラス

234411 ４年次演習(コミュニティ構想)Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニティ構想専攻は必修 コミュニティ構想 構 4 5クラス

コミュニティ構想専攻は12単位選択必修

　社会調査実習Ⅱ 1 2 2
国・経・
社・構 3

コミュニティ構想専攻は必修

　社会調査実習Ⅰ 2
国・経・
社・構 31 2
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授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

234412 ４年次演習(コミュニティ構想)Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニティ構想 構 4 5クラス

卒業論文

230501 卒業論文 2 8 必修 （国際社会学科）
国・経・
社・構 4 通年科目

注１　１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

　２　経済学専攻の学生は、基礎講義、応用講義及び発展演習の「＊1」印の範囲において４単位を修得しなければならない。

　　　ただし、選択必修科目の単位として修得した単位を除く。

　３　コミュニティ構想専攻の学生は、発展演習の「＊2」印の範囲において４単位を修得しなければならない。

　４　国際社会学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて64単位を修得しなければならない。

　５　国際社会学科の学生が４年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち所定の科目の単位を含む
　　　86単位を修得しなければならない。
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（エ）心理・コミュニケーション学科〔2022年度・2023年度入学者に適用〕

　＊心理・コミュニケーション学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて64単位を修得しなければならない。

　＊１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

授業科
目コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考

入門

240001 心理・コミュニケーション概論 1 2 2 必修 （心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 心コ 1

240002 心理学概論 1 2 2 必修 （心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 心コ 1

240003 コミュニケーション概論I 1 2 2 必修 （心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 心コ 1

242001 コミュニケーション概論II（メディア） 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 1

242002 コミュニケーション概論II（情報デザイン） 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 1

242003 コミュニケーション概論II（多文化） 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 1

基盤講義

341101 知覚・認知心理学概論 1 2 2 選択 心理学 心コ 1

241102 社会心理学概論（社会・集団・家族心理学） 1 2 2 選択 心理学 心コ 1

241103 発達心理学概論 1 2 2 選択 心理学 心コ 2

241104 臨床心理学概論 1 2 2 選択 心理学 心コ 2

241105 心理学統計法１ 1 2 2 選択 心理学 心コ 1

241106 心理学統計法２ 1 2 2 選択 心理学 心コ 2

242101 コミュニケーション統計法1 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 2

242102 コミュニケーション統計法2 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 2

242103 先端トピック概論（コミュニケーション）A 1 2 2 選択 コミュニケーション 1

242104 先端トピック概論（コミュニケーション）B 1 2 2 選択 コミュニケーション 1

特殊講義　

241201 思考心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

341202 知覚心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241203 神経・生理心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

341204 認知心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241205 学習・言語心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241206 感情・人格心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241207 社会心理学（個人内過程） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241208 社会心理学（対人過程） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241209 社会心理学（マクロ・集団） 1 2 2 心理学 2・3・4 交互に開講

241210 社会心理学（応用） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241211 発達心理学（情動発達） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241212 発達心理学（社会発達） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241213 発達心理学（認知発達） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241214 教育心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241215 心理学的支援法 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241216 教育・学校心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241217 家族心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241218 産業・組織心理学 1 2 2 心理学 2・3・4

241219 健康・医療心理学 1 2 2 心理学 2・3・4 交互に開講

241220 障害者・障害児心理学 1 2 2 心理学 2・3・4

241221 精神保健学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241222 精神疾患とその治療 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241223 福祉心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241224 司法・犯罪心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241225 心理学特論 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

242201 メディア心理学 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242202 コミュニケーション心理学A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242203 コミュニケーション心理学B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242204 メディアとことば 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242205 メディア社会論 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242206 メディア文化論 1 2 2 選択 コミュニケーション専攻は コミュニケーション 2･3･4

242207 メディア産業論 1 2 2 選択 2単位必修 コミュニケーション 2･3･4

242208 メディア史 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242209 ジャーナリズムと現代社会 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242210 広告と消費者心理 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242211 ジェンダーとメディア 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242212 グローバルメディア 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242253 メディアと経済 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242213 デザイン思考Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242214 デザイン思考Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242215 ユニバーサルデザイン（人間中心設計) 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242216 ユニバーサルデザイン（心理物理） 1 2 2 選択 コミュニケーション専攻は コミュニケーション 2･3･4

242217 デザイン心理(視覚) 1 2 2 選択 2単位必修 コミュニケーション 2･3･4

242218 デザイン心理(聴覚) 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

コミュニケーション専攻は2単位必修

　＊自学科科目64単位には、以下の①②の科目の計56単位を含めなければならない。
　　　　①｢心理・コミュニケーション概論｣2単位、｢心理学概論｣2単位、「コミュニケーション概論Ⅰ」2単位、｢卒業論文｣8単位の4科目計14単位
　　　　②自専攻科目　計42単位　（ただし、心理・コミュニケーション学科の「心理演習」、「心理実習」の単位は含まない。）

授業科目 必修・選択必修・選択の別

コミュニケーション専攻は必修

心理学専攻は必修

コミュニケーション専攻は必修

心理学専攻は2単位必修

心理学専攻は2単位必修

選択

心理学専攻は2単位必修

心理学専攻は2単位必修

選択

選択

選択

次頁及び

注4参照

52



授業科
目コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

242219 ICTリテラシーⅠ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242220 ICTリテラシーⅡ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242221 インターネット・バイ・デザインI 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242222 インターネット・バイ・デザインII 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242223 Webデザイン 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242224 SNSコミュニティデザイン 1 2 2 選択 ＊ コミュニケーション 2･3･4

242225 ユーザニーズ分析 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242226 コミュニケーションと女性のキャリア 1 2 2 選択 コミュニケーション 2・3・4

242227 多文化コミュニケーション 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242228 対人コミュニケーション（家族） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242229 対人コミュニケーション（社会） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242230 対人コミュニケーション（ジェンダー） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242231 ダイバーシティとコミュニケーション 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242232 文化心理学(文化と自己） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242233 文化心理学(文化と認知） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242234 文化心理学（グローバル社会） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242235 多文化教育 1 2 2 選択 コミュニケーション専攻は コミュニケーション 2･3･4

242236 日本語教育研究概論Ⅰ 1 2 2 選択 2単位必修 コミュニケーション 2

242237 日本語教育研究概論Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2

242238 日本語教育研究Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション 3

242239 日本語教育研究Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション 3

242240 多文化コミュニケーション・デザイン 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242241 ことばと文化 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242242 言語コミュニケーション能力の発達 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242243 言語の多様性と普遍性A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 国際英語専攻と共有

242244 言語の多様性と普遍性B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 国際英語専攻と共有

242245 第二言語習得基礎論A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2 国際英語専攻と共有

242246 第二言語習得基礎論B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2 国際英語専攻と共有

242247 社会言語学A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242248 社会言語学B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242249 日本語学（表記・語彙）A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242250 日本語学（表記・語彙）B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242251 日本語学（文法・談話）A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242252 日本語学（文法・談話）B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

基盤演習

241301 １年次演習（心理学） 1 2 2 選択 心理学 心 1 6クラス

241302 ２年次演習（心理学）Ａ 1 2 2 選択 心理学 心 2 6クラス

241303 ２年次演習（心理学）Ｂ 1 2 2 選択 心理学 心 2 6クラス

341304 心理学実験入門（心理学研究法Ⅰ） 1 2 2 選択 心理学 心 1

242301 １年次演習（コミュニケーション） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 1 5クラス

242302 ２年次演習（コミュニケーション） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 2 6クラス

242303 コミュニケーション研究法入門 1 4 4 選択 コミュニケーション コ 2 週２コマ　　5クラス

242304 アプリ作成入門 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 1

242305 WebプログラミングⅠ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 2

242306 WebプログラミングⅡ 1 2 2 選択 ＊ コミュニケーション コ 2

242307 オーラルコミュニケーションスキルズ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3

242308 言語情報処理Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3 日本文学専攻と共有

242309 言語情報処理Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3 日本文学専攻と共有

発展演習

241401 ３年次演習（心理学） 1 2 2 選択 心理学 心 3 9クラス

241402 ４年次演習（心理学）Ａ 1 2 2 選択 心理学 心 4 9クラス

241403 ４年次演習（心理学）Ｂ 1 2 2 選択 心理学 心 4 9クラス

241404 心理学特殊演習(先端） 1 2 2 選択 心理学 心 3・4

341405 心理学特殊演習（応用） 1 2 2 選択 心理学 心 3・4

242401 ３年次演習（コミュニケーション）Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3 13クラス

242402 ３年次演習（コミュニケーション）Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3 13クラス

242403 ４年次演習（コミュニケーション）Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 4 13クラス

242404 ４年次演習（コミュニケーション）Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 4 13クラス

242405 コミュニケーション研究法実習（実験法） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242406 コミュニケーション研究法実習（内容分析） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242407 コミュニケーション研究法実習（質的研究） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242408 社会調査法実習（質問紙調査）Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242409 社会調査法実習（質問紙調査）II 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242410 多変量解析 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3 2クラス

心理学専攻は必修

コミュニケーション専攻は必修

心理学専攻は必修

コミュニケーション専攻は必修

コミュニケーション専攻は2単位必修

コミュニケーション専攻は2単位必修

選択必修

前頁参照
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授業科
目コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

実験・実習

341501 発達臨床基礎実習（心理学研究法Ⅱ） 1 2 1 選択 心理学 心 1

341502 心理的アセスメント 1 2 1 選択 心理学 心 2 2クラス

241503 心理学実験演習ⅠＡ 1 2 1 選択 心理学専攻は必修 心理学 心 2 2クラス

241504 心理学実験演習ⅠＢ 1 4 2 選択 心理学 心 2 週２コマ　2クラス

241505 心理学実験演習Ⅱ（実験法） 1 2 1 選択 心理学 心 3

241506 心理学実験演習Ⅱ（調査法） 1 2 1 選択 心理学専攻は １単位必修 心理学 心 3

241507 心理学実験演習Ⅱ（質的アプローチ） 1 2 1 選択 心理学 心 3

241508 心理学実験演習Ⅲ（実験法） 1 2 1 選択 心理学 心 3・4

241509 心理学特殊実験演習 1 4 2 選択 心理学専攻は必修 心理学 心 3 週２コマ　9クラス

242501 日本語教育実習 2 2 4 選択 コミュニケーション 4 通年科目

卒業論文

240601 卒業論文 2 8 必修 （心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 心コ 4 通年科目

公認心理師特設科目

241701 公認心理師の職責＊＊ 1 2 2 選択 心理学 心 2

241702 人体の構造と機能及び疾病＊＊ 1 2 2 選択 心理学 心 2・3・4 交互に開講

241703 関係行政論＊＊ 1 2 2 選択 心理学 心 2・3・4

241704 心理演習＊＊＊ 1 2 2 選択 心理学 心 4 2クラス

241705 心理実習＊＊＊ 2 4 4 選択 心理学 心 4 　週2コマ　通年科目　2クラス

注 １ １年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

２ 「心理学統計法２」を履修するには、「心理学統計法１」２単位を修得していなければならない。

３ 「コミュニケーション統計法２」を履修するには、「コミュニケーション統計法１」２単位を修得していなければならない。

４ コミュニケーション専攻の学生は、特殊講義及び基盤演習の「＊」印の範囲において10単位を修得しなければならない。

　ただし、必ず特殊講義の選択必修3科目計6単位を含めなければならない。

７ 「公認心理師特設科目」（＊＊印及び＊＊＊印の科目）を履修するには、所定の公認心理師課程登録を行っていなければならない。

８ ＊＊＊印の「心理演習」、「心理実習」の単位は、卒業に必要な単位（心理・コミュニケーション学科科目及び自由選択科目）として数えられない。

９ 心理・コミュニケーション学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて64単位を修得しなければならない。

１０ 心理・コミュニケーション学科の学生が４年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち所定の科目の単位を含む86単位を

 　修得しなければならない。

５ ｢日本語教育研究Ⅰ｣及び｢日本語教育研究Ⅱ｣を履修するには、次の2科目計4単位を修得していなければならない。
　　　　　　　｢第二言語習得基礎論Ａ｣又は｢第二言語習得基礎論Ｂ｣のうち１科目２単位
　　　　　　　｢日本語教育研究概論Ⅰ｣又は｢日本語教育研究概論Ⅱ｣のうち１科目２単位

６ ｢日本語教育実習｣を履修するには、次の5科目計10単位を修得していなければならない。
　　　　　　　｢第二言語習得基礎論Ａ｣｢第二言語習得基礎論Ｂ｣｢日本語教育研究概論Ⅰ｣｢日本語教育研究概論Ⅱ｣の４科目計８単位
　　　　　　　｢日本語教育研究Ⅰ｣又は｢日本語教育研究Ⅱ｣のうち１科目２単位
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（エ）心理・コミュニケーション学科〔2018・2019・2020・2021年度入学者に適用〕

　＊心理・コミュニケーション学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて64単位を修得しなければならない。

　＊１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

授業科
目コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考

入門

240001 心理・コミュニケーション概論 1 2 2 必修 （心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 心コ 1

240002 心理学概論 1 2 2 必修 （心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 心コ 1

240003 コミュニケーション概論I 1 2 2 必修 （心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 心コ 1

242001 コミュニケーション概論II（メディア） 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 1

242002 コミュニケーション概論II（情報デザイン） 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 1

242003 コミュニケーション概論II（多文化） 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 1

基盤講義

241101 基礎心理学概論 1 2 2 選択 心理学 心コ 1

241102 社会心理学概論（社会・集団・家族心理学） 1 2 2 選択 心理学 心コ 1

241103 発達心理学概論 1 2 2 選択 心理学 心コ 2

241104 臨床心理学概論 1 2 2 選択 心理学 心コ 2

241105 心理学統計法１ 1 2 2 選択 心理学 心コ 1

241106 心理学統計法２ 1 2 2 選択 心理学 心コ 2

242101 コミュニケーション統計法1 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 2

242102 コミュニケーション統計法2 1 2 2 選択 コミュニケーション 心コ 2

242103 先端トピック概論（コミュニケーション）A 1 2 2 選択 コミュニケーション 1

242104 先端トピック概論（コミュニケーション）B 1 2 2 選択 コミュニケーション 1

特殊講義　

241201 思考心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241202 知覚・認知心理学Ａ 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241203 神経・生理心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241204 知覚・認知心理学Ｂ 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241205 学習・言語心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241206 感情・人格心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241207 社会心理学（個人内過程） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241208 社会心理学（対人過程） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241209 社会心理学（マクロ・集団） 1 2 2 心理学 2・3・4 交互に開講

241210 社会心理学（応用） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241211 発達心理学（情動発達） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241212 発達心理学（社会発達） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241213 発達心理学（認知発達） 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241214 教育心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241215 心理学的支援法 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241216 教育・学校心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241217 家族心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241218 産業・組織心理学 1 2 2 心理学 2・3・4

241219 健康・医療心理学 1 2 2 心理学 2・3・4 交互に開講

241220 障害者・障害児心理学 1 2 2 心理学 2・3・4

241221 精神保健学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241222 精神疾患とその治療 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241223 福祉心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4 交互に開講

241224 司法・犯罪心理学 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

241225 心理学特論 1 2 2 選択 心理学 2・3・4

242201 メディア心理学 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242202 コミュニケーション心理学A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242203 コミュニケーション心理学B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242204 メディアとことば 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242205 メディア社会論 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242206 メディア文化論 1 2 2 選択 コミュニケーション専攻は コミュニケーション 2･3･4

242207 メディア産業論 1 2 2 選択 2単位必修 コミュニケーション 2･3･4

242208 メディア史 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242209 ジャーナリズムと現代社会 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242210 広告と消費者心理 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242211 ジェンダーとメディア 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242212 グローバルメディア 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242253 メディアと経済 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242213 デザイン思考Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242214 デザイン思考Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242215 ユニバーサルデザイン（人間中心設計) 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242216 ユニバーサルデザイン（心理物理） 1 2 2 選択 コミュニケーション専攻は コミュニケーション 2･3･4

242217 デザイン心理(視覚) 1 2 2 選択 2単位必修 コミュニケーション 2･3･4

242218 デザイン心理(聴覚) 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

　＊自学科科目64単位には、以下の①②の科目の計56単位を含めなければならない。
　　　　①｢心理・コミュニケーション概論｣2単位、｢心理学概論｣2単位、「コミュニケーション概論Ⅰ」2単位、｢卒業論文｣8単位の4科目計14単位
　　　　②自専攻科目　計42単位　（ただし、心理・コミュニケーション学科の「心理演習」、「心理実習」の単位は含まない。）

心理学専攻は必修

コミュニケーション専攻は必修

授業科目 必修・選択必修・選択の別

コミュニケーション専攻は必修

選択

選択

心理学専攻は2単位必修

選択

コミュニケーション専攻は2単位必修

心理学専攻は2単位必修

心理学専攻は2単位必修

心理学専攻は2単位必修

選択

次頁及び

注4参照
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授業科
目コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

242219 ICTリテラシーⅠ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242220 ICTリテラシーⅡ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242221 インターネット・バイ・デザインI 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242222 インターネット・バイ・デザインII 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242223 Webデザイン 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242224 SNSコミュニティデザイン 1 2 2 選択 ＊ コミュニケーション 2･3･4

242225 ユーザニーズ分析 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242226 コミュニケーションと女性のキャリア 1 2 2 選択 コミュニケーション 2・3・4

242227 多文化コミュニケーション 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242228 対人コミュニケーション（家族） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242229 対人コミュニケーション（社会） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242230 対人コミュニケーション（ジェンダー） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242231 ダイバーシティとコミュニケーション 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242232 文化心理学(文化と自己） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242233 文化心理学(文化と認知） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242234 文化心理学（グローバル社会） 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242235 多文化教育 1 2 2 選択 コミュニケーション専攻は コミュニケーション 2･3･4

242236 日本語教育研究概論Ⅰ 1 2 2 選択 2単位必修 コミュニケーション 2

242237 日本語教育研究概論Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2

242238 日本語教育研究Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション 3

242239 日本語教育研究Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション 3

242240 多文化コミュニケーション・デザイン 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242241 ことばと文化 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242242 言語コミュニケーション能力の発達 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4

242243 言語の多様性と普遍性A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 国際英語専攻と共有

242244 言語の多様性と普遍性B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 国際英語専攻と共有

242245 第二言語習得基礎論A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2 国際英語専攻と共有

242246 第二言語習得基礎論B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2 国際英語専攻と共有

242247 社会言語学A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242248 社会言語学B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242249 日本語学（表記・語彙）A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242250 日本語学（表記・語彙）B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242251 日本語学（文法・談話）A 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

242252 日本語学（文法・談話）B 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3･4 日本文学専攻と共有

基盤演習

241301 １年次演習（心理学） 1 2 2 選択 心理学 心 1 6クラス

241302 ２年次演習（心理学）Ａ 1 2 2 選択 心理学 心 2 6クラス

241303 ２年次演習（心理学）Ｂ 1 2 2 選択 心理学 心 2 6クラス

241304 心理学実験入門 1 2 2 選択 心理学 心 1

242301 １年次演習（コミュニケーション） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 1 5クラス

242302 ２年次演習（コミュニケーション） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 2 6クラス

242303 コミュニケーション研究法入門 1 4 4 選択 コミュニケーション コ 2 週２コマ　　5クラス

242304 アプリ作成入門 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 1

242305 WebプログラミングⅠ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 2

242306 WebプログラミングⅡ 1 2 2 選択 ＊ コミュニケーション コ 2

242307 オーラルコミュニケーションスキルズ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3

242308 言語情報処理Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3 日本文学専攻と共有

242309 言語情報処理Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション 2･3 日本文学専攻と共有

発展演習

241401 ３年次演習（心理学） 1 2 2 選択 心理学 心 3 9クラス

241402 ４年次演習（心理学）Ａ 1 2 2 選択 心理学 心 4 9クラス

241403 ４年次演習（心理学）Ｂ 1 2 2 選択 心理学 心 4 9クラス

241404 心理学特殊演習(先端） 1 2 2 選択 心理学 心 3・4

241405 心理学特殊演習(心理学研究法） 1 2 2 選択 心理学 心 3・4

242401 ３年次演習（コミュニケーション）Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3 13クラス

242402 ３年次演習（コミュニケーション）Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3 13クラス

242403 ４年次演習（コミュニケーション）Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 4 13クラス

242404 ４年次演習（コミュニケーション）Ⅱ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 4 13クラス

242405 コミュニケーション研究法実習（実験法） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242406 コミュニケーション研究法実習（内容分析） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242407 コミュニケーション研究法実習（質的研究） 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242408 社会調査法実習（質問紙調査）Ⅰ 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242409 社会調査法実習（質問紙調査）II 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3

242410 多変量解析 1 2 2 選択 コミュニケーション コ 3 2クラス

心理学専攻は必修

心理学専攻は必修

コミュニケーション専攻は必修

コミュニケーション専攻は必修

コミュニケーション専攻は2単位必修

コミュニケーション専攻は2単位必修

選択必修

前頁参照
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授業科
目コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次 備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

実験・実習

241501 心理的アセスメントⅠ 1 2 1 選択 心理学 心 1

241502 心理的アセスメントⅡ 1 2 1 選択 心理学 心 2 2クラス

241503 心理学実験演習ⅠＡ 1 2 1 選択 心理学専攻は必修 心理学 心 2 2クラス

241504 心理学実験演習ⅠＢ 1 4 2 選択 心理学 心 2 週２コマ　2クラス

241505 心理学実験演習Ⅱ（実験法） 1 2 1 選択 心理学 心 3

241506 心理学実験演習Ⅱ（調査法） 1 2 1 選択 心理学専攻は １単位必修 心理学 心 3

241507 心理学実験演習Ⅱ（質的アプローチ） 1 2 1 選択 心理学 心 3

241508 心理学実験演習Ⅲ（実験法） 1 2 1 選択 心理学 心 3・4

241509 心理学特殊実験演習 1 4 2 選択 心理学専攻は必修 心理学 心 3 週２コマ　9クラス

242501 日本語教育実習 2 2 4 選択 コミュニケーション 4 通年科目

卒業論文

240601 卒業論文 2 8 必修 （心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 心コ 4 通年科目

公認心理師特設科目

241701 公認心理師の職責＊＊ 1 2 2 選択 心理学 心 2

241702 人体の構造と機能及び疾病＊＊ 1 2 2 選択 心理学 心 2・3・4 交互に開講

241703 関係行政論＊＊ 1 2 2 選択 心理学 心 2・3・4

241704 心理演習＊＊＊ 1 2 2 選択 心理学 心 4 2クラス

241705 心理実習＊＊＊ 2 4 4 選択 心理学 心 4 　週2コマ　通年科目　2クラス

注 １ １年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

２ 「心理学統計法２」を履修するには、「心理学統計法１」２単位を修得していなければならない。

３ 「コミュニケーション統計法２」を履修するには、「コミュニケーション統計法１」２単位を修得していなければならない。

４ コミュニケーション専攻の学生は、特殊講義及び基盤演習の「＊」印の範囲において10単位を修得しなければならない。

　ただし、必ず特殊講義の選択必修3科目計6単位を含めなければならない。

７ 「公認心理師特設科目」（＊＊印及び＊＊＊印の科目）を履修するには、所定の公認心理師課程登録を行っていなければならない。

８ ＊＊＊印の「心理演習」、「心理実習」の単位は、卒業に必要な単位（心理・コミュニケーション学科科目及び自由選択科目）として数えられない。

９ 心理・コミュニケーション学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて64単位を修得しなければならない。

１０ 心理・コミュニケーション学科の学生が４年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち所定の科目の単位を含む86単位を

 　修得しなければならない。

５ ｢日本語教育研究Ⅰ｣及び｢日本語教育研究Ⅱ｣を履修するには、次の2科目計4単位を修得していなければならない。
　　　　　　　｢第二言語習得基礎論Ａ｣又は｢第二言語習得基礎論Ｂ｣のうち１科目２単位
　　　　　　　｢日本語教育研究概論Ⅰ｣又は｢日本語教育研究概論Ⅱ｣のうち１科目２単位

６ ｢日本語教育実習｣を履修するには、次の5科目計10単位を修得していなければならない。
　　　　　　　｢第二言語習得基礎論Ａ｣｢第二言語習得基礎論Ｂ｣｢日本語教育研究概論Ⅰ｣｢日本語教育研究概論Ⅱ｣の４科目計８単位
　　　　　　　｢日本語教育研究Ⅰ｣又は｢日本語教育研究Ⅱ｣のうち１科目２単位
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（オ）数理科学科

　＊数理科学科の学生は、自学科科目のうち必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて72単位を修得しなければならない。

　＊１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。

授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次

コース
ナンバ
リング

備考

数学基礎

250001 微分積分学Ⅰ 1 2 2  必修 （数理科学科） 数・情 1 100

250002 微分積分学Ⅱ 1 2 2  必修 （数理科学科） 数・情 1 150

250003 微分積分学演習Ⅰ 1 2 1  必修 （数理科学科） 数・情 1 100

250004 微分積分学演習Ⅱ 1 2 1  必修 （数理科学科） 数・情 1 150

250005 線形代数学Ⅰ 1 2 2  必修 （数理科学科） 数・情 1 100

250006 線形代数学Ⅱ 1 2 2  必修 （数理科学科） 数・情 1 150

250007 線形代数学演習Ⅰ 1 2 1  必修 （数理科学科） 数・情 1 100

250008 線形代数学演習Ⅱ 1 2 1  必修 （数理科学科） 数・情 1 150

解析学

251101 解析学概論Ⅰ 1 2 2 選択 数学 2 200

251102 解析学概論Ⅱ 1 2 2 選択 *2 数学 2 250

251103 数学

252103 情報理学

251104 連続と極限 1 2 2 選択 数学 2 200

251105 複素関数論Ⅰ 1 2 2 選択 *1 数学 数・情 3 300

251106 複素関数論Ⅱ 1 2 2 選択 数学 数・情 3 350

251107 関数解析学 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300

251108 数理モデルと微分方程式 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300

251109 数理解析学 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300

251110 数学 　　交互に開講

252110 情報理学

代数学

251201 線形代数学Ⅲ 1 2 2 選択 数学 数・情 2 200

251202 代数学Ａ 1 2 2 選択 *3 数学 数・情 2 200

251203 数学

252203 情報理学

251204 数学

252204 情報理学

251205 代数学ＣⅠ 1 2 2 選択 *1 数学 数・情 3 300

251206 代数学ＣⅡ 1 2 2 選択 数学 数・情 3 350

251207 代数学特論ＡⅠ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300

251208 代数学特論ＡⅡ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 350 　　「代数学特論ＡⅠ・AⅡ」と

251209 代数学特論ＢⅠ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300 　　「代数学特論BⅠ・BⅡ」を

251210 代数学特論ＢⅡ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 350 　　交互に開講

幾何学

251301 位相数学Ⅰ 1 2 2 選択 数学 2 200

251302 位相数学Ⅱ 1 2 2 選択 *4 数学 2 250

251303 数学

252303 情報理学

251304 数学

252304 情報理学

251305 幾何学ＢⅠ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300

251306 幾何学ＢⅡ 1 2 2 選択 *1 数学 数・情 3・4 350

251307 結び目理論Ⅰ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300

251308 結び目理論Ⅱ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 350

251309 幾何学特論AⅠ 1 2 2 選択 数学 数・情 4 400

251310 幾何学特論AⅡ 1 2 2 選択 数学 数・情 4 450

251311 幾何学特論BⅠ 1 2 2 選択 数学 数・情 4 400

251312 幾何学特論BⅡ 1 2 2 選択 数学 数・情 4 450

　＊自学科科目72単位には、以下の①②の科目の計40単位を含めなければならない。
　　　　①｢微分積分学Ⅰ｣2単位、｢微分積分学Ⅱ｣2単位、｢微分積分学演習Ⅰ｣1単位、｢微分積分学演習Ⅱ｣1単位、
　　　　　　｢線形代数学Ⅰ｣2単位、｢線形代数学Ⅱ｣2単位、｢線形代数学演習Ⅰ｣1単位、｢線形代数学演習Ⅱ｣1単位の8科目　計12単位
　　　　②自専攻科目　計28単位

授業科目 必修・選択必修・選択の別

解析学の応用 1 2 2 選択 *5 2

選択 *5 数・情 3・4

グラフ理論

幾何学Ａ

1

200

代数学B

情報代数学

1

1

2

2

2

2

選択

選択

*5 数・情 2

2

200

200

情報解析学 1 2 2 300

2

2

200

2001

2

2

2

2

選択

選択

*5
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授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次

コース
ナンバ
リング

備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

確率論・統計学

251401 確率統計Ⅰ 1 2 2 選択 *4 数学 2 200

251402 確率統計Ⅱ 1 2 2 選択 数学 2 250

251403 数理モデルと確率論Ⅰ 1 2 2 選択 数学 数・情 3 300

251404 数理モデルと確率論Ⅱ 1 2 2 選択 *1 数学 数・情 3 350

251405 確率統計特論ＡⅠ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300

251406 確率統計特論ＡⅡ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 350 　　「確率統計特論ＡⅠ・AⅡ」と

251407 確率統計特論ＢⅠ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 300 　　「確率統計特論BⅠ・BⅡ」を

251408 確率統計特論ＢⅡ 1 2 2 選択 数学 数・情 3・4 350 　　交互に開講

情報科学

251501 数学

252501 情報理学

252502 アルゴリズムとデータ構造 1 2 2 選択　情報理学専攻は必修 情報理学 2 200

252503 ネットワークⅠ 1 2 2 選択 *7 情報理学 数・情 2 200

251504 数学

252504 情報理学

251505 *1 数学

252505 情報理学

252506 マルチメディア概論 1 2 2 選択 情報理学 数・情 2・3・4 200

252507 ソフトウェア工学 1 2 2 選択 情報理学 数・情 2・3・4 200

251508 *5 数学

252508 情報理学

252509 ネットワークⅡ 1 2 2 選択 情報理学 数・情 3・4 300

252510 オペレーティングシステム 1 2 2 選択 情報理学 数・情 3・4 300

252511 データベースＡ 1 2 2 選択 情報理学 数・情 3・4 300

252512 データベースＢ 1 2 2 選択 情報理学 数・情 3・4 300 　　交互に開講

252513 オートマトン 1 2 2 選択 情報理学 3・4 300

251514 数学 　　　交互に開講

252514 情報理学

252515 情報学特論 1 2 2 選択 情報理学 3・4 300

応用数理学

252601 物理学概論 1 2 2 選択 情報理学 1 100

252602 化学概論 1 2 2 選択 *6 情報理学 1 100

252603 生物学概論 1 2 2 選択 情報理学 1 100

252604 力学 1 2 2 選択 情報理学 2 200

252605 電磁気学 1 2 2 選択 情報理学 2 200

252606 物理化学 1 2 2 選択 情報理学 2 200

252607 相対性理論 1 2 2 選択 *7 情報理学 2・3 200

252608 量子力学 1 2 2 選択 情報理学 2・3 200 　　交互に開講

252609 数理化学 1 2 2 選択 情報理学 2・3 200

252610 生物学特論A 1 2 2 選択 *5 情報理学 2・3 200

252611 生物学特論B 1 2 2 選択 情報理学 2・3 200 　　交互に開講

252612 現代化学Ａ 1 2 2 選択 情報理学 2・3・4 200

252613 現代化学Ｂ 1 2 2 選択 情報理学 2・3・4 200 　　交互に開講

252614 現代生物学A 1 2 2 選択 情報理学 2・3・4 200

252615 現代生物学B 1 2 2 選択 情報理学 2・3・4 200 　　交互に開講

251616 数学

252616 情報理学 　　　交互に開講

251617 数学

252617 情報理学 　　

252618 数理生物学 1 2 2 選択 情報理学 3・4 300

数理科学シミュレーション

251701 数学

252701 情報理学

251702 数学

252702 情報理学

251703 *1 数学

252703 *5 情報理学

251704 数学

252704 情報理学

252705 シミュレーションC 1 2 2 選択 *8 情報理学 数・情 3 300

252706 シミュレーションD 1 2 2 選択 情報理学 数・情 3 300

300

350

300

350

100

200

200

200

300

300

300

数・情 3

シミュレーションBⅡ 1 2 2 選択 数・情 3

シミュレーションBⅠ 1 2 2 選択 *8

数・情 3

シミュレーションAⅡ 1 2 2 選択 数・情 3

シミュレーションAⅠ 1 2 2 選択 *8

3・4

現代物理学B 1 2 2 選択 3・4

現代物理学A 1 2 2 選択 *1

2・3・4

計算幾何学 1 2 2 選択 *1 3・4

情報と職業 1 2 2 選択 *1

2

数値計算 1 2 2 選択 *7 数・情 2

プログラミング 1 2 2 選択

情報学概論 1 2 2 選択　*1　*5　*6 1
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授業科目
コード

授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間 単位数 学科共通／専攻の区分 専攻指定 履修年次

コース
ナンバ
リング

備考授業科目 必修・選択必修・選択の別

基盤演習

251801 １年次演習（数学） 1 2 2 選択　数学専攻は必修 数学 数 1 100

252801 １年次演習（情報理学） 1 2 2 選択　情報理学専攻は必修 情報理学 情 1 100

数理科学演習

252802 2年次演習（情報理学） 1 2 2 選択　情報理学専攻は必修 情報理学 情 2 200

251803 3年次演習（数学） 1 2 2 選択　数学専攻は必修 数学 数 3 350 7クラス

252803 3年次演習（情報理学） 1 2 2 選択　情報理学専攻は必修 情報理学 情 3 350 7クラス

講究

251804 数学講究 2 2 4 選択　数学専攻は必修 数学 数 4 490 通年科目　　7クラス

252804 情報理学講究 2 2 4 選択　情報理学専攻は必修 情報理学 情 4 490 通年科目　　7クラス

関連科目

250901 経済数学 1 2 2 選択 （数理科学科） 2 200 経済学専攻と共有

250902 ゲームの理論 1 2 2 選択 （数理科学科） 2・3・4 200 経済学専攻と共有

250903 経営ファイナンス論 1 2 2 選択 （数理科学科） 2・3・4 200 隔年開講 　経済学専攻と共有

250904 文理融合演習Ａ 1 2 2 選択 （数理科学科） 2・3・4 200 哲学専攻と共有

250905 文理融合演習Ｂ 1 2 2 選択 （数理科学科） 2・3・4 200 交互に開講    哲学専攻と共有

　　②代数学の「*3」印の4科目のうち4単位
　　③幾何学及び確率論・統計学の「*4」印の6科目のうち4単位
注３　数学専攻の学生は、「*1」印の範囲において8単位を修得しなければならない。ただし、注2の選択必修科目の単位として修得する科目は除く。
注４　情報理学専攻の学生は、以下の①②③の合計14単位を修得しなければならない。
　　①情報科学及び応用数理学の「*６」印の4科目のうち４単位
　　②情報科学及び応用数理学の「*７」印の10科目のうち8単位
　　③数理科学シミュレーションの「*８」印の4科目のうち2単位
注５　情報理学専攻の学生は、解析学、代数学、幾何学、情報科学、応用数理学及び数理科学シミュレーションの「＊5」印の範囲において2単位を修得しなければならない。
　　　 ただし、注4の選択必修の単位として修得する単位を除く。
注６　数理科学科の学生は、自学科科目の必修科目、選択必修科目、選択科目合わせて72単位修得しなければならない。
注７　数理科学科の学生が４年次に進級するには、前年度末までに、卒業に必要な単位数130単位のうち所定の科目の単位を含む86単位を修得しなければならない。

注１　１年次の自学科科目の履修は、20単位を上限とする。
注２　数学専攻の学生は、以下の①、②、③の合計12単位を修得しなければならない。
　　①解析学の「*2」印の4科目のうち4単位
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各教科の指導法
3WW101 英語科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 英語必修） 英 2

3WW102 英語科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 英語必修） 英 3

3WW103 英語科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 英語必修） 英 3

3WW104 英語科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 英語必修） 英 3

3WW111 宗教科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 哲 2・3

3WW112 宗教科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 哲 2・3

3WW113 宗教科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 宗教必修） 哲 2・3

3WW114 宗教科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 宗教必修） 哲 2・3

3WW121 国語科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 国語必修） 日 2・3

3WW122 国語科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 国語必修） 日 2・3

3WW123 国語科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 国語必修） 日 2・3

3WW124 国語科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 国語必修） 日 2・3

3WW131 社会・地理歴史科教育法Ⅰ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高地歴必修）
哲・歴・国・

経・社
2・3

3WW132 社会・地理歴史科教育法Ⅱ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高地歴必修）
哲・歴・国・

経・社
2・3

3WW133 社会・公民科教育法Ⅰ ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高公民必修）
哲・歴・国・

経・社
2・3

3WW134 社会・公民科教育法Ⅱ ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高公民必修）
哲・歴・国・

経・社
2・3

3WW141 情報科教育法Ⅰ ＊ 1 2 2 選択必修 （高 情報必修） 数・情 2・3

3WW142 情報科教育法Ⅱ ＊ 1 2 2 選択必修 （高 情報必修） 数・情 2・3

3WW151 数学科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 数学必修） 数・情 2・3

3WW152 数学科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 数学必修） 数・情 2・3

3WW153 数学科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 数・情 2・3

3WW154 数学科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 数・情 2・3

教育の基礎的理解に関する科目

3WW201 教育原論 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW202 教職論 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

1･2･3 3ｸﾗｽ

3WW203 教育社会学 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW204 教育心理学 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW205 特別支援教育 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

1･2･3 3ｸﾗｽ

3WW206 教育課程論 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3 2ｸﾗｽ

3WW302 道徳教育の理論と方法 ＊ 1 2 2 必修 （中学 必修）
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW303 総合的な学習の時間の指導法 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW304 特別活動論 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW305 生徒・進路指導論 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW306 教育相談 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3 3ｸﾗｽ

3WW307 教育方法論（ICTの活用を含む） ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

2・3 3ｸﾗｽ

教育実践に関する科目

3WW401 教育実習事前事後指導 ＊ 1 1 1 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

3 隔週授業

3WW402 教育実習 ＊ 1 4 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

4

3WW403 教職実践演習（中・高） ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・国・
経・社・数・情

4 3ｸﾗｽ

注１

２

３

４

*印の授業科目の単位は、自由選択科目の単位として数えることはできない。

介護等の体験を行うためには、「特別支援教育」2単位を介護等の体験を行う年度の前年度末までに修得していなければ
ならない。

 実習期間3又は4週間　

２年次以上で教職課程科目（「教職論」を除く｡）を履修するには、所定の教職課程登録を行っていなければならない。

「教育実習」を履修するには、以下の科目を含む上記教職課程科目27単位を３年次修了までに修得していなければならない。

各教科の指導法6単位、｢教職論｣2単位、「特別支援教育」2単位、｢教育課程論｣2単位、「教育相談」2単位、「教育方法論
（ICTの活用を含む）」2単位、｢教育実習事前事後指導｣1単位

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

（８） 教  職  課　程  科  目  〔2022年度・2023年度入学者に適用〕

授業科目
コード

授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 専攻指定 履修年次 備　　考

(中　宗教必修
 高　宗教2単位必修）

(中　数学必修
 高　数学2単位必修）
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各教科の指導法
3WW101 英語科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 英語必修） 英 2

3WW102 英語科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 英語必修） 英 3

3WW103 英語科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 英語必修） 英 3

3WW104 英語科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 英語必修） 英 3

3WW111 宗教科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 哲 2・3

3WW112 宗教科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 哲 2・3

3WW113 宗教科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 宗教必修） 哲 2・3

3WW114 宗教科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 宗教必修） 哲 2・3

3WW121 国語科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 国語必修） 日 2・3

3WW122 国語科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 国語必修） 日 2・3

3WW123 国語科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 国語必修） 日 2・3

3WW124 国語科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 国語必修） 日 2・3

3WW131 社会・地理歴史科教育法Ⅰ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高地歴必修）
哲・歴・国・

経・社
2・3

3WW132 社会・地理歴史科教育法Ⅱ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高地歴必修）
哲・歴・国・

経・社
2・3

3WW133 社会・公民科教育法Ⅰ ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高公民必修）
哲・歴・国・

経・社
2・3

3WW134 社会・公民科教育法Ⅱ ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高公民必修）
哲・歴・国・

経・社
2・3

3WW141 情報科教育法Ⅰ ＊ 1 2 2 選択必修 （高 情報必修） 数・情 2・3

3WW142 情報科教育法Ⅱ ＊ 1 2 2 選択必修 （高 情報必修） 数・情 2・3

3WW151 数学科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中 数学必修） 数・情 2・3

3WW152 数学科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 数学必修） 数・情 2・3

3WW153 数学科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 数・情 2・3 2クラス

3WW154 数学科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 数・情 2・3 2クラス

教育の基礎的理解に関する科目

3WW201 教育原論 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW202 教職論 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

1･2･3 4ｸﾗｽ

3WW203 教育社会学 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW204 教育心理学 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW205 特別支援教育 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

1･2･3 4ｸﾗｽ

3WW301 教育課程・教育方法論 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3 4ｸﾗｽ

3WW302 道徳教育の理論と方法 ＊ 1 2 2 必修 （中学 必修）
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW303 総合的な学習の時間の指導法 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW304 特別活動論 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW305 生徒・進路指導論 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3・4 2ｸﾗｽ

3WW306 教育相談 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

2・3 3ｸﾗｽ

教育実践に関する科目

3WW401 教育実習事前事後指導 ＊ 1 1 1 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

3 隔週授業

3WW402 教育実習 ＊ 1 4 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

4

3WW403 教職実践演習（中・高） ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・情

4 3ｸﾗｽ

注１

２

３

４ 介護等の体験を行うためには、「特別支援教育」2単位を介護等の体験を行う年度の前年度末までに修得していなければ
ならない。

備　　考

(中　宗教必修
 高　宗教2単位必修）

(中　数学必修
 高　数学2単位必修）

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

 実習期間3又は4週間　

２年次以上で教職課程科目（「教職論」を除く｡）を履修するには、所定の教職課程登録を行っていなければならない。

「教育実習」を履修するには、以下の科目を含む上記教職課程科目23単位を３年次修了までに修得していなければならない。

｢教職論｣2単位、｢教育課程・教育方法論｣2単位、各教科の指導法6単位、「教育相談」2単位、｢教育実習事前事後指導｣1
単位

*印の授業科目の単位は、自由選択科目の単位として数えることはできない。

（８） 教  職  課　程  科  目  〔2019・2020・2021年度入学者に適用〕

授業科目
コード

授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 専攻指定 履修年次
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教職に関する科目

2WW101 教職論 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

1･2･3 4ｸﾗｽ

2WW102 教育原論 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

2・3・4 2ｸﾗｽ

2WW103 教育心理学 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

2・3・4 2ｸﾗｽ

2WW104 教育社会学 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

2・3・4 2ｸﾗｽ

2WW105 教育課程・教育方法論 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

2・3 4ｸﾗｽ

2WW201 英語科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 英語必修） 英 2

2WW202 英語科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 英語必修） 英 3

2WW203 英語科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 英 3

2WW204 英語科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 英 3

2WW205 宗教科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 宗教必修） 哲 2・3

2WW206 宗教科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 宗教必修） 哲 2・3

2WW207 宗教科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 哲 2・3

2WW208 宗教科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 哲 2・3

2WW209 国語科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 国語必修） 日 2・3

2WW210 国語科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 国語必修） 日 2・3

2WW211 国語科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 日 2・3

2WW212 国語科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 日 2・3

2WW213 社会・地理歴史科教育法Ⅰ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高地歴必修）
哲・歴・国・

経・社 2・3

2WW214 社会・地理歴史科教育法Ⅱ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高地歴必修）
哲・歴・国・

経・社 2・3

2WW215 社会・公民科教育法Ⅰ ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高公民必修）
哲・歴・国・

経・社 2・3

2WW216 社会・公民科教育法Ⅱ ＊ 1 2 2 選択必修 （中社会・高公民必修）
哲・歴・国・

経・社 2・3

2WW217 情報科教育法Ⅰ ＊ 1 2 2 選択必修 （高 情報必修） 数・情 2・3

2WW218 情報科教育法Ⅱ ＊ 1 2 2 選択必修 （高 情報必修） 数・情 2・3

2WW219 数学科教育法ⅠＡ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 数学必修） 数・情 2・3

2WW220 数学科教育法ⅠＢ ＊ 1 2 2 選択必修 （中・高 数学必修） 数・情 2・3

2WW221 数学科教育法ⅡＡ ＊ 1 2 2 選択必修 数・情 2・3 2クラス

2WW222 数学科教育法ⅡＢ ＊ 1 2 2 選択必修 数・情 2・3 2クラス

2WW301 道徳教育の理論と方法 ＊ 1 2 2 必修 （中学 必修）
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

2・3・4 2ｸﾗｽ

2WW302 特別活動論 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

2・3・4 2ｸﾗｽ

2WW303 生徒・進路指導論 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

2・3・4 2ｸﾗｽ

2WW304 教育相談 ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

2・3 3ｸﾗｽ

2WW305 教育実習事前事後指導 ＊ 1 1 1 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

3 隔週授業

2WW401 教育実習 ＊ 1 4 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

4

2WW402 教職実践演習（中・高） ＊ 1 2 2 必修
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

4 3ｸﾗｽ

介護等の体験関連科目

2WW501 特別支援教育と社会福祉 1 2 2 必修 （中学 必修）
英・哲・日・歴・
国・経・社・数・
情

1･2･3 4ｸﾗｽ

授業科目
コード

履修年次 備　　考

（８） 教  職  課　程  科  目  〔２０１８年度入学者に適用〕

授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 専攻指定

 （中 宗教2単位必修） 交互に開講

各
　
 

教
 
　
科
 
　
の
 
　
指
　
 

導
　
 

法

 （中 英語2単位必修）

 実習期間3又は4週間　

 （中 国語2単位必修） 交互に開講

 （中 数学2単位必修） 交互に開講
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注１

２

３

免許教科

英語

宗教

国語

社会

地理歴史

公民

情報

数学

４

５

２年次以上で教職課程科目（「教職論」を除く｡）を履修するには、所定の教職課程登録を行っていなければならない。

「教育実習」を履修するには、以下の科目を含む上記教職に関する科目23単位を３年次修了までに修得していなけれ
ばならない。（「特別支援教育と社会福祉」は、23単位に含まれないので注意すること。）

英語科教育法ⅠＡ、英語科教育法ⅠＢ、英語科教育法ⅡＡ、英語科教育法ⅡＢ

宗教科教育法ⅠＡ、宗教科教育法ⅠＢ、宗教科教育法ⅡＡ、宗教科教育法ⅡＢ

国語科教育法ⅠＡ、国語科教育法ⅠＢ、国語科教育法ⅡＡ、国語科教育法ⅡＢ

｢教職論｣2単位、｢教育課程・教育方法論｣2単位、各教科の指導法(注3)6単位、「教育相談」2単位、｢教育実習事前
事後指導｣1単位

各教科の指導法とは、以下の授業科目をいう。

授業科目

介護等の体験を行うためには、「特別支援教育と社会福祉」2単位を介護等の体験を行う年度の前年度末までに修得
していなければならない。

情報科教育法Ⅰ、情報科教育法Ⅱ

数学科教育法ⅠＡ、数学科教育法ⅠＢ、数学科教育法ⅡＡ、数学科教育法ⅡＢ

*印の授業科目の単位は、自由選択科目の単位として数えることはできない。

社会・地理歴史科教育法Ⅰ、社会・地理歴史科教育法Ⅱ、
社会・公民科教育法Ⅰ、社会・公民科教育法Ⅱ

社会・地理歴史科教育法Ⅰ、社会・地理歴史科教育法Ⅱ

社会・公民科教育法Ⅰ、社会・公民科教育法Ⅱ
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2VV101 博物館概論 1 2 2 必修 2 2ｸﾗｽ

2VV102 博物館資料論 1 2 2 必修 2 2ｸﾗｽ

2VV103 博物館経営論 1 2 2 必修 2･3 2ｸﾗｽ

2VV104 博物館資料保存論 1 2 2 必修 2･3 2ｸﾗｽ

2VV105 博物館展示論 1 2 2 必修 2･3 2ｸﾗｽ

2VV106 博物館教育論 1 2 2 必修 2･3 2ｸﾗｽ

2VV107 生涯学習論 1 2 2 必修 2･3･4 2ｸﾗｽ

2VV108 博物館情報・メディア論 1 2 2 必修 2･3･4 2ｸﾗｽ

2VV201 博物館実習１* 1 2 1 必修 3 4ｸﾗｽ

2VV202 博物館実習２** 1 2 1 必修 3 4ｸﾗｽ

2VV203 博物館実習３*** 2 1 必修 4 通年科目

注１ 学芸員課程科目を履修するには､２年次始めに所定の学芸員課程登録を行っていなければならない。
　２ *印の「博物館実習１」を履修するには､上記必修科目のうち、次の4科目計8単位を修得していなければならない。

(9)   学 芸 員 課 程 科 目  〔2018年度以降入学者に適用〕

授業科目コード 授業科目 授業期間
(15週単位)

毎週
授業時間

単位数 必修・選択必修・選択の別 履修年次 備　　考

　５ *印の「博物館実習1」、**印の「博物館実習２」及び***印の「博物館実習３」の単位は、自由選択科目の単位として
数えることはできない。

　「博物館概論」及び「博物館資料論」の2科目計4単位
　「博物館経営論」、「博物館資料保存論」、「博物館展示論」、「博物館教育論」のうち2科目計4単位

　「博物館概論」及び「博物館資料論」の2科目計4単位
　「博物館経営論」、「博物館資料保存論」、「博物館展示論」、「博物館教育論」のうち2科目計4単位
  「博物館実習１」１単位

　４ ***印の「博物館実習３」を履修するには、上記必修科目のうち、次の8科目計14単位並びに東京女子大学学芸員資
格取得に関する内規に定める選択科目4単位を修得していなければならない。
　「博物館概論」、「博物館資料論」、「博物館経営論」、「博物館資料保存論」、「博物館展示論」、「博物館教育論」、
　「博物館実習１」、「博物館実習２」

　３ **印の「博物館実習２」を履修するには、上記必修科目のうち、次の5科目計9単位を修得していなければならない。

65



[タイトル]0-1.全般的注意（学習案内）【18 課程】.docx 2024/03/20 

 

学 習 案 内 
 

この「学習案内」は、各科目の教育目標を正しく理解した上で各自の学習計画を立てられるように、

東京女子大学の教育方針を各科目区分に即して説明するものです。まず入学時に注意深く読み、その

後も随時必要に応じて参照してください。また、『履修の手引』に掲載されている｢履修規程｣、｢教育

課程｣等をよく読んでおくことも大切です。 

 

リベラル・アーツ教育 

東京女子大学は、創立以来「キリスト教を基盤としたリベラル・アーツ教育」を教育の根幹として

います。東京女子大学では、リベラル・アーツ教育を、本来人間に備わっている洞察力、思考力、判

断力、行動力を更に伸長させ、全人的成長のための基礎を築くことと捉えています。単なる知識や技

能を身につけることだけではなく、その知識や技能を活かして、現代社会の多様な課題を主体的に解

決できる、広い識見と創造性を有した「専門性をもつ教養人」として育成することを目標としていま

す。その教育目標を実現するために、東京女子大学の教育課程は、次のようなことを意図して組み立

てられています。 

〇全学共通カリキュラムでは、専門領域を超えた学習により、幅広い視野と深い識見を養い、現代の

諸問題に向き合う判断力を身につけるとともに、コミュニケーションスキル、情報リテラシ、問題

解決能力等、本学での勉学を完成する上で必要とされる基礎学力・学習方法を習得する。 

〇学科科目では、所属学科の学問的方法を体系的かつ順次的に学ぶことを通して、目先の変化に惑

わされず、情報の洪水にも流されない、本質を見抜く洞察力と判断力を身につける。 

〇少人数の参加型授業を通して、知識や方法論を積み上げながら論理的思考力、主体的な課題探求

力や問題解決力を育成する。 

〇他学科履修、副専攻などの学科横断型の学びを通して、所属学科以外の学問領域への関心を広げ、

学際的視点を養う。 

〇アクティブ・ラーニングによる初年次教育を通して、本学における学修の基盤となる基礎学力及

び学習方法を習得し、主体的な学びの姿勢を養う。 

〇女性の自己確立とキャリア探求の基礎をつくる。 

〇学士課程の集大成として卒業研究（卒業論文、Final Presentation 及び講究）に取り組むことを

通して、それまでに獲得した知識やスキルを有機的に統合し、自らの課題に取り組み、問題解決に

つなげていく能力や姿勢を育成する。 

 

学習計画について 

学習計画を立てるにあたっては、本学の教育方針と法規（｢大学設置基準｣）の定めるところにより、

教育課程（履修年次の指定、必修条件、科目区分ごとの履修単位数など）に従って、授業科目を系統

的に履修し、卒業に必要な単位数を満たしてゆくようにしなければなりません。特に、履修年次の指

定のある必修科目は、その年次に単位を修得しないと、翌年の履修計画が難しくなる場合があるので

注意を要します。4 月に行われる学科・専攻ガイダンスやアドバイザーの助言を積極的に活用し、 

4 年間に何を学ぶかを十分に考えた上で、各年次の履修計画を立て、自分の学習計画を作ってゆきま

す。各授業の概要を紹介する「シラバス」は Web上で閲覧可能です。 
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単位修得について 

大学が学生に単位を与えるには、大学設置基準第 21条の公的な定めによらなければなりません。大

学設置基準第 21 条では「1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもつて構成する」こ

とが標準とされており、2単位の授業科目の場合、90時間の学習が必要です。本学では、例えば、講

義科目及びほとんどの演習科目において半期で 2単位を与えていますが、その前提として、30時間の

教室内学習（1 日 2 時間×15 週）と 60 時間の教室外学習を学生に求めています。授業時間数の 2 倍

にあたる教室外学習が必要となりますので、このことを心にとめて学習することが大切です。1 年間

に登録できる単位数に 44 単位という上限を設けているのも、以上の趣旨による教育効果を考えてい

るからです。また、学生が単位を修得するには、①学年始めに履修科目登録を行い、②確実に履修し、

③単位認定のための試験を受けＣ以上の成績評価を受けなければなりません。 

1 年次の必修科目及び 4 年次への進級条件科目を中心に、いくつかの資格課程科目にもシラバスの

成績評価基準を補完するものとしてルーブリックを作成しています。ルーブリックは、各科目に求め

られる達成目標をどの程度達成できているかを確認するためのものです。ルーブリックを利用して、

自分の学修状況を振り返り、自身の学修に足りない点を確認し、各自の学修を深めてください。 

なお、ルーブリックは CampusSquare（「その他」→「ダウンロードセンター」）から閲覧すること

ができます。 

  

GPA（Grade Point Average：成績平均点数）制度 

大学はよい教育を行う義務を学生に対して負うとともに、一定水準以上の卒業生を送り出す社会的

責任を負っています。そのため厳格な成績評価が求められており、東京女子大学では、学業成績を測

る基準として、GPA 制度を採用しています。S･A･B･C･F の 5 段階の成績評価で、S4.0、A3.0、B2.0、

C1.0、F0 として成績平均点を計算します(X(評価不能)は 0)。GPAは不合格科目（Fまたは X）の評価と

ともに成績証明書に記載します。アドバイザーが助言する際の参考資料とするほか、就職や海外留学

の際に求められることもあります。また、GPA3.0 以上の学生は、翌年度に履修登録単位数の上限（44

単位）を超えて履修登録することが可能となります。 

 

授業科目区分等 

授業科目は、全学生が共通に学ぶ「全学共通カリキュラム」と「学科科目」とに区分されます。「全

学共通カリキュラム」は、「リベラル・スタディーズ」と「アカデミック・スキル科目」の２つの科

目群からなり、「リベラル・スタディーズ」には「総合教養科目」、「挑戦する知性科目」、｢キリス

ト教学科目｣を、「アカデミック・スキル科目」には「外国語科目｣、「日本語科目」、｢情報処理科目｣

をそれぞれ設置しています。 

学生各自の関心や学習計画により、履修科目を構成するのが「自由選択科目」です。「全学共通カ

リキュラム」や「学科科目」を卒業に必要な最低単位数を超えて修得した場合や他学科の「学科科目」

の単位を修得した場合には、「自由選択科目」の単位となります。学外学修（語学研修や他大学との

単位互換等）により単位が認定された場合も「自由選択科目」として数えられます。 

その他、資格取得のために｢教職課程科目｣、｢学芸員課程科目｣があります。 
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他学科及び自学科内の他専攻の科目の履修 

学科・専攻ガイダンスやアドバイザーの助言のもと、学生が関心ある科目を幅広く履修し、自分の

専攻以外の学問領域への関心を広げ、学際的視点を養えるようにするため、他学科及び自学科内の他

専攻の科目を履修できるようにしています（一部除外科目あり）。 

 

副専攻制度 

自分の所属学科･専攻以外の学問領域や専攻に隣接する学問領域についての関心を深め、学際的な

視点を養うことを目標として、①キリスト教学、②女性学・ジェンダー、③比較文化の３つの領域の

副専攻を設置しています。「全学共通カリキュラム｣ と「学科科目」から、一つのまとまりを持った

学問領域として体系的・横断的にカリキュラムを編成し、履修者が主体的に学ぶ機会を提供していま

す。また、データサイエンス副専攻では、統計的、情報処理的手法に基づいてデータを分析する方法

を身につけ、役立ててゆく力を養います。（対象：2021 年度以降入学者）いずれの副専攻においても

修了者には、卒業時に「副専攻修了証」を交付します。 

副専攻を履修するには、所定の登録が必要です。履修の手引の「ⅩⅡ．副専攻」を熟読してください。 

 

教職課程・学芸員課程 

教育職員免許状を取得するための教職課程*、博物館の学芸員資格取得のための学芸員課程を設置

しています。教職課程または学芸員課程を履修するには、所定の課程登録及び履修登録の他、手続及

び説明会への参加が必要です。また、所定の課程履修費を納入する必要があります。 

履修の手引の「Ⅶ．教育職員の資格取得」及び「Ⅷ．学芸員の資格取得」を熟読してください。 

*国際社会学科コミュニティ構想専攻、心理・コミュニケーション学科を除く 

 

公認心理師課程 

心理・コミュニケーション学科心理学専攻の学生を対象*に公認心理師課程を設置し、「公認心理師」

試験の受験資格取得に必要な科目を開講しています。公認心理師課程を履修するには、課程登録の手

続き及び所定の課程履修費を納入する必要があります。 

 履修の手引の「Ⅸ.公認心理師課程」を熟読してください。 

*心理学専攻以外の学生は課程登録できません。 

 

日本語教員養成課程 

日本語教員を目指す学生のために「日本語教員養成課程」を設置しています。鋭い言語感覚、豊か

な国際感覚と人間性、言語に関する知識や能力を身につけ、バランスのとれた日本語支援を行う人材、

さらには異文化間コミュニケーションを促進し、多文化共生を媒介する役割をも担える人材の育成を

目標とし、心理・コミュニケーション学科（コミュニケーション専攻）の学科科目を土台に、幅広い

分野からカリキュラムを編成しています。 

現在、日本語教員には法に基づく免許制度はありませんが、修了者には、卒業時に「日本語教員養

成課程修了証」を交付します。 

所定の課程登録が必要です。履修の手引の「Ⅹ．日本語教員養成課程」を熟読してください。 
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キャリア･イングリッシュ課程 

リベラル・アーツ教育をとおして培われる識見と語学力をもとに、国際社会で活動できる「行動的

な英語力」を身につけた人材を育成することを目標とし、選抜を経た学生を対象に「キャリア・イン

グリッシュ課程」を設置しています。履修者は、プレゼンテーション、ディスカッションの土台とな

る論理的思考方法やリサーチ方法の取得、幅広い英語表現法の取得等のための総合的な学習活動を行

います。 

「プレゼンテーション実技試験」の合格および英語の外部試験（TOEIC）で所定のスコアを獲得する

ことによって修了を認定し、修了者には、卒業時に「キャリア･イングリッシュ課程修了証」を交付し

ます。 

所定の課程登録と課程履修費の納入が必要です。履修の手引の「ⅩⅠ．キャリア･イングリッシュ課

程」を熟読してください。 

 

「いくつもの知」履修モデル 

東京女子大学にはいくつもの知があります。 

履修の手引に掲載されている 30 を超える履修モデルは、本学が開講している「全学共通カリキュラ

ム」と「学科科目」の多様な科目の中から、教授たちが「このような授業を学ぶと、まとまった『知』

が修得できるのではないか」と考え、アイデアを示したものです。自分の所属する専攻の科目に捉わ

れずに東京女子大学にあふれている、たくさんの「知」を学び、高い教養を身につけてください。 

 
特徴ある授業科目 

本学が開講している授業科目のうち、特徴ある授業科目について以下の区分に分類し、シラバス等

に記載しています。履修科目選択に活用してください。 

アクティブ・ラーニング科目（Ａ科目）：アクティブ・ラーニングの教育方法を取り入れた科目 

ブリッジ科目（Ｂ科目）：学際的な学びを進めるための科目 

キャリア科目（Ｃ科目）：女性のキャリア構築の視点を取り入れた科目 

英語力養成科目（Ｅ科目）：英語による開講の科目（授業の全てまたは一部を英語で行う） 

グローバル科目（Ｇ科目）：国際的視野を取り入れた科目 
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全学共通カリキュラム 
 
《教育目標》 

・建学の理念・キリスト教について学ぶ。 

・「女性の生きる力」を養う。 

・共生社会の推進への理解を深める。 

・専門領域を超えて学ぶ姿勢を養う。 

・学びの基礎的スキルを養う。 
 

《構成》 幅広い視野と深い識見を養い、現代の諸問題に向き合う判断力を身につける「リベラル・

スタディーズ」と本学での勉学を完成する上で必要とされる基礎学力・学習方法を習得する「ア

カデミック・スキル科目」の２つの科目群を設け、「リベラル・スタディーズ」には総合教養科

目、挑戦する知性科目、キリスト教学科目、「アカデミック・スキル科目」には外国語科目、日

本語科目、情報処理科目を設置し、全人的成長、教養人としての資質の向上を目指します。 
 

《必修科目及び単位数、履修年次》 

全学共通カリキュラムの必修科目及び単位数、履修年次は、以下のとおりです。 
 

 
 

必修 

単位数 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

リ
ベ
ラ
ル
・
ス
タ
デ

ズ 

総合 

教養科目 
18単位 

総合教養科目は、以下の①②の 10科目 18単位を必修とする。 

 ①｢女性の生きる力｣、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の

仕組みと問題」の 4領域から必ず各 1科目 2単位、「人間と自然科学」領

域から必ず 2科目計 4単位を含め 8科目計 16単位 （※１） 
 

ただし、哲学、日本文学、社会学、心理学およびコミュニケーションの各専

攻の学生は、各領域の必修 2単位とすることができない科目があります。 

②「女性のウェルネス」領域の「女

性のウェルネス・身体運動Ⅰ」

及び「女性のウェルネス・身体

運動Ⅱ」の 2科目計 2単位 

 

 

   

①｢女性の生きる力｣、「人間と自然科学」、「人間自身を知る」、「人間の知的

生産」、「人間社会の仕組みと問題」の 5領域から必ず各 1科目 2単位を含

め 8科目計 16単位 （※１） 
 
ただし、この 16 単位に含むことのできる「人間と自然科学」領域の科目

は、2科目計 4単位までとします。また、この 16単位に含めることができ

ない科目があります。 

  

 

②「女性のウェルネス」領域の「女

性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及

び「女性のウェルネス・身体運動

Ⅱ」の 2科目計 2単位 

 

 

挑戦する

知性科目 
 （※２） 

キリスト

教学科目 
6単位 キリスト教学Ⅰ（入門Ⅰ）・（入門Ⅱ） キリスト教学Ⅱの 12科目から１科目 

国
際
英
語
学
科

人
文
学
科

国
際
社
会
学
科 

心
理
・
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
学
科 

数
理
科
学
科 
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   必修単位数 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

ア
カ
デ
ミ

ク
・
ス
キ
ル
科
目 

外
国
語
科
目 

《国際英語学科》 

第
一 

7 単位 

Communication Skills A・B 
Discussion 

Skills A 
    

Reading ⅠA・ⅠB  Reading ⅡA    

選択必修 1科目 1単位 

第
二 

4 単位 

ドイツ語初級・フランス語初級・ 

スペイン語初級・中国語初級・ 

韓国語初級 から 1か国語 

      

《人文学科、国際社会学科、心理・コミュニケーション学科、数理科学科》 

第
一 

9 単位 

Communication Skills A・B 
Discussion 

Skills A・B 
  

Reading ⅠA・ⅠB  Reading ⅡA・ⅡB   

選択必修 1科目 1単位 

第
二 

4 単位 

ドイツ語初級・フランス語初級・ 

スペイン語初級・中国語初級・ 

韓国語初級 から 1か国語 

   

日本語科目  （※２）   

情報処理 

科目 4 単位 情報処理技法（リテラシ）Ⅰ・Ⅱ       

※１「知のかけはし」は総合教養科目①の必修 16単位に含めることができる 

※２ 挑戦する知性科目、日本語科目は必修ではありませんが、履修を勧めます。 

 
総合教養科目 

《教育目標》 

全体 ・専門領域を超えて問題を探求する力を養う。 

・女性の自己確立の基盤となる知識・能力を身につける。 

女性の生きる力 ・女性学の知識やジェンダー的視点から、社会・文化・歴史の諸相を理解する。 

・女性が直面する現代社会の諸問題をジェンダー的視点から分析する力を養う。 

・男女共同参画社会における女性の自立的社会参加の基盤となる知見を身につける。 

人間と自然科学 ・人間と人間をとりまく自然界の様々な現象と生命の多様な姿を科学的に理解する。 

・科学や技術がもたらす社会的役割や影響を正しく判断できる素養を身につける。 

・現代の数学が果たす役割を理解し、論理的思考力を養う。 

人間自身を知る ・人間とは何かという問いかけに対して、さまざまな切り口から考える力を養う。 

・これまでの思索の歴史から現代に生きる知恵を学び、自分自身で思索する力を身につける。 

・科学や文化などの人間の営みをさまざまな視点から分析し、これからの人間や社会の在り方を探る

感性を育てる。 

・人間について実証的研究を行う方法論の基礎を理解し、人間や社会について考える新しい視点を身

につける。 

人間の知的生産 ・人間の長い知の営みの中で築かれてきた歴史や文化を様々な角度から捉える力を養う。 

・世界諸地域の文化や芸術にまで視野を広げ、豊かな知性を養い感性を磨く。 

・人間の思想、意志、感情や知の営みを表現する手段について理解する。 

人間社会の仕組み

と問題 

・法律、政治、経済等の人間社会の仕組みの基本概念と基本原理を理解する。 

・社会生活の中で合理的な意思決定ができる力を養う。 

・グローバルな視点から家族・地域・仕事などといった社会の基本となる枠組みを理解し、問題点を

探求する力を養う。 

・国際社会の諸問題を様々な切り口から考える力を養う。 

知のかけはし ・自分の常識や専門を共有しない他者と対話し相互理解を深める能力を身につける。 

・学問領域の違いを越えた対話や議論、文理双方の学びを交差的に経験することにより、新しい知見

に開かれた態度を身につける。 

・教員とともにオープンな態度で学び続ける知の共同体に参加することによって、卒業後も持続する

学びへと導かれ、イノベーティヴに社会を再構築する力を習得する。 

女性のウェルネス ・女性の生涯の健康を支える基礎知識・手法を習得し、自己管理能力を養う。 

・身体運動についての理解を深め、実践を通して身体能力の向上をはかる。 
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《構成》 総合教養科目は、女性の自己確立を実現し、女性の生涯を支援する女子大学としての特色

を生かした科目群からなる「女性の生きる力」、「女性のウェルネス」の２領域と、人間とそれを取

り巻く世界を学ぶ科目群からなる「人間と自然科学」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人

間社会の仕組みと問題」の４領域を置いています。また、2024年度より「知のかけはし」領域を設

置しました。 
 

《必修要件》 総合教養科目は、次の①②の10科目18単位を必修とします。 

国際英語学科、人文学科、国際社会学科、心理・コミュニケーション学科 

①｢女性の生きる力｣、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の仕組みと問題」の４領域

から、必ず各1科目2単位、「人間と自然科学」領域から必ず2科目4単位を含め8科目計16単位 

※ 「知のかけはし」領域から単位を修得した場合は、①の必修16単位に含めることができる。 

注意 哲学専攻、日本文学専攻、社会学専攻、心理学専攻、コミュニケーション専攻の学生については、   

下表に示す授業科目の単位を、①の必修16単位に含めることはできますが、当該領域の必修２単位  

に充当することはできません。  
学科・専攻 授業科目 領域 

人文学科 
哲学専攻 現代人の哲学 人間自身を知る 

日本文学専攻 日本の文学 人間の知的生産 

国際社会学科 社会学専攻 社会学と現代社会 人間社会の仕組みと問題 

心理・コミュニ

ケーション 

学科 

心理学専攻 

こころの科学 

こころと社会 

こどものこころ 

人間自身を知る 

コミュニケーション専攻 
統計のしくみ 

統計分析を学ぶ 
人間社会の仕組みと問題 

 

 

②「女性のウェルネス」領域の「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及び「女性のウェルネス・身

体運動Ⅱ」の２科目計２単位 

数理科学科 

①｢女性の生きる力｣、「人間と自然科学」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、「人間社会の仕組

みと問題」の５領域から、必ず各1科目2単位を含め8科目計16単位（この16単位に含むことのでき

る「人間と自然科学」領域の科目は2科目計4単位までとする。） 

注意 下表に示す授業科目の単位を、①の必修16単位に含めることはできません。  
学科・専攻 授業科目 領域 

数理科学科 
数学専攻 

情報理学専攻 

代数と幾何の基礎 

代数と幾何の考え方とその応用 

微分と積分の基礎 

微分と積分の考え方とその応用 

確率統計の基礎 

人間と自然科学 

 

 

②「女性のウェルネス」領域の「女性のウェルネス・身体運動Ⅰ」及び「女性のウェルネス・身

体運動Ⅱ」の２科目計２単位 

 

《履修に関する助言》 総合教養科目には、古典的なものから現代的なものまで、各分野の基礎的な

ものから複数の学問分野にまたがったものまで、多彩な科目を設置しています。また、資格取得や

国家試験の準備の第一歩となる科目も含まれています。就職やその他の活動を通じて、専門分野の

学習だけでは得られない知識や思考法の習得の必要性にはじめて気づくこともあるでしょう。その

受け皿のひとつとなるのが総合教養科目です。未知の領域にぜひ積極的にアプローチしてみてくだ

さい。総合教養科目の履修を通して、新たな発見と豊かな知識を身につけることを大いに期待しま

す。 
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女性のウェルネス（健康・運動科学） 
 

《必修科目》 １年次に、女性の健康を支える基礎的な知識と方法論を理論と実践から習得する「女

性のウェルネス・身体運動Ⅰ」､｢女性のウェルネス・身体運動Ⅱ｣の２科目計２単位を履修します。 

《選択科目》 より専門的、応用的、発展的な授業が選択科目として開講されています。講義科目で

は、からだの科学、発育・発達、栄養、性・生命、心身コンディショニング等を学び、実習科目で

は、スポーツ、フィジカルエクササイズ、身体表現等をおこなうことができます。 

《履修に関する助言》 よりよく生きていくには、まず生きる力の源である「いのち・からだ・運動･

健康」を理解し、女性が自身の身体の自己管理能力を養うことが必要です。積極的に履修してくだ

さい。 

 

挑戦する知性科目 
 

《教育目標》 

・現代社会の問題解決を目指すさまざまな取り組みについて体験的な学びを重ね、われわれをとり

まく世界と能動的に関わろうとする姿勢を養う。 

・目まぐるしく移り変わる現代社会のなかで絶えず更新を迫られる知識とスキルを自律的に学び続

け、生涯にわたって自らのキャリアを主体的に構築し続ける力を養う。 

・国際的な視野をひろげて多文化共生への理解を深めるとともに、外国語の運用能力を駆使して説

得的に自己発信する力を養う。 
 

《選択科目》 １年次から「挑戦するリベラルアーツ」、「女性の起業」、「女性のための金融リテラシー

入門」、２年次以降に「PBLキャリア構築講座」、「ニューヨーク国連研修」、「ケンブリッジ教養講座」、

「英語特別プログラム」を選択科目として履修することができます。なお、データサイエンス副専

攻のコア科目のうち、「文理融合データサイエンス（I・IIA・IIB）」が将来のキャリア構築に資する

科目としてここに位置付けられています（対象：2021 年度以降入学者）。 

《履修に関する助言》  

挑戦する知性科目は必修科目ではありませんが、将来のキャリアを主体的に構築し続ける力、国際

的視野と外国語の運用能力を活かして自己発信する力を育成するのに役に立つ科目なので、積極的

に履修することを勧めます。 

 

キリスト教学科目 
 

《教育目標》 

・聖書を通してキリスト教を学び、建学の精神を理解する。 

・キリスト教の歴史や思想、さらにキリスト教と芸術や社会との関わりを理解する。 
 

《必修科目》 １年次には「キリスト教学Ⅰ(入門Ⅰ)」、「キリスト教学Ⅰ(入門Ⅱ)」の２科目計４単

位を修得します。この２科目では、本学の歴史や、建学の精神であるキリスト教とその土台である

聖書の内容を学びます。２年次以降の「キリスト教学Ⅱ」では、キリスト教をめぐる様々なテーマ

（旧約聖書、新約聖書、女性観、歴史、日本や世界における実情、現代社会・諸宗教・倫理・思想・

文化・芸術・文学作品等との関わり）の中から１科目２単位を選択必修として学びます。これら３

科目の合計６単位が必修となっています。 

《選択科目》 「キリスト教学Ⅲ」は、２年次以降に「キリスト教学Ⅱ」を履修した人がさらに問題

を広げ深める内容となります。また、「キリスト教学Ⅱ」は、必修科目として履修する以外に、   

さらに選択科目としても履修することができます。 

《履修に関する助言》 キリスト教学は、単に聖書の知識を学ぶだけではなく、人間観、生命観、   

世界観、倫理など現代の諸問題と深く関っています。学問としてキリスト教を学ぶことを通して、

世界や人生について真剣に考え、取り組む姿勢を学ぶようにしましょう。  
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外国語科目 
 

《教育目標》 

・国際コミュニケーションに不可欠な外国語の運用能力を養う。 

・専門分野等大学における様々な学習に必要な語学力を習得する。 

・異文化に対する理解を深め、複眼的な判断力を培う。 
 

 

 

第一外国語（英語） 
 

《教育目標》 

・国際的に共通語として使われることの多い英語を用いたコミュニケーション能力を伸ばす。 

・読む、聞く、話す、書くの４技能のいずれに於いても運用能力を養い、英語で受信・発信する力

を伸ばす。 

・使用される状況に応じて英語を適切に使い分ける能力を養う。 

・専門分野の学習につながる英語力の基礎を培うとともに、社会における活動に役立つ応用力を身

につける。 
 

 

《必修科目》  
国際英語学科の学生は、１年次と２年次に６科目計６単位が必修として課せられています。１

年次では｢Communication Skills A｣･｢Communication Skills B｣、及び｢Reading ⅠA｣・｢Reading 

ⅠB｣の4科目計4単位、２年次では｢Discussion Skills A｣及び「ReadingⅡA」の2科目計2単位が必

修です。 

人文学科、国際社会学科、心理・コミュニケーション学科、数理科学科の学生は、１年次と２

年次に８科目計８単位が必修として課せられています。１年次では｢Communication Skills A｣･

｢Communication Skills B｣、及び｢Reading ⅠA｣・｢Reading ⅠB｣の4科目計4単位、２年次では

｢Discussion Skills A｣・｢Discussion Skills B｣、及び「ReadingⅡA」・「ReadingⅡB」の4科目計

4単位が必修です。 

１年次、２年次ともに学習効果を高めるために、プレイスメントテストの成績によるクラス編

成を行っています。 

Communication Skills：使いこなせる語彙を増やし、聞き話す力を養い、筋道立てて会話するス

キルを身につけます。 

ReadingⅠ：文やパラグラフの構成を理解するところから出発し、パラグラフの繋がり、そして

文章の大意を把握する力を養います。テーマについて議論できる読解力を身につけます。

教室外学習の一部として、学内外のe-learning等の資源を活かし自分にあった方法で英語

力を伸ばす自律的学習が求められます。 

Discussion Skills：英語によるグループでの議論を理解し、議論の展開に貢献する力を伸ばし

ます。 

ReadingⅡ：様々なタイプの文章の読解を通して英語による論理構成を把握し、情報を集めその

内容を吟味し自分の考察を表現する力を向上させます。 

《選択必修科目》 主に２年次以上では、学生の多様なニーズに応えるため、より高度な英語を学ぶ

ための豊富な科目（Speaking Skills, Listening and Presentation, Critical Reading and 

Discussion, Journalistic English, Academic Writing, English through Drama, Business 

English, Translation, Tour Guide Interpreting）、各種英語力測定試験の対策を行いつつ、留学

や社会で役立つ実践的な英語力を養成する科目（「TOEIC講座」、「TOEFL講座」、「IELTS講座」）が設置

されており、各自その中から1科目1単位を選択必修として学びます。 

《選択科目》 １年次対象の「Basic Communicative English」（週２回の授業、前期２単位）は、プ

レイスメントテストの結果に基づいて指示を受けた学生が履修する科目です。 

《履修に関する助言》 １年次に必修の英語科目は、大学での学びの基礎となる科目です。２年次に
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必修の英語科目では、大学生として必要な読解力、ディスカッション能力を高めます。選択必修

科目は豊富な科目の中から自分のニーズに合わせて履修してください。 

《その他》 

〇本学がイギリス、アメリカ等の大学で実施している「海外語学研修」の学修の単位認定制度に  

ついては、「履修の手引」の「Ⅴ．学外学修の単位認定」を参照してください。 

〇希望者の中から選抜された学生を対象とする「キャリア・イングリッシュ課程」については、「履

修の手引」の「Ⅺ．キャリア・イングリッシュ課程」を参照してください。 

〇入学前の学外学修の単位認定及び入学前既修得単位の認定については、「履修の手引」の「Ⅴ．学

外学修の単位認定」を参照してください。 

第二外国語（ドイツ語･フランス語･スペイン語･中国語･韓国語） 

《教育目標》 

選択必修科目（初級） ・読み、書き、聞き、話すための基礎を、文法と発音を中心として習得する。 

選択科目 ・初級で習得した基礎を踏まえ、大学における学習、社会における活動に役

立てられる応用力を身につける。 

・それぞれの言語が用いられる地域の社会・文化への理解を深め、国際的な

視野を広げる。 
 

《必修科目》 １年次に５つの言語の中から１言語を選び、「初級」の１科目４単位を履修すること

が必修として課せられています。「初級」は、週２回の授業を１年間履修します。 

ドイツ語：中世以来、ドイツ語文化圏は、ヨーロッパ文明を支える不可欠の一翼を担ってきまし

た。ドイツ語圏の歴史や文化、そしてＥＵ内で今後ますます主導的な役割を果たす可能性が高い

現在のドイツを知るためにはもちろんのこと、同じ西ゲルマン語に属する英語を客観的に見る視

点を養い、類縁の言語を比較する面白さを味わう機会を得るためにも、ドイツ語の学習を勧めま

す。 
フランス語：フランス語は約200年間、国際外交語としての地位を保ってきました。現在でもベル

ギー、スイス、カナダ、アフリカ諸国などの公用語または行政言語です。最初は煩雑に思われる

文法規則も、いったん覚えてしまえば正確な読み取りを可能にします。また英語はフランス語の

影響を強く受けて発達してきたので、英語の学習とフランス語の学習は互いに助け合うはずで

す。 
スペイン語：スペイン語はスペインのみならずラテンアメリカの20か国で公用語となっているほ

か、アメリカ合衆国でも2000万人の人々の母語となっています。使用人口は世界で約3億人いる

と言われ、国際連合の公用語の一つでもあります。広くヨーロッパから、ラテンアメリカの歴

史、文化の理解に欠かせない言語です。 

中国語：アジア、特に東アジア地域、東南アジアに関心のある人にとって、中国語の習得は歴史

的にも、今後のアジアへの理解を深める一助となるでしょう。漢字を用いているとはいえ､習得

の困難さは他の外国語と同じですが、その努力が理解の始まりなのです。 
韓国語：韓国語は日本人にとって最も習得しやすい言葉です。文の構造は日本語と変わらず、漢

字語彙はほとんどが日本語と共通のものです。歴史的にまた同時代的に密接な関係があり、最

近は特に韓国ドラマなどの影響もあり、学習者が急増しています。韓国語の基礎を身につけ

て、韓国の文化に直に触れられるようになりましょう。 

《選択科目》 ５つの外国語それぞれに、選択科目が設けられています。 
〇読解Ａ・Ｂ、作文と文法、会話（２年次以上対象）：各学科専攻科目の履修に際して必要な外国

語の基礎力を養うと同時に、異なった言語文化の多様なあり方に接することで高度の一般教養的

な役割を果たすことを目指しています。同じ言語の初級４単位の修得を履修の条件としています。 

〇第三・第四外国語としての「初級」の履修（２年次以上対象）：必修外国語として履修した言語

以外の言語を、選択科目として履修することも可能です。 
《履修に関する助言》 

〇「初級」の言語の選び方については、各専攻の履修の助言も参照してください。 

〇読解Ａ・Ｂ、作文と文法、会話については、同一授業科目を重ねて履修することができます。 
選択科目を初めて履修する者は、確実な学習効果をあげるために、同一授業科目を前期・後期 
続けて履修することを勧めます。また、総合的な語学力を培うために異なる選択科目をバランスよ
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く履修し、理解を深めるようにしてください。 
《その他》 

〇本学が実施している「海外語学研修」の学修の単位認定制度については、「履修の手引」の

「Ⅴ．学外学修の単位認定」を参照してください。 

〇入学前の学外学修の単位認定及び入学前既修得単位の認定については、「履修の手引」の 

「Ⅴ．学外学修の単位認定」を参照してください。 
 

ギリシア語・ラテン語 
ヨーロッパ古典語のギリシア語・ラテン語を選択外国語科目として学ぶことができます。初級は 

１年次から、中級は２年次から、履修できます。 
 

日本語科目 
 

《教育目標》 

・自己の考えを論理的に構築し、日本語で明確に表現できる力を身につける。 

・日本語で表現された情報を吟味し、ポイントを的確に把握する力を養う。 
 

《選択科目》 1・2年次限定の「日本語表現法」では、2000字前後の論述文が作成できることを目標

に、文章のポイントをつかんだ要約、主張の論理性・妥当性の吟味、書きことばと話しことばの違

いを踏まえた適切な表現等を学びます。 

《履修に関する助言》 「日本語表現法」は、30名程度のクラスで、グループワークも取り入れます。

必修ではありませんが、多くの学生に履修を勧めます。 
 

情報処理科目 
 

《教育目標》 

・情報通信化社会で必要な、コンピュータやネットワークの基礎的なスキルや知識を習得する。 

・アカデミックライティングやアカデミックなプレゼンテーションのためのコンピュータ活用スキ

ルを身につける。 

・情報収集や問題分析、解決、発信をするために、コンピュータやネットワークを効果的に利用す

る能力を養う。 

・安全にコンピュータやネットワークを利用していくために、セキュリティやルールおよびマナー

について学ぶ。 
 

《必修科目》 １年次の必修科目である「情報処理技法（リテラシ）Ⅰ」では、確実な情報リテラシ

を身につけるため、WWW、電子メール、ファイルシステム、情報倫理、安全対策、ワープロ・表計算・

プレゼンテーションなどを学びます。「情報処理技法（リテラシ）Ⅱ」では、文献や統計データ等の

検索方法を学び、情報を効率よく検索し批判的に取捨選択し、それらを用いて生産的に自らのレ

ポートや論文、発表資料としてまとめる作業を、情報技術を用いて効率良く行える力を身につけま

す。 

《選択科目》 多様なニーズに応える豊富な選択科目を用意しています。プログラミング、マルチメ

ディア、UNIXリテラシ、Webでの情報表現、統計解析、ネットワークとセキュリティなどについてテー

マごとに授業を行います。選択科目を履修するには、「情報処理技法（リテラシ）Ⅰ」を履修してい

なければなりません。（「コンピュータ・サイエンスⅠ・Ⅱ」を除く） 

《履修に関する助言》 コンピュータは、ハード・ソフトとも年々改善されますから、必修単位修得

後も継続して学習することが望まれます。「コンピュータ・サイエンスⅠ･Ⅱ」は、コンピュータに

関する最も基礎的な知識を学ぶ科目ですので、履修する場合は１年次の履修を勧めます。「情報処理

技法（Ｃプログラミング）I」、「情報処理技法（Javaプログラミング）Ⅰ」、「情報処理技法（マルチメ

ディアと表現）Ⅰ」及び「情報処理技法（UNIXリテラシ)」、は、１年次後期から履修できます。 
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国際英語学科  

国際英語専攻 

《学科の理念・目的》 

国際英語学科は、国際共通語としての英語とその言語文化の広がりを専門的に考究し、英語の実践

的かつ高度な運用能力と発信力を身に付けることを通して、世界の諸地域や国際化が進む日本国内

の各地域で社会の発展に貢献できる人物の育成を目的とする。  

（東京女子大学学則 第４条第２項） 

 

国際共通語としての英語の位置は今後も揺らぐことはないでしょう。また、日本という国の相対的

な位置の変化を考えると、今後、世界を相手に生きていく必要はますます強まるに違いありません。 

そうした国際状況を踏まえ、国際英語学科国際英語専攻には、イングリッシュ・スタディーズ・コ

ース、英語教育コース、英語キャリアコースの３つのコースを設け、自由な選択により学生が自らデ

ザインするカリキュラムとしました。また、原則２年次後期の半期を英語圏の大学で海外研修（スタ

ディ･アブロード）を行うことにより、本学での学びを海外での経験に基づいて相対化し、位置づける

ことを可能にします。 

こうした複層的な学びを通して、国際英語学科では国際社会のあらゆる場で貢献できる女性を育て

ます。英語でコミュニケーションできる力をつけることはもとより、英語による文学や背景となる文

化、言語としての英語の特徴、英語を第二言語として教える理論とスキル、さらには日本文化を英語

で学び、その上で通訳・翻訳などを含む様々な状況で英語を使えるスキルを身につけることを目指し

ています。 

《カリキュラムの特色》 

国際共通語としての英語とその言語文化の広がりを専門的に考究するとともに、国際的な視野に

立った実践的教育を行います。専門的な方法論と知識を体系的に学ぶため、１年次から４年次まで

必修の演習科目を軸にしたカリキュラムになっています。英語力については、１年次から３年次まで

speaking、listening、writing、reading の訓練を行います。専門的な学習としては、イングリッシ

ュ・スタディーズ、英語教育、英語キャリアの３つのコースがあります。 

<イングリッシュ・スタディーズ・コース>では、英語文学・文化研究、英語学について学びます。英

語文学・文化研究は詩、演劇、小説、批評など、実際に作品を読み、作家や時代・文化的背景につい

て学びます。英語学は、統語論、意味論、語用論、英語史、社会言語学、音韻論など、幅広く言語と

しての英語について学びます。 

<英語教育コース>は、英語教育学、第二言語習得論、児童英語教育を主な３本の柱としています。英

語教育学では中高生などに英語を教えるのに必要な英語の指導法を学んだり、英語の授業を英語で教

えられる英語力を身につけたりします。第二言語習得論は英語の学習者がどのように英語を身につけ

るのかを学びます。さらに、児童英語教育では小学生などの子供に英語が教えられるようになること

を目標としています。 

<英語キャリアコース>は、翻訳、通訳、プロフェッショナル・イングリッシュを３本の柱とし、実践

的英語力とその応用力を身につけることを目標とします。翻訳と通訳では、翻訳や通訳に関する研究

（翻訳学、通訳学）を行うとともに、翻訳や通訳をするための実践的な知識やスキルも学びます。プ

ロフェッショナル・イングリッシュでは、国内外の国際的現場で英語で発信できる力を養います。実

際に使える力を身につけるため、実習を多く取り入れています。 

具体的には、次のような特長があります。 
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①英語力を高める緻密な教育プログラム。英語を母語とする教員による実践的な授業 

英語を理解し、英語で自分の考えを表現できる力をつけます。例えば、１年次から３年次まで

英語を母語とする教員による必修の授業科目を設け、年次進行に従い積み上げていきます。基礎

から鍛え、高度な読解力や表現力を育成していきます。 

②充実した少人数編成の授業による発表能力を重んじたきめ細かい指導 

演習形式の授業では、少人数編成のクラスで、きめ細かい指導を行い、一人ひとりが考える力

を養います。 

③異文化としての英語圏の文化の理解を深める多様な講義・演習 

英語圏の文化の多様性を知るために、英語による詩、演劇、小説などの文学、映画などの大衆

文化、そして文化の土台となる英語を学びます。 

④必修の海外研修（スタディ・アブロード） 

生活言語だけでなくアカデミックな場でのツールとしての英語を実践的に運用する能力を高め

ます。国際英語学科の学びに関連する専門的知見を英語圏で直接学ぶことを通して、国際英語学

科での学びをより豊かにすることができます。 

⑤英語で書く卒業論文の達成感、即戦力を目指すFinal Presentation 

各分野での研究成果を発表する能力の育成も重視しています。英語による卒業論文作成、ある

いは英語によるプレゼンテーションが目標です。 

《履修法の助言》 

■学科および専攻の科目について 

「学科・専攻の科目概要（各学年の目標と主な科目）」の表を参照し、各学年の学習がどのよう

に位置付けられているかを確認してください。 
１年次では、まず、共通に土台として身につけるべき英語力の養成と基礎的専門知識の習得を目

指します。前期の「１年次演習（国際英語）」により、国際英語にかかわる基礎的な知識やスタデ

ィ・スキルを習得するとともに、学問に誠実に向かい合う心構えを、演習形式によって確実に身に

つけます。後期の「Study Abroad 基礎演習」ではスタディ・アブロードで何をどのように学んで

いくか、自発的に学びます。「First-Year English SeminarⅠ･Ⅱ」は、英文の構成力および英語に

よるコミュニケーション能力を身につけ、英文執筆能力のレベルを上げることを目標とします。

English Studies、英語教育、児童英語教育、第二言語習得、Professional English の各入門演習

では英語圏文学・文化の読み解き方、英語学、英語教育、児童英語教育、第二言語習得、翻訳、通

訳、実務英語に関する基礎的な知識を演習形式の授業で学びます。これらの科目を履修することで、

幅広い知識と教養を身につけるための基礎的な英語力をしっかりと培い、専門分野を学ぶ基礎を身

につけます。 

２年次では、後期の海外研修（スタディ・アブロード）にそなえ、前期に英語力をさらに総合的

に高めるとともに、引き続き基礎的専門知識の習得を目指します。「英語グローバル人材論」では、

日本および海外諸地域におけるさまざまな職業や社会的活動を念頭に、現在、英語がどのように活

用されているのかについて、その状況を的確に理解し自らの資質を生かせる実践的なキャリア形成

を具体的に考える契機とします。《基盤演習》「Second-Year English Seminar」では、１年次の

「First-Year English Seminar Ⅰ･Ⅱ」で得たスキルをふまえ、テキストを理解し分析する能力と、

理解した内容について短い学術的なエッセイを書く能力の向上を図ります。「Research Project for 

Study Abroad」では、後期からのスタディ・アブロードによる勉学を遂行するにあたって必要とな

る英語による表現能力や海外の大学での実践的状況を想定した語学力の運用方法を養います。また、

２年次から《特殊講義》や《発展演習》の一部を履修することが出来ます。「Classroom English 入

門演習」「翻訳入門演習」「通訳入門演習」では、初歩的な実践を通じて、Classroom English、翻

訳、通訳に関する知識とスキルを習得します。１、２年次で習得した基礎的知識を基にして、各自

が専門に学びたいコースを考えます。 
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３年次では、「卒業論文」または「Final Presentation」に備え、イングリッシュ・スタディー

ズ、英語教育、英語キャリア、それぞれのコースの学習を深めるため、全員が「３年次演習（国際

英語）Ⅰ・Ⅱ」に所属し、それぞれのコースの基本的な研究方法を学びます。同時に、「Third-Year 

Research WritingⅠ・Ⅱ」で、２年次の「Second-Year English Seminar」を発展させた学術的エ

ッセイ・ライティングを行い、高度な論文作成のための英語表現、論文構成を学び、英語コミュニ

ケーション能力を高めます。《特殊講義》や《発展演習》では、引き続き幅広い知識を習得すると

ともに、特定のテーマについての知識と考察を深める専門的学習を行います。 

４年次では、各自の研究対象を見定め、全員が「４年次演習（国際英語）Ⅰ・Ⅱ｣に所属し、４

年間の学習の集大成として、英語による「卒業論文」作成または「Final Presentation」に臨むこ

とになります。「卒業論文」または「Final Presentation」では、１年次から培った英語の読解力

および表現力を用いて、論文作成またはプレゼンテーションを行います。これには多大な労力、集

中力および時間が必要です。力を尽くして、主体的、積極的な姿勢で取り組むことが望まれます。 

 

■全学共通カリキュラムとの関連について 

総合教養科目：学際的視点を学ぶ「比較文化」、女性学・ジェンダーの視点を学ぶ「国際協力とジェンダ

ー」、「国際社会と女性の人権」など、広く積極的な履修を勧めています。 

キリスト教学科目：英語文学・文化の精神風土の理解を深めるために、履修を勧めています。   

第一外国語（英語）：専門分野の研究に必須となるので、種々の選択科目の履修を推奨しています。 

第二外国語：特に言語を指示しませんので、自分の関心に従って履修してください。       

ギリシア語･ラテン語：西洋古典の知識も必要となる専門分野もあるため、学習を勧めています。 

 

《その他》 

履修の方法の詳細や資格取得等については、年度初めのガイダンス時の説明と配付資料を参照して

ください。 

国際英語学科国際英語専攻の科目概要（各学年の目標と主な科目） 

  

各学年の目標 
主な科目 

（◎必修科目 ○選択必修科目 △選択科目） 

１
年 
次 

大学で学ぶための基礎知識、スタディ・スキル、学

問に誠実に向き合う態度を身につける。 

◎１年次演習（国際英語） 

 

スタディ・アブロードを遂行するために必要な国際英

語学科の各学問領域に関する基礎知識を身につけ

るとともに、英語による表現能力を養う。 

◎Study Abroad 基礎演習 

英文の構成力および英語によるコミュニケーション

能力を身につける。基礎的な英文執筆能力の向上

を目標とする。 

◎First-Year English Seminar Ⅰ・Ⅱ 

イングリッシュ・スタディーズ、英語教育、英語キャリ

アの諸分野に関する基礎的な知識を学ぶ。 
○《基盤演習》の入門演習の各科目 

留学や国際的なキャリアを構築する上で大切になる

多様な価値観の理解、リーダーシップやコミュニケ

ーション能力、分析力の構築を目指します。 

△国際英語と女性の生き方 
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２
年
次 

日本および海外諸地域におけるさまざまな職業や

社会的活動を念頭に、現在、英語がどのように活用

されているのかについて、その状況を的確に理解し

自らの資質を生かせる実践的なキャリア形成を具体

的に構想する。 

 

◎英語グローバル人材論 

 

国際英語学科の各専門分野のテクストを読んで、理

解し分析する能力と、理解した内容について論じ、短

い学術的なエッセイを英語で書く能力を向上させる。 

◎Second-Year English Seminar 

海外研修（スタディ・アブロード）による勉学に際し研

究課題を明確に理解し、これを探求する学問的手法

を身につけるとともに、英語による表現力や語学力の

運用方法を海外の大学での実践的状況を想定して身

につける。 

◎Research Project for Study Abroad 

【2・3 年次共通】 

イングリッシュ・スタディーズ、英語教育、英語キャリ

アの諸分野に関する知識を学ぶ。 

○《基盤講義》の基礎論の各科目、言語の多様

性と普遍性Ａ・Ｂ 

△異文化理解Ａ・Ｂ、Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｃｕｌｔｕｒｅ &  

Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ 

スタディ・アブロードによる勉学の成果を検証する。 

＜スタディ・アブロードの目的＞ 

・異文化に身を置き直接体験し理解することで視野

を広げる。 

・英語の背景を成す文化に直接触れてより深く理解

する。 

・英語で考える習慣を身につける。 

・国際英語学科での勉学をより実質的なものとし、国

内外を問わず、英語を実践的に運用できる力を養

成する。 

・国際英語学科での学びに関連する専門的知見を

広めるために、英語圏で直接学び、グローバルに

発揮できる力を養う。 

○Study Abroad English 

○Study Abroad Academics 

３
年
次 

資料を収集する方法や論理の組み立て方など、そ
れぞれの専門分野の基本的研究方法、論文作成の
技法を学ぶ。 

◎３年次演習（国際英語）Ⅰ・Ⅱ 

２年次に学んだ英文の学術的エッセイ・ライティング
のスキルをふまえ、高度な論文作成のための英語
表現、論文構成を学び、学術的なエッセイを書く能
力を向上させる。 

◎Third-Year Research Writing Ⅰ・Ⅱ 

【3・4 年次共通（2 年次からの科目も含む）】 
それぞれのコースの専門領域について理解を深
め、また方法論について学ぶ。幅広い知識を習得
するとともに、特定のテーマについての知識と考察
を深める専門的学習を行う。 

○《特殊講義》の英語文化リソース論、テーマ研
究の各科目 

○英語文学・英語文化・英語学・英語教育・児
童英語教育・第二言語習得・翻訳・通訳に関
する講義および演習の各科目 

△比較文化Ａ・Ｂ、表象文化Ａ・Ｂ 
△時事英語、Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｔｈｉｎｋｉｎｇ 

４
年
次 

学生が自らの知的関心に沿って研究テーマを設定
し、資料を収集・分析して仮説をたて、論理的・批判
的考察を積み重ねることによって仮説を実証し得ら
れた結論を説得的に表現する、という一連の営みを
通じて、学士課程での集大成として、英語による卒
業論文、または Final Presentation を完成させる。 

◎４年次演習（国際英語）Ⅰ・Ⅱ 
◎卒業論文 又は Ｆｉｎａｌ Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ 
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人文学科  

《学科の理念・目的》 

人文学科は、哲学、文学、史学の分野を横断的に学ぶことを通して、人間の文化に関わる基礎的知

識を広く修め、考究の姿勢、応用能力を社会のあらゆる分野に生かし、文化の創造と社会の発展に

貢献できる人物の育成を目的とする。 （東京女子大学学則 第４条第３項） 

 

多くの情報に溢れた現代社会に求められるのは、情報の波に流されず必要な知識を選択したり、応

用したり、あるときは物事に対して論理的に批判したりするための豊かな教養です。人文学はそのよ

うな教養の基礎を作る知の営みです。 

人文学科では、哲学、日本文学、歴史文化の３専攻を置き、各分野の中心的領域を深く学ぶことを

通して、個別の文化的事象への認識を深めます。またそれと同時に、各分野を横断的に学ぶことを通

して、人間が長い歴史の中で積み上げてきた知的・文化的財産への理解を深め、ユニバーサルな視点

を備えた現代的教養の基礎を築きます。深い学びと広い視野、双方の視点から、人間の創ってきた文

化の意味を根源から追求します。 

こうした学びによって得られる人間の知的・文化的営為への深い理解の上に立って、次の時代に向

けた新たな文化・社会の創造に貢献できる人物を育成します。 

 

《カリキュラムの特色》 

人文学科では、哲学、文学、史学の各領域の専門性を得ると同時に、横断的な視点を獲得して、深

い学びに支えられた広い視野を涵養できるよう、体系的・順次的な教育課程を編成しています。 

まず、１年次の必修科目で学科共通の「人文学入門」「人文学基礎演習」では、３領域の関連を広く

学ぶと同時に、それらを横断する問題のとらえかた、研究方法を学びます。 

つぎに、「基盤講義」および「基盤演習」を履修し、広く基礎的な知識と技法を修得して、専門を学

ぶ基礎を築きます。この基盤の上に、さらにその発展学習のための「特殊講義」および「発展演習」

を履修します。これらは、テーマなどを関連させ、系統的学習が可能となっています。専門に分かれ 

少人数のクラス編成で行う「特殊演習」では、卒業論文の作成に必要な技法の向上とともに、発表や

討論を重ね、相互に批判検討することで、専門分野に対する理解を深めます。また、３年次では必修

科目で学科共通の「人文学総合講義」を履修し、自身の専攻領域が同じ人文学として接しあう近隣領

域とどのようにつながり、どのように異なる学問であるのかを考え、自身の専攻領域の可能性と人文

学の意義を確認します。 

４年次ではこれまでの学習の総決算としての卒業論文を作成します。これは、学生が自らの知的関

心に沿って研究テーマを設定し、資料を収集・分析して仮説をたて、論理的・批判的考察を積み重ね

ることによって仮説を実証し、得られた結論を説得的に表現する、という一連の学問的営みを通じて

仕上げるものです。 
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哲学専攻 

《教育目標》 

哲学専攻は、時代と地域を超えた人間の根本的な問いを学び、その問いを哲学的に深めることで現

代社会の多様な問題の本質を洞察し、文化の創造と社会の発展に貢献できる人物の育成を目的とする。 

《カリキュラムの特色》  

哲学専攻では、西洋哲学、倫理学、美学・芸術学、キリスト教学、東洋思想により教育課程を構成

しています。地域としても西洋ばかりでなく、東洋（中国、インド、日本）を含んだ形で学べるよう

配慮するとともに、真という価値に関わる狭義の哲学だけではなく、善、美、聖の価値に対応した倫

理学、美学、キリスト教学の領域を設定し、これらの学問を体系的に学べるようにしています。 

①基本からじっくり学べる１学年40人の少人数の専攻です。 

哲学は人間の基本的な問いを出発点としますが、ひとりよがりの思いつきや独断に終わらない

ためにも、また基本に立ち返って反省する習慣を身につけるためにも、すぐれた先人が残してく

れた古典をじっくり学びます。少人数の特色を生かし、教員と学生が関心を共にして互いに議論

し合い、切磋琢磨していきます。 

②生命・環境・科学技術など現代の直面する多様な問題を根本から考える力を養います。 

哲学は、時代を超えて人々の関心の的になる問題を考えますが、これと並んで現代という時代

が直面しているさまざまな問題について考えることも大事な使命です。21世紀の哲学専攻として、

環境や生命、科学やテクノロジー、老いと死、戦争と平和、現代芸術などの問題について深く考

える場を提供します。 

③西洋哲学を中心に、倫理学や美学など幅広い哲学の分野を学べるカリキュラムを設置しています。 

哲学専攻では、プラトンをはじめとして西洋哲学の古典を古代から現代にいたるまでまんべん

なく学びます。これに加え、絵画・彫刻・音楽などの芸術や美の問題を取り扱う美学・芸術学、

また、個人の道徳や社会正義の問題を扱う倫理学など、幅広い視野がもてるように、多彩なカリ

キュラムが用意されています。 

④キリスト教学を学ぶことができます。また日本、東洋思想にも力を入れています。 

キリスト教の精神に立つ本学の哲学専攻では、「キリスト教学」に関する講義・演習を設けてお

り、これを通してキリスト教、また、広く宗教について深く学ぶことができます。また、最近で

は日本、東洋思想も取り上げるように努め、西洋哲学だけに偏ることのないよう配慮しています。 

《履修法の助言》 

■学科および専攻の科目について 

「学科・専攻の科目概要（各学年の目標と主な科目）」の表を参照し、各学年の学習がどのよう

に位置付けられているかを確認してください。１年次では、学科の必修科目「人文学入門」により、

人文学の主要な学問分野である哲学、文学、史学の基本的な考え方と方法について、最新の知見と

ともに広く学び、人文知の成り立ちを理解します。授業は、哲学、日本文学、史学をそれぞれ専門

とする 3人の教員によるオムニバス方式で行われます。また、「人文学基礎演習」により、３つの

学問分野に共通する基礎的な知識やスタディ・スキルを習得するとともに、学問に誠実に向かい合

う心構えを、演習形式によって確実に身につけます。専攻科目では、哲学の基礎の理解を目指しま

す。「哲学の基本問題」「哲学の歴史的展開」により、哲学の初歩的な知識を得るとともに、哲学

書の読解の仕方を学び、これを通して哲学的な思考法と、その表現の仕方を習得します。 
２年次では、１年次の学習を受けて、引き続き「哲学概論」と「哲学２年次演習Ⅰ･Ⅱ」を中心

に専門的な学習に向かう基礎能力を固めることを目指します。「哲学概論」は、哲学とはどのよう

な学問かということについて、基本的な姿勢を学ぶことを目標としています。人間と文化のかかわ

りを中心にして、人間が言語や知識を通じて周囲のものとどのように関わりながら、世界を築いて

いくかを考えることを通じて、問題の立て方とそれに対する自分自身の考え方を養います。「哲学
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２年次演習Ⅰ･Ⅱ」では、哲学書講読の初級ゼミとして、３年次以降のより専門的な演習に参加す

るための土台をつくります。 
２、３年次にかけては、《基盤講義》の「倫理学概論」、「美学概論」、「キリスト教学概論」の概

論科目、「古代ギリシア哲学史」、「中世ヨーロッパ哲学史」、「西洋近代哲学史」、「西洋現代哲学史」、

「東洋思想史」、「キリスト教史」、「美学史」といった通史的科目を学ぶことによって、各自の関心

に応じつつ、広く基礎的知識を学習するとともに、自ら進むべき研究のための基盤を獲得します。

これらの基盤科目は、できるだけ２年次のうちに履修しておくほうがよいでしょう。基礎的な学力

が、その後のすべてを決定的に左右するからです。 

また、２年次から《特殊講義》を履修することができます。学生は、この特殊講義によって、各

専門領域の研究に導かれるとともに、教員の研究テーマに直接触れることを通して、最新の研究状

況についての知識をも獲得することになります。 
３年次以降も引き続き《特殊講義》を履修して専門分野の知見を広げて下さい。それと並び、《発

展演習》の履修により、専門分野に即して資料を緻密に読解することを学ぶとともに、発表と討論

を通じて問題意識を深め、また問題をいかに立て、それをいかに考察するかの方法を実地に学びま

す。また、このことを通して、卒業論文で扱うべき、各自のテーマを見極めて行きます。《特殊講

義》と《発展演習》は４年次にも引き続き履修して研究の深化を図ることができます。 
４年次では、卒業論文の作成を前提として「人文学特殊演習（哲学）Ⅰ・Ⅱ」を履修し、各自の

問題意識に応じた問題をいかに選び、思考をどのように進め、論をいかに展開するかについて、指

導教員の指導に従いながら、随時、各自の研究結果を報告し、相互に批判検討しながら作業を進め

て行きます。同時に、論文の書き方、資料の調査方法とその取り扱い方など、研究を進める上での

基礎的な手続きに習熟することも目指します。自らのテーマに応じた専門的研究を深めるとともに、

自らの立てたテーマに沿って、資料を収集、読解し、考察を重ね、最終的に４年間の学習の成果を

「卒業論文」に結実させます。 
 

■全学共通カリキュラムとの関連について 

各自の関心を広げていく姿勢を大切にしながら、学問の手法やおもしろさを実感してください。

総合教養科目：哲学はさまざまな学問と関連するので、広く積極的な履修を勧めています。    

キリスト教学：キリスト教は広く西洋思想の基盤ですので、哲学専攻の専門科目の基礎として、西

洋思想をより深く理解するために有益です。                       
第一外国語（英語）：文献講読・発表等の基礎能力として学習を勧めています。  

第二外国語：西洋近現代哲学を理解するうえで有益ですので、ドイツ語またはフランス語の履修を

勧めています。  
ギリシア語・ラテン語：西洋の文化と哲学の用語の大部分はギリシア語・ラテン語に基づいており、

これらの言語に通じていることは有益です。  

《その他》 

履修の方法の詳細や資格取得については、年度初めのガイダンス時の説明と配付資料を参照してく

ださい。 
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人文学科および哲学専攻の科目概要（各学年の目標と主な科目） 

各学年の目標 主な科目（ ◎必修科目 ○選択必修科目） 

１
年
次 

人文学の基本的な考え方と方法について学び、人文
知の成り立ちを理解する。 

◎人文学入門 

人文学の３分野に共通な基礎的な知識とスタディ・ス
キルを習得し、学問に誠実に向かい合う心構えを身
につける。 

◎人文学基礎演習 

哲学の初歩的な知識を得る。また、古典を題材に哲
学書の読み方を身につける。 

◎哲学の基本問題 
◎哲学の歴史的展開 

２
年
次 

哲学の基礎的知識を広く学習するとともに、自ら進む
べき研究のための基盤を獲得する。 

◎哲学概論 

【２・３年次共通】  

○倫理学概論 ○美学概論 ○キリスト教学概論 

 

○古代ギリシア哲学史 ○中世ヨーロッパ哲学史 

○西洋近代哲学史 ○西洋現代哲学史 

○東洋思想史 ○美学史 ○キリスト教史 

【２・３・４年次共通】 
各専門領域の最新の問題に触れるとともに、自らの
問題意識を高める。 

○特殊講義の各科目 

基本的な文献の講読を通じて、専門的な学習に向か
う基礎能力を身につける。 

◎哲学２年次演習Ⅰ・Ⅱ 

３
年
次 

哲学が同じ人文学として接する日本文学・歴史学とど
うつながり、どのように異なる学問であるかを、具体的
なテキストの読み方を通じて考える。 

◎人文学総合講義 

【３・４年次共通】 
専門分野に即して、資料の扱いを学ぶとともに、発表
と討論を通して問題意識を深め、また問題をいかに
立て、それをいかに考察するかの方法を実地に学
ぶ。また、卒業論文で扱うべき、各自のテーマについ
て見極める。 

○西洋古代・中世哲学演習 AⅠ・AⅡ・BⅠ・ＢⅡ 

○西洋近代哲学演習 AⅠ・AⅡ・BⅠ・ＢⅡ 

○現代哲学演習 AⅠ・AⅡ・BⅠ・ＢⅡ 

○倫理学演習 AⅠ・AⅡ・BⅠ・ＢⅡ 

○美学演習 AⅠ・AⅡ・BⅠ・ＢⅡ 

○文理融合演習 A・B 

東洋・日本思想史演習 AⅠ・AⅡ・BⅠ・ＢⅡ 

４
年
次 

学生が自らの知的関心に沿って研究テーマを設定
し、資料を収集・分析して仮説をたて、論理的・批判
的考察を積み重ねることによって実証し、得られた結
論を説得的に表現する、という一連の学問的営みを
通じて、学士課程での集大成としての卒業論文を作
成する。 

◎人文学特殊演習（哲学）Ⅰ・Ⅱ 

◎卒業論文 
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日本文学専攻 

《教育目標》 

日本文学専攻は、様々な文化現象との関係を視野に入れながら、日本文化の中での言語・文学の

豊かな価値を新たなまなざしで追求し、自ら問題を発見して論理的にものごとを考えることのできる

人物の育成を目的とする。 

《カリキュラムの特色》 

①日本語に関わることなら、何でも研究対象です。 

日本語やその歴史、古典や近現代日本文学の価値、漢語・中国文学（漢文学）と日本文化の関

係、個々の地域やトポス（場所）におけることば・文学・文化など、日本語に関わる全ての問題

がテーマになりえます。同時代を総合的に見る共時的研究、時代的な推移を追う通時的研究、日

本と外国の比較、登場人物や創作者の心理の探求など、様々な問題意識に応える豊富なカリキュ

ラムです。 

②伝統的な語学・文学研究と新しい研究領域とを融合。 

言葉の研究や文学研究には、長年の蓄積がある一方、異文化を背景とする文学作品との比較研

究や、コンピュータによる言語情報処理、また歴史学・社会学・美術史など隣接学問の応用な

ど、新しい研究方法も現れました。日本文学専攻ではこうした伝統と革新とを幅広く学び、日本

文化に対する新たな展望を開く力を身につけます。 

③古代から現代に及ぶ多彩なカリキュラム。自主性を尊重し、きめ細かな指導の演習。 

日本語学部門では、現代日本語をコンピュータやフィールドワーク等を用いて分析し、また

日本語史を資料にあたって調査します。日本文学部門では、古代から現代まで多数の演習があ

り、研究史の深い理解に基づいて議論します。｢創作と批評｣｢日本文化｣｢比較文化｣の講義、英語

で日本の文学や文化を教える講義もあります。演習は少人数で、学生の関心に応じて、丁寧に指

導します。 

④１年次から最新の研究を学び、３年次からは専門に分かれて研究を深める。 

１年次の入門で、日本語学・古典文学・近現代文学・漢文学の基礎を学びます。２年次では、

概論や特殊講義で、全体像を把握します。３年次からは学生の選択により、各分野に分かれ、演

習を主体に研究方法を学びます。４年次では各自の選んだテーマによって卒業論文を作成し、４

年間の総仕上げをします。 

《履修法の助言》 

■学科および専攻の科目について 

「学科・専攻の科目概要（各学年の目標と主な科目）」の表を参照し、各学年の学習がどのように

位置付けられているかを確認してください。 

１年次では、前期に「人文学基礎演習」を履修して、人文学の主要な学問分野である哲学、文学、

史学の３つの学問分野に共通する基礎的な知識やスタディ・スキルを習得するとともに、学問に誠

実に向かい合う心構えを、演習形式によって確実に身につけます。後期には「人文学入門」を履修

して、哲学、文学、史学の基本的な考え方と方法について、最新の知見とともに広く学び、人文知

の成り立ちを理解します。専攻科目の「入門」では、日本語学、日本文学（古典・近現代）、漢文

学の３領域を必修として学び、それぞれの研究の基礎知識と方法を身につけます。また、「概論」

の各科目は、12単位が必修で、日本語学、日本文学、日本の文化及び漢文学について各分野の全体

像を学びます。 

２年次になると日本語・日本文学の《特殊講義》や《基盤演習》など選択範囲が広がります。こ
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の学年では、日本のことばと文学・文化を広く学習し、自分で興味の持てる問題や研究対象を見つ

け出す態度・努力が望まれます。《基盤演習》は、10 単位が必修ですから２・３年生のうちになる

べく履修して下さい。日本文学専攻では、少人数で、学生それぞれのレポートを中心に出席者が討

論しながら学び、研究を深めていく演習科目を重視し充実させています。コンピュータを使って日

本語を分析する｢言語情報処理Ⅰ･Ⅱ｣、実地調査の姿勢を学ぶ「言語調査Ⅰ・Ⅱ」「古典籍調査」、自

ら創作に関わることで、文学研究にとって不可欠な創作者の意識・心理に対する理解を深める「創

作と批評（創作）Ⅰ･Ⅱ」、批評的な知を以て文化や社会に関わる姿勢を学び、知見を編集して発信

する実際を体験する「創作と批評（批評）Ⅰ・Ⅱ」も２年次から履修できます。なお、３年次では、

｢日本文学演習Ⅰ･Ⅱ｣を必修として必ず履修します。この科目は卒業論文への第一歩となる科目で

す。２年次後期の学期始めには、自分が向かう分野が決定しますので、それに従って２年次後半以

降の学習を深め、卒業論文の予定題目を絞り込んでいきます。 
３年次では、前期に、哲学、日本文学、歴史学をそれぞれ専門とする３人の教員によるオムニバ

ス方式で行われる「人文学総合講義」を履修して、日本文学が同じ人文学として接する哲学・史学

とどうつながり、どのように異なる学問であるかを、共通のテーマをそれぞれの分野から考えるこ

とを通じて考えます。これにより、日本文学の可能性と人文学の意義を再確認します。また、自分

の書こうとする卒論のテーマにふさわしい分野の｢日本文学演習Ⅰ･Ⅱ｣を履修します。この他２年

次と同様に、それぞれの《特殊講義》や《基盤演習》も積極的に履修しましょう。全体として３年

次では、論文題目の決定に向けて、広く学びつつ専門を深めることを心がけ、計画的に履修しましょ

う。 
４年次には、｢人文学特殊演習（日本文学）Ⅰ・Ⅱ｣が必修になります。ここで、指導教員から具

体的な卒業論文についての指導を受け、討議を経て卒論制作を行います。ここでも、単に指導を受

けるのを待つだけの姿勢ではなく、自ら考え、自ら構想を立てて、積極的に発言するよう、努力が

必要です。この授業を通じて、必要な助言と指導が得られますが、あくまで学生自身が主体的に論

文制作にあたらねばなりません。 
卒業論文は学部での勉学の総決算と言うべきもので、感想文・評論文や普段のレポートの長いも

のでは決してありません。それにふさわしく、周到に準備を進め、最低でも正味一年は掛ける心構

えが必要です。論理と実証とが論文の両輪であることを忘れず、学部での勉学の成果を結集してほ

しいと思います。その研究過程を通して、創り出す喜びも伴うはずです。その経験は、将来どんな

分野に進んでも、必ず生きることでしょう。 
 

■全学共通カリキュラムとの関連について 

総合教養科目：学科科目の履修には、日本語・日本文学・日本文化に対する幅広い知見が必要です。

日本その他の文学や文化に関する講義は、その基礎力を養成することに寄与します。また思想・歴

史などは、考察の基盤を作るものとして重要であり、積極的な履修が望まれます。数学を含む自然

科学も、論理的思考を鍛えるのに役立ちます。  

第一外国語（英語）：日本語への関心は、他の言語との対照関係によって生まれることが多く、日本

語を対象化して見る目を養うために、他言語の習得は不可欠です。  

第二外国語：特に漢文学（中国文学）と日本語・日本文学の関連に興味をもつ人に、中国語の履修

を勧めています。  

情報処理科目：日本語・日本文学どちらの分野でも、コンピュータによる情報処理は今や不可欠で

あり、積極的に履修するよう勧めています。 

《その他》 
履修の方法の詳細や資格取得等については、年度初めのガイダンス時の説明と配付資料を参照して

ください。  
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人文学科および日本文学専攻の科目概要（各学年の目標と主な科目） 

各学年の目標 主な科目（ ◎必修科目 ○選択必修科目） 

年
次 

人文学の基本的な考え方と方法について学び、人文
知の成り立ちを理解する。 

◎人文学入門 

人文学の３分野に共通な基礎的な知識とスタディ・ス
キルを習得し、学問に誠実に向かい合う心構えを身
につける。 

◎人文学基礎演習 

日本語学、日本文学、漢文学の基礎的知識と方法を
身につける。 

◎日本語学入門 

◎日本古典文学入門 ◎日本近代文学入門 

◎漢文学入門 

【１・２・３年次共通】  
日本語学、日本文学、日本文化の全体像を把握す
る。 

○日本語学概論Ⅰ・Ⅱ   

○日本語史概論Ⅰ・Ⅱ 

○日本文学概論（古典）ＡⅠ・ＡⅡ, ＢⅠ・ＢⅡ 

○日本文学概論（近現代）Ⅰ・Ⅱ 

○日本の文化（芸能）Ⅰ・Ⅱ 

○日本の文化（古典文化）Ⅰ・Ⅱ 

○漢文学概論Ⅰ・Ⅱ 

年
次 

【２・３・４年次共通】  
日本語学、日本文学、漢文学のさまざまな研究領域
の理解を深める。 

○特殊講義の各科目 

【２・３年次共通】 
日本語学、日本文学、漢文学の研究方法を身につけ
る。 

○基盤演習の各科目 
（「古典文学基礎演習」は１年次より履修可） 

年
次 

日本文学が同じ人文学として接する哲学・史学とどう
つながり、どのように異なる学問であるかを、具体的な
テキストの読み方を通じて考える。 

◎人文学総合講義 

自分の専門のテーマに関連した分野に対する深い理
解と卒業論文作成に必要な能力を養う。 

◎日本文学演習Ⅰ・Ⅱ 

年
次 

学生が自らの知的関心に沿って研究テーマを設定
し、資料を収集・分析して仮説をたて、論理的・批判
的考察を積み重ねることによって実証し、得られた結
論を説得的に表現する、という一連の学問的営みを
通じて、学士課程での集大成として論文を作成する。 

◎人文学特殊演習（日本文学）Ⅰ・Ⅱ 

◎卒業論文 
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歴史文化専攻 

《教育目標》 

歴史文化専攻は、歴史の探求を通じて、人間社会の問題性を把握しつつ、人間と社会の多様で豊か

な可能性を理解し、文化の創造と社会の発展に貢献できる人物の育成を目的とする。 

《カリキュラムの特色》 

歴史学の対象は古今東西にわたる広い領域に及んでいます。そこで歴史文化専攻では、２年次まで

はできるだけ広い分野にわたる基礎知識の修得をめざし、３年次から日本史・アジア史・西洋史の各

分野に分かれて専門知識を深めるような教育課程が用意されています。また、演習については基盤演

習から発展演習、特殊演習へ、講義については基盤講義から特殊講義へと段階的に履修することによ

って、歴史学全般の基礎知識から各分野にまたがる専門知識に至るまで習得することが可能となって

います。 

①少人数の演習を通して、「自ら調べ、自ら考え、自ら表現する力」を養成する。 

大学では、自らの問題意識にもとづく主体的な学習が基本となります。そのため授業では、参

加者の疑問や主張を明らかにし、互いに理解を深めあうことができるように、少人数での討論や

発表を大切にしています。 

②史料や原典にもとづいて事実を確かめ、構成力を育む。 

歴史の真実、史実とは何か。これを解明することは大変むずかしいことです。そのため、専門

の研究書を読み、当時の文書や考古学的史料などを丹念に調べることが求められます。こうした

学問的訓練を積んで、限られた史料のなかから歴史像を描いていく構成力を育てていきます。 

③国際交流に必要な、日本や諸外国の歴史と文化を理解する。 

異文化交流、国際交流のためには、その国や地域の歴史や文化を理解すると同時に、自らの歴

史や文化をよく知ることが大切です。歴史文化専攻では、日本史・アジア史・西洋史に分かれ、

教員とともに、それぞれ関心のある時代や地域の歴史や文化について互いに学びあうことができ

ます。 
④大学での学習のまとめとして卒業論文を重視する。 

卒業論文を書くには、まず自分で主題を考え、それに関する研究や史料を探して読みこなしま

す。その上で、自分で論文を構成し、文章を書くことになります。大学での学修成果の集大成と

して、歴史文化専攻では、卒業論文そのものだけでなく、その作成過程も大切にしています。 

 

《履修法の助言》  

■学科および専攻の科目について 

「学科・専攻の科目概要（各学年の目標と主な科目）」の表を参照し、各学年の学習がどのように

位置付けられているかを確認してください。 
１年次では、前期に「人文学基礎演習」を履修して、人文学の主要な学問分野である哲学、文学、

史学の３つの学問分野に共通する基礎的な知識やスタディ・スキルを習得するとともに、学問に誠

実に向かい合う心構えを、演習形式によって確実に身につけます。後期には「人文学入門」を履修

して、哲学、文学、史学の基本的な考え方と方法について、最新の知見とともに広く学び、人文知

の成り立ちを理解します。授業は、哲学、日本文学、歴史学をそれぞれ専門とする３人の教員によ

るオムニバス方式で行われます。また、１年次から２年次にかけて履修する「概論」では、日本史・

アジア史・西洋史の３分野すべてについて、基礎知識を体系的に修得します。「概論」は歴史文化専
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攻での学びの出発点となる科目なので、１年次のうちにすべて履修することを勧めますが、各自で

立てた学習計画にそって、あくまでも無理のない範囲で履修してください。 
２年次では、「日本史の理論と方法」「アジア史の理論と方法」「西洋史の理論と方法」で、日本史・

アジア史・西洋史研究がそれぞれどのように発展してきたかを体系的・俯瞰的に学びます。「理論と

方法」は１科目２単位が必修ですが、歴史学の研究法を学ぶ重要な科目なので、２科目を履修して

みてもよいでしょう。２年次から、自分の問題関心にそって、《特殊講義》を履修することができま

す。日本や諸外国の歴史と文化への理解を深めるために、さまざまな観点や手法から歴史にアプロ

ーチする《特殊講義》には、特定の地域を通史的にみる各国史・時代史、特定のテーマを論じる「美

術史」「考古学」「世界遺産学」「グローバル・ヒストリー」「カルチュラル・ヒストリー」など多彩

な科目が配置されています。「文献・資料演習」では、基礎的な文献や資料の読解、報告、討論を通

して、歴史の知識を充実させ、歴史学に対する視野を拡げていきます。「文献・資料演習」は８単位

必修なので、２年次と３年次でそれぞれ履修します。これらの講義と演習を通して、先行研究を踏

まえた適切な研究テーマを主体的に選択できる力を身につけながら、自らが進む専門分野を判断し

ていきます。 

３年次では、自分が専門とする各領域に分かれて本格的な専門知識の修得をめざします。「歴史文

化演習」で専門的な研究書や史料を精読し、専門領域の知識と問題関心を深化させ、自分の研究テ

ーマを絞り込んでいきます。あわせて、文献・史料の収集方法やレファレンスブックの使い方など

のスキルを身につけ、卒業論文作成のための基礎的な準備を進めていきます。なお、「歴史文化演習」

のクラス分けの際には皆さんの志望をできるだけ尊重しますが、その一方で、少人数教育の徹底を

図る必要があるので、志望者数の多いクラスについては GPA による選抜を実施します。志望する領

域で研究するためには１年次からの勉学の積み重ねが大事だということを常に意識しておいてく

ださい。３年次では、《特殊講義》と「歴史文化演習」を履修して自分の専門分野に関連した知識を

より深めていくのと並行して、哲学、日本文学、歴史学をそれぞれ専門とする３人の教員によるオ

ムニバス方式で行われる「人文学総合講義」を履修して、歴史学が同じ人文学として接する哲学・

日本文学とどうつながり、どのように異なる学問であるかを、共通テーマをそれぞれの分野から考

えることを通じて検討します。これにより、歴史学の可能性と人文学の意義を再確認します。 

４年次では、これまで学んだ専門知識にさらに磨きをかけて、卒業論文の完成をめざします。「人

文学特殊演習（歴史文化）Ⅰ」では、研究文献や史料の内容を整理して重要な論点を抽出する訓練

を行い、各自の研究テーマを中心に研究発表を行います。文献読解や研究発表のための準備作業、

授業時における討論を通じて、史資料の探し方と用い方、それらを研究史上に位置づける方法を学

びます。「人文学特殊演習（歴史文化）Ⅱ」では、卒業論文作成のための専門的・具体的指導をうけ

て、論文の完成をめざします。中間報告会を行い、問題設定、篇別構成、分析手法、行論等に関す

る問題点を批判的に検討しあい、この中間報告会でのレビューを踏まえたうえで、さらに発表およ

び討論を重ねることによって、卒業論文の内容の深化を図ります。卒業論文は４年間の学びの総仕

上げであり、その準備と執筆の労苦を通して、歴史学への主体的な参加の道が開けるのだと私たち

は考えています。 
 

■全学共通カリキュラムとの関連について 

総合教養科目：歴史学をより深く理解するために「ヨーロッパの歴史と文化」「アメリカの歴史と文

化」「ラテンアメリカの歴史と文化」「アジアの歴史と文化」「歴史の見方」「世界の地域と民族」「現

代史の諸相」「国際社会と人権」「日本宗教史」、ジェンダー史の視点を理解するために「女性とジェ

ンダーの歴史」、日本史の隣接分野の基礎として「民俗学」の履修を勧めています。  
キリスト教学科目：西洋の精神風土をより深く理解するために履修を勧めています。 
第一外国語（英語）：日本近現代史、アジア史、西洋史関連の史料・文献読解のために積極的な履修
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を勧めています。  
第二外国語：将来の専門分野を十分に考慮して外国語を選んでください。  
ギリシア語・ラテン語：西洋の古代史や中世史をより深く理解するために履修を勧めています。 

《その他》 

履修の方法の詳細や資格取得等については、年度初めのガイダンス時の説明と配付資料を参照して

ください。 

 

人文学科および歴史文化専攻の科目概要（各学年の目標と主な科目） 

各学年の目標 主な科目（◎必修科目 ○選択必修科目） 

１
年 
次 

人文学の基本的な考え方と方法について学び、人文知の成
り立ちを理解する。 

◎人文学入門 

人文学の基礎的な知識とスタディ・スキルを実践的に習得
し、学問に誠実に向かい合う心構えを身につける。 

◎人文学基礎演習 

【１・２年次共通】 日本史・アジア史・西洋史のすべてについ
て、基礎知識を学ぶ。 

◎日本史概論Ⅰ･Ⅱ  
◎アジア史概論Ⅰ･Ⅱ  
◎西洋史概論Ⅰ･Ⅱ 

２
年
次 

日本史・アジア史・西洋史がそれぞれどのように発展し
てきたかを体系的・俯瞰的に学ぶ。 

○日本史の理論と方法  
○アジア史の理論と方法  
○西洋史の理論と方法 

【２・３年次共通】 
基礎的な文献や資料の読解、報告、討論を通して、歴史の
知識を充実させ、歴史学に対する視野を拡げる。 

○文献・資料演習の各科目 

 【２・３・４年次共通】 
さまざまな観点や手法から歴史にアプローチして、日本や
世界の歴史と文化への理解を深める。  

○特殊講義の各科目 

３
年
次 

歴史学が同じ人文学として接する哲学・日本文学とどうつな

がり、どのように異なる学問であるかを、具体的なテキストの

読み方を通じて考える。 

◎人文学総合講義 

各分野に分かれて、自分の専門テーマに関連した問題関
心・知識をより深め、卒業論文作成に必要な能力を養う。 

◎歴史文化演習Ⅰ・Ⅱ 

４
年
次 

自ら研究テーマを設定し、資料を収集・分析して仮説をた
て、論理的・批判的考察を積み重ねることによって実証し、
得られた結論を説得的に表現する、という一連の学問的営
みを通じて、これまでの学習成果の集大成として論文を作
成する。 

◎人文学特殊演習（歴史文化）Ⅰ・Ⅱ 
◎卒業論文 
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